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この説明書を読んでから、製品をご使用ください。 
この説明書は、必要なときにすぐに取り出せる場所に、保管してください。 
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より豊かな環境をめざして 

ご協力のお願い 

ブラザー製品をご愛用いただきまして、まことにありがとうございます。 
  ブラザー工業は、この地球がいつまでも緑豊かな地であるよう、｢製品の開発

から廃棄まで、環境に配慮した物づくり｣を基本とした環境方針を定め、地域社

会、環境と共生できる良き企業市民として、環境保全活動に微力ながら貢献し

ていきたいと思っています。 
 
 
  そこで、みなさま方にもこの考え方にご賛同いただき、環境保全活動の一環

として廃棄物の処理に特別のご配慮をいただきますようお願いいたします。 
 
 

不用になった梱包材は、可能な限り再資源化するため、回収業者に処理

を依頼してください。 
使用済みのインクの処理方法は法令で義務付けられています。 法令に従

い適正に処理してください。 不明な場合は購入先にご相談のうえ処理し

てください。 
メンテナンスの際、発生した不用な電子基板や電子部品は、産業廃棄物

として処理してください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

当社はこの商品の補修用性能部品を製造打ち切り後、最低 8年間保有しています。 
性能部品とは、この商品の機能を維持するために必要な部品です。 
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このたびはブラザー製品をお買上げいただきまして、まことにありがとうございます。 

ご使用の前に、[安全にお使いいただくために]および取扱いの説明をよくお読みください。 
 
 

安全にお使いいただくために 
[1] 安全についての表示とその意味 

この取扱説明書および製品に使われている表示と図記号は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の

人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。 
その表示と意味は次のとおりです。 
 

表  示 

 危険 この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う内容を示しています。 

 警告 この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が想定される

内容を示しています。 

 注意 この表示を無視して誤った取扱いをすると、軽症または中程度の傷害を負う可能性が想定

される内容を示しています。 

図記号 

 · · · · ·   記号は「気をつけるべきこと」を意味しています。 

この記号の中の図は注意の内容を表しています。(左の例は、けがに注意) 

 · · · · ·   記号は「してはいけないこと」を意味しています。 

 

 · · · · ·   記号は「しなければいけないこと」を意味しています。 

この記号の中の図は指示の内容を表しています。(左の例は、アース接続をすること) 

 

[2] 安全上のご注意 

 危険 
右側面カバーを開ける時は必ず電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、その後 5分間待ってから右

側面カバーを開けてください。コントロールボックスの高電圧部分にふれると、大けがをすることがあ

ります。 

 

 警告 
基 本 事 項 

 

 

事故・故障防止のため、機械を改造しないでく

ださい。改造によって生じた事故・故障に対し

ては、当社は責任を負いません。 

 濡れた手で、電源プラグにふれないでくださ

い。感電の原因となります。 
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 警告 
据 え 付 け 

 ほこりの多い場所に置かないでください。ほこ

りが本機の内部に堆積すると、火災・感電・故

障の原因となります。 
 
アース接続をしてください。アース接続が不完

全な場合、感電や誤動作の原因となります。 

 コードを固定するときは、コードを無理に曲げ

たり、ステープル等で押えすぎないでくださ

い。火災・感電の原因となります。 

印 刷 
 万一異物が本機の内部に入った場合、速やかに

電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、お

買求めの販売店または訓練を受けた技術者にご

連絡ください。そのまま使用すると、火災・感

電・故障の原因となります。 

本機を液体でぬらさないようにご注意くださ

い。火災・感電・故障の原因となります。 

万一、プリンター内に液体が入ったときは、速

やかに電源スイッチを切り、電源プラグを抜い

て、お買求めの販売店または訓練を受けた技術

者にご連絡ください。 

 煙が出ている、異臭がするなどの異常状態で使

用しないでください。火災・感電・故障の原因

となります。速やかに電源スイッチを切り、電

源プラグを抜いて、お買求めの販売店または訓

練を受けた技術者にご連絡ください。 

 

 注意 
使 用 環 境 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

電源ラインノイズや静電気ノイズなどの、強い

電気ノイズの影響を受けない環境で使用してく

ださい。強い電気ノイズは本機の誤動作の原因

となります。 

電源電圧の変動は、定格電圧の±10%以内の環境

で使用してください。大きな電圧の変動は本機

の誤動作の原因となります。 

電源容量は装置の電力消費量より余裕のある環

境で使用してください。電源容量の不足は本機

の誤動作の原因となります。 

 

 
 

 
 
 
 
 

雰囲気温度は 18℃から 30℃の環境で使用して

ください。低温や高温は本機の誤動作の原因と

なります。 

相対湿度は 45%から 85%で、装置に結露しない

環境で使用してください。乾燥や多湿、装置の

結露は本機の誤動作の原因となります。 

換気のよい場所で使用してください。印刷物を

熱定着するときに若干の臭気が発生します。 

雷が発生しているときは電源を切り、電源プラ

グを抜いてください。雷は本機の誤動作の原因

となります。 
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 注意 
据 え 付 け 

 

 
 
 

本機の設置や移動は、訓練を受けた技術者が行

なってください。 

本機は約 111 kgの質量があります。運搬・設置

の際は、本機の正しい保持方法に従ってくださ

い。本機が落下して、けがの原因や、本機の故

障の原因となります。 

ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な

場所に置かないでください。倒れたり、落下し

て、けがの原因となります。また、本体を載せ

る台は耐荷重 150 kg以上で、横幅 137cm以上×

奥行 104.5cm以上のものを使用してください。 

 
 
 

 
 

 

他の機械の振動が伝わるような場所に置か

ないでください。印刷品質の低下、または本

機が落下して、けがの原因や、本機の故障の

原因となります。 

設置が完了するまで、電源プラグを接続しな

いでください。誤って電源スイッチを入れる

と、本機が作動してけがの原因となります。 

本機の上に乗ったり、重い物を置かないでく

ださい。バランスが崩れて倒れたり、落下し

て、けがの原因となります。 

印 刷 
 

 

本機は、安全に操作するための訓練を受けた人

のみが使用してください。 

本機の前には十分な空間を取り、物を置かない

でください。プラテンがぶつかって破損したり、

プラテンと物の間に手をはさみ、けがの原因と

なります。 

動作中はプラテンから手を離してください。プ

ラテンや Tシャツトレイと各カバーとの間に手

をはさみ、けがの原因となります。 

 
 
 

 

プラテンを手で動かさないでください。本機

に深刻な故障を与える原因になります。 

通電中は各カバー内に手を入れないでくださ

い。可動部に手がふれてけがの原因となりま

す。 

本機が故障した場合、お買求めの販売店また

は訓練を受けた技術者にご連絡ください。 

メンテナンス 
 前面カバーを開けるときは必ず電源スイッチを

切り、その後１分間待ってからカバーを開けて

ください。ヘッド上部のヒートシンクにふれる

と、やけどをすることがあります。 

前面カバーを閉めるときは指をはさまないよう

に注意してください。指をはさむとけがをする

恐れがあります。 

プラテンを手で動かさないでください。本機に

深刻な故障を与える原因になります。 

インクカートリッジを分解しないでください。 

 

 インク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・ 
廃液などの液体類を飲まないでください。 
下痢・おう吐する可能性があります。 
またインク・充填剤・ウォッシュ液・前処理

剤・廃液などの液体類が目や皮膚に付かない

ようにしてください。 
炎症を起こす可能性があります。目に入った

ときはこすらずに、すぐに水で洗い流してく

ださい。 
子供の手の届かないところに置いてくださ

い。 
グリースを扱うときは、保護めがねや保護手

袋等を使用し、目や皮膚に付かないようにし

てください。 
炎症を起こす原因となります。またグリース

を食べないでください。 
下痢・おう吐することがあります。 
子供の手の届かないところに置いてくださ

い。 
部品交換、オプション部品装着の際は、当社

純正部品を使用してください。非純正部品を

使用して生じた事故・故障に対しては、当社

は責任を負いません。 
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[3] 警告ラベルについて 

プリンターには、下記の警告ラベルが表示されています。 
各警告ラベルの注意事項を守って作業を行なってください。 
また、ラベルがはがれていたり、読み取れなくなった場合は、お買求めの販売店にご連絡ください。 
 
1  

 
 
 
 
 
 

   

   

  
 
 
 
 
 
 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 

アース接続をしてください。 
アース接続が不完全な場合、 
感電や誤動作の原因となりま

す。 

12 

動く部品があり危険 
指や身体を近づけな

いこと 

高温注意 

けがの恐れあり 
10 

11 

2 

3 

4 

5 

7 

8 

9 

6 
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0946D 

充填剤(5kg) 
前処理剤(5kg) 

前処理剤(20kg) 

廃インクタンク 

インクカートリッジ 

グリース 

ウォッシュ液 
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1. ご使用の前に 
1-1. かならずお読みください 
プリンターをお使いになる前に、下記の点にご留意ください。 

 本文中に GT-3 と記載のある場合は、GT-381、GT-361 および GT-341 に共通の内容を示しています。 
個別の機種にのみ関係する内容については、それぞれの機種名を記載しています。 

 印刷物をご購入のお客様へ、下記のご注意をお伝えください。 

・ 印刷物を白色や淡色の塩化ビニール系の合成皮革上でこすると、色移りを起こすことがあります。

また、カラーインクのみの印刷面と白インクのみの印刷面を強くこすり合わせると、同様に色移り

を起こすことがあります。家庭用洗剤やアルコールをやわらかい布か歯ブラシにつけて汚れを落と

してください。  

・ 前処理剤の跡残りは、洗濯（水洗い）して落としてください。 

 プリンターは下記の動作環境（温度・湿度）で動作するように設計されており、低湿度下ではヘッド

がインクで目詰まりを起こしやすく、高温ではインクがしぶきやすくなります。なるべく印刷保証範

囲内でお使いください。 
 

 温度 湿度 

保管時： 0℃～40℃ 20～85% 
（結露なきこと） 

動作保証範囲： 10℃～35℃ 
45～85% 

（結露なきこと） 
印刷保証範囲： 18℃～30℃ 

 

 プリンターの動作中にインクカートリッジを抜かないでください。印刷品質が悪くなったり、プリン

ターの故障の原因になります。 

 プリンターの動作中に電源を切ったり、前面カバーを開けないでください。プリンターの故障や、印

刷が失敗する原因になります。 

 インクを定着するまでは、印刷した T シャツの扱いにご注意ください。未定着のインクで汚れてしま

うと洗濯してもきれいに落ちません。 

 印刷品質を保つために、定期的にヘッドキャップとワイパーブレードを掃除し、ワイパークリーナー、

ファンフィルター、ローラーフェルト（4 個）、フラッシング受けスポンジ（上）およびフラッシング

受けフェルト（下）を交換してください。ディスプレーに警告が表示された場合、新しいものに交換

してください。メンテナンスが不十分な場合、印刷物が汚れたり不吐出による画質の悪化が発生しま

す。 

 ヘッドキャップやワイパーブレードをアルコールで拭かないでください。プリントヘッド故障の原因

になります。ヘッド回りを掃除する際には、必ずウォッシュ液をお使いください。  

 インクカートリッジは正しい位置に挿入してください。プリンターのシールの色とインクカートリッ

ジの色を確認してください。 

 インクが空になると、エラー〔インク切れ＊＊＊＊（色）〕が表示されてプリンターが停止します。新

しいインクカートリッジに交換してください。操作パネルのインジケーターが点滅したら、新しいイ

ンクカートリッジをご用意ください。印刷品質を保持するため、インクカートリッジ内にインクが若

干残ります。 

 新しい消耗品は、直射日光を避けて保管してください。インクカートリッジや前処理剤、充填剤に表

示してある消費期限以前に、また、カラーインクは開封後 6 ヶ月以内に使い切ってください。 
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 インクの補充はできません。インクカートリッジを分解しないでください。必ず弊社指定のインクカ

ートリッジをお使いください。指定以外のインクを使用すると、プリントヘッドなどを損傷する原因

になります。 

 インクカートリッジは常に挿入されているようにしてください。中の針がインクの乾燥により詰まっ

たり、プリンターが故障する原因になります。 

 白用のチューブとプリントヘッドは 1 週間に 1 度チューブクリーニングのメニューで充填剤を用いて

洗浄する必要があります。前回のチューブクリーニングから 1 週間が経過すると、操作パネルのディ

スプレーに［チューブ洗浄してください W*］が表示されます。 

 プリンターが動作せずに一定期間以上放置されると、プリントヘッドやメンテナンスユニットがイン

クの乾燥により目詰まりを起こします。これを避けるために、1 週間に 1 度程度ヘッドクリーニングボ

タンを押してヘッドクリーニングすることをお勧めします。プリンターが 2週間以上使われない場合、

“6-1-5. 長期保管時に必要なメンテナンス”に従って、適切な処置を行ってください。 

 白インクカートリッジは、1 日 1 回、使用直前によく振ってください（1 個につき、30 秒～1 分程度、

未開封のものは、1～2 分程度）。カートリッジは、挿入された状態で下に顔料が沈降していますので、

上下反対にして長手方向に大きく振ってください。 

 前処理剤を塗布した T シャツにカラーインクのみで印刷すると、洗濯に弱くなる傾向があります。白

インクを使わない場合は、前処理剤の塗布をお避けください。 

 障害物センサーと印刷面のギャップは 2 mm程度でお使いください。ギャップが広い状態で使用すると、

インクミストがプリンター内部に飛散し、印刷面を汚したり、センサー等の故障原因となります。2 mm

以上で使うことが多い場合は、定期的にプリンター内部を確認し、掃除を行ってください。詳細は“6-2-2.
プリンター内部の掃除”、“6-2-7. エンコーダーストリップの掃除”を参照してください。 

 前処理剤をスプレーや前処理剤塗布装置で塗布すると、ミスト状となって飛散することがあります。

作業時の換気には、十分ご留意ください。また、必要に応じてマスクやゴーグルを着用してください。 

 T シャツによっては、前処理剤の跡残りが発生することがあります。水で洗い流してください。また、

T シャツの染料によっては、前処理剤で脱色してしまうことがあります。初めて印刷する場合は、目

立たないところで試してください。 

 残余廃棄物ならびに廃インクは、水系廃液として法令に従い適正に処理してください。 不明な場合は、

購入先にご相談のうえ処理してください。 

 白または淡色の T シャツに前処理剤を塗布すると、塗布面が黄ばむことがあります。塗布後は直射日

光を避けて保管し、印刷後は早めに水洗いしてください。 

 お客様自身がレイアウト変更等で GT 本体を移動させた場合、必ず(水準器等で)GT 本体が水平になる

よう調整してください。 
 
＜ご注意＞ 
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。こ

の装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ず

るよう要求されることがあります。 
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＜商標について＞ 

本文中では、OS 名称を略記しています。また、本文中では、®マークまたは TM マークを略記しています。 
Brother のロゴはブラザー工業株式会社の登録商標です。 
Windows XP の正式名称は、Microsoft Windows XP Operating System です。（本文中では Windows XP と表記

しています。）Windows Vista の正式名称は、Microsoft Windows Vista Operating System です。（本文中では

Windows Vista と表記しています。）Windows 7 の正式名称は、Microsoft Windows 7 Operating System です。

（本文中では Windows 7 と表記しています。）また、Windows 8 の正式名称は、Microsoft Windows 8 Operating 
System です。（本文中では Windows 8 と表記しています。） 
Microsoft、Windows、Windows XP、 Windows Vista、Windows 7、Windows 8 は、米国 Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
Corel、Corel のロゴ、CorelDRAW および Paint Shop Pro は Corel Corporation の商標または登録商標です。 
Adobe、 Adobe のロゴ、Acrobat、Photoshop、Illustrator、および Photoshop Elements は、Adobe Systems 
Incorporated（アドビシステム社）の商標です。 
本書に記載されているその他の会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
本書ならびに本製品の仕様は予告なく変更されることがあります。 
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はじめに 

■ソフトウェアについて 

本機は、ソフトウェアを使用しています。 

本機をご使用になるには、ソフトウェアの使用許諾契約書に、ご同意いただきます。 

 

 

ソフトウェア使用許諾契約書 

お客様がこのソフトウェア使用許諾契約書（以下「本契約」といいます）の定める 各条項に 
従うことを同意いただいた場合、本ソフトウェアをダウンロードし、ご使用が可能です。もし 
同意いただけないときは、お客様は本ソフトウェアをご使用できません。 
1. 所有権 
本ソフトウェアおよびその複製物に関する所有権はブラザー工業株式会社（以下「当社」と 
いいます）またはその供給者であるウインドリバー株式会社に帰属します。なお当社は、こ 
の契約により、お客様に対し本ソフトウェアに関する著作権を譲渡するものではありませ 
ん。 
2. 実施権の許諾 
2-1. 当社はお客様に対し本ソフトウェアをご使用いただく非独占的使用権を許諾します。 
2-2. お客様は、次のことを行ってはならないものとします。 
（1）本ソフトウェアの全部または一部の改変 
（2）バックアップ以外の目的での複製 
（3）リバース・エンジニアリング、逆アセンブル及び逆コンパイル 
（4）本ソフトウェアを賃貸またはリースすること 
（5）公の場で本ソフトウェアをダウンロード可能な状態におくこと 
3. 無保証 
当社は本ソフトウェアに関し、明示または黙示であるとを問わず、瑕疵がないこと、特定 
の目的に適合しないこと、本ソフトウェアの使用が第三者の権利を侵害しないこと、その 
他いかなる保証もいたしません。 
4. 責任の制限 
当社は、本ソフトウェアに起因または関連して発生した直接的または間接的損害について、 
いかなる責任も負わないものとします。 
5．第三者受益 
本契約において、ウインドリバー株式会社とその供給者（以下総称して「供給者」といい 
ます）は本ソフトウェアに関する第三者受益者となり、本契約各条項につき強制可能な権 
利を持つものとします。 
6. 許諾の終了 
お客様が本契約に定める条件に違反した場合は、当社は予告なしにこの契約を終了させる 
ことができるものとします。 
7. 準拠法 
この契約は日本国法に準拠し解釈されるものとします。 
8. 個別条件 
本契約以外に、お客様による本ソフトウェアの使用に関して、当社または本ソフトウェア 
の供給者が個別の条件（以下「個別条件」といいます）をお客様に提示し、お客様が当該 
個別条件に同意した場合、本使用許諾契約書に規定のない条件、並びに本使用許諾契約書 
の規定と抵触する条件については、当該個別条件が優先して適用されるものとします。 
 
上記各条項に従うことに、同意する。 
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1. ご使用の前に 

 

1-2. プリンターの開梱 
＜ご注意＞ 
本プリンターは、ブラザーの指定業者のみが開梱作業を行ってください。 
開梱が済みましたら、下記の部品が同梱されていることを確認してください。足りないものがありましたら、お

買い上げの販売店へお問い合わせください。 
 

 GT-3 プリンター 

 AC 電源コード 

 ウォッシュ液 L：１個、クリーンスティック：6 個、クリーンアプリケーター：6 個 

 プリントヘッド  GT-381：8 個、GT-361：6 個、GT-341：4 個 

 廃インクタンク 1 個 

 エンコーダークリーナー 1 個 

 メンテナンスカートリッジ GT-381、GT-361：1 個 

 チューブ洗浄用ボトル GT-381、GT-361：1 個 

 フラッシング受け（フラッシング受けフェルト、フラッシング受けスポンジを含む） 

 取扱説明書・基本編 1 部 

 グリース 

 USB2.0 ハブ 
 
＜ご注意＞ 
インクカートリッジの挿入口に、フィルターカートリッジ（GT-381：8 個、GT-361：6 個、GT-341：4 個）が挿

入してあります。これらはメンテナンス時や輸送時に使用しますので、保管しておいてください。 
 

1-3. 使用条件 
下記の条件下でプリンターを使用してください。 

 

1-3-1. 動作環境 
 温度 湿度 

保管時： 0℃～40℃ 20～85% 
（結露なきこと） 

動作保証範囲： 10℃～35℃ 45～85% 
（結露なきこと） 

印刷保証範囲： 18℃～30℃ 

室内が乾燥している場合は、プリントヘッドがインク詰まりを起こさないように加湿器を使うことをお勧めしま

す。 
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1. ご使用の前に 

 

1-3-2. 電気環境 
電源： 

単相 100～240V,50/60Hz 
消費電流： 

0.4A（実効値） 
 

1-3-3. ソフトウェア環境 
対応 OS： 

最新の Windows XP(32bit)、Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1 (32bit/64bit) 

インターフェース： 

USB 2.0 
LAN（10 BASE-T/100BASE-TX） 

PC の最低動作環境： 

256MB RAM （推奨 512MB 以上） 
128MB 以上の空き容量 （推奨 256MB 以上） 
1GHz CPU （推奨 2GHz 以上） 

高度な画像編集のための推奨アプリケーション：  

Adobe Photoshop, Adobe Photoshop Elements（主にビットマップデータ編集用） 
Adobe Illustrator, CorelDRAW （主にベクトルデータ編集用） 
Corel Paint Shop Pro 
 

1-3-4. その他の必要条件 
下記の条件に合う装備をご用意ください。 

 

USB ケーブル 

USB 2.0 ケーブル （AB タイプ） 

＜ご注意＞ 

上記以外のケーブルをご使用になると、動作不良の恐れがあります。 

 

LAN ケーブル 

LAN ケーブル （10 BASE-T/100BASE-TX） 

 

USBメモリー 

32GB 以下で、FAT32 でフォーマットされたものをご使用ください。 
 

ホットプレス 

プラテン PLTN 14×16（355.6mm×406.4mm）の印刷範囲がカバーでき、かつ 180℃を 35 秒間保持できる性能

が必要です。前処理剤の定着時には、表面を平らにするために必ずオーブンではなくホットプレスをご使用くだ

さい。 

＜参考＞ 
白インクの定着には、オーブンの使用をお勧めします。（目安として 2.4m 長のオーブンで 160℃3 分半程度） 
 

剥離用シート 

ホットプレスで前処理剤やインクを定着する際に、定着面を平らにし、かつ剥離性を上げるため必ずお使いくだ

さい。 

（次ページに続く） 
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1. ご使用の前に 

 

気泡マット（連続気泡） 

ホットプレスを使用して前処理剤を定着する際に、蒸気が抜けにくい場合に使用します。 

 

Tシャツ（印刷媒体） 

綿 100 %。 
淡色のポリエステル混紡（綿 50 %以上） 
濃色のポリエステル混紡（綿 70 %以上） 
 

＜ご注意＞ 
・綿 100 %生地（推奨品）の印刷品質が必ずしも保てない布帛もあります。 

特に新しい素材の場合は、事前に印刷テストを行ってください。 
・布帛によっては前処理剤の定着後跡残りが目立つことがありますので、その場合は軽く水洗いしてください。 
・前処理剤で、以下の現象が発生する場合があります。事前に印刷テストをおこなってください。 
  *  T シャツのメーカや型式によっては、脱色しやすいものがあります。またメーカ、型式が同じでも 

ロットの違いで脱色する場合があります。 
  * 濃色のポリエステル混紡では、染料が溶出し白インクに色みがつく場合があります。（特に綿 70％未満） 
 

1-3-5. 必要な消耗品とオプション部品 
次回の注文時には、下記の部品コードをご利用ください。 

 

消耗品 コード No. 

ブラックインクカートリッジ 180 cc 

380 cc 

GC-30K18 

GC-30K38 

マゼンタインクカートリッジ 180 cc 

380 cc 

GC-30M18 

GC-30M38 

シアンインクカートリッジ   180 cc 

380 cc 

GC-30C18 

GC-30C38 

イエローインクカートリッジ 180 cc 

380 cc 

GC-30Y18 

GC-30Y38 

白インクカートリッジ 380 cc（2個組） GC-30W38 

充填剤            5 kg GC-50S5K 

前処理剤 

5 kg  

20 kg 

 

GC-30P5KA 

GC-30P20A 

フルメンテナンスキット SB5677 

フィルタフェルトキット SB5678 

ウォッシュ液 L SB5679 

 

オプション コード No. 

ミドルプラテン   PLTN 14×16 SB3105 

プラテンシート         SB3035 

ユースプラテン   PLTN 10×12 SA6399 

プラテンシート S       SA6401 

ベビープラテン   PLTN 7×8 SA8213 

プラテンシート SS     SA8211 

前処理ローラー SB1290 

ボトルクミ（廃インクタンク） SB2582 

メンテナンスカートリッジ W SB3264 

メンテナンスカートリッジ C SB3265 

フィルターカートリッジ W SB2512 

フィルターカートリッジ SB2508 

キャッピングカートリッジ W SB3047 
交換部品 コード No. 

プリントヘッド SB4231 

ワイパークリーナー SB3101 

Wブレードクミ SB3635 

グリース SB3229 
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2. 主な部品の名称 

 

2. 主な部品の名称 
2-1. 前面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0043Y 

No. 名称 機能 

1 プラテン 印刷する Tシャツを保持します。 

2 プラテンシート 画像が鮮明に印刷されるように、Tシャツの表面を平らに保持します。 

3 Tシャツトレイ 袖など下に垂れる部分を Tシャツトレイに乗せて搬送します。 

4 前面カバー 内部の掃除をする際に開きます。電源を OFFしてから操作してください（電

源 ON時に開くと電源が強制的に遮断されます）。 

5 ストップレバー 前面カバーを閉じる際に、ロックを解除するために押します。 

6 操作パネル プリンターを操作します。詳細は“2-7. 操作パネル”を参照してください。 

7 電源スイッチ 電源の ON / OFFを行います。 

8 ショルダーバー Tシャツの位置を合わせます。 

9 USBメモリー挿入口 USBメモリーを挿入します。 

10 インクカートリッジ挿入口 本体左側からから W1、W2、W3、W4、ブラック、マゼンタ、シアン、イエロ

ーです。正しい色のインクカートリッジを挿入します。 

11 インクカートリッジ保管棚 新しい予備のインクカートリッジを保管します。 

12 ガードバー インクカートリッジ側面を保護します。 

13 障害物センサー プラテンをロードする際に、印刷時の障害物がないか確認し、何かに当た

るとロードを中止します。プラテンの高さを変更した場合は、印刷前に操

作パネル上のプラテンボタンを押してプラテンの高さが適切であることを

確認してください。ギャップが広すぎる（プラテンが低すぎる）場合、セ

ンサーは感知しません。プラテン高さを変更した後は、目視で高さを確認

してください。詳細は“4-5. T シャツをプラテンに装着”を参照してくだ

さい。 

14 形式板 製品のシリアルナンバーが記載されています。 

GT-3 Series 8 



2. 主な部品の名称 

 

2-2. 右側面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0044Y 

No. 名称 機能 

1 排気口 ファン排気の吹き出し口です。 

20cm以上スペースを開けてご使用ください。 
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2. 主な部品の名称 

 

2-3. 背面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0045Y 

 

No. 名称 機能 

1 電源コード挿入口 電源コードを挿入します。 

2 USBポート PCと接続する USBケーブルを挿入します。 

3 LANポート PCと接続する LANケーブルを挿入します。 

4 背面カバー プラテンの動作範囲を保護します。 

5 廃液チューブ 廃インクを流すチューブです。 
廃インクタンク(1)に廃液チューブ(2)とチューブ留め(3)を差込んでくださ

い。 
廃インクタンク内の廃液チューブを短くしてください。(４～５ｃｍ程度) 
廃液チューブが折れ曲がらないように注意してください。 
廃液が流れにくくなる恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0856D  

6 廃インクタンク 廃インクを受けるタンクです。常に廃液量をご確認ください。 

チューブクリーニングを実施する前に廃液を捨ててください。 
（又は廃液量がタンクの二分の一以下を確認） 
廃液チューブが廃液に浸かると、チューブクリーニング時に機械側から廃液

が漏れる恐れがあります。 
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2. 主な部品の名称 

 

2-4. 前面カバー内部 
 

前面カバーを開ける前に、すべての動作を中止

し、プラテンを収納してから電源を OFFしてく

ださい。 

前面カバーを開く時は、上に持ち上げて、スト

ッパーでロックされるまで開いてください。前

面カバーを閉じる時は、ストップレバーを上に

押して、ロックを解除してください。 

＜ご注意＞ 

動作中に前面カバーを開けると、電源が自動的 

に OFFされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0047Y 

 

No. 名称 機能 

1 プリントヘッド（前） カラーインクをプラテンに向けて吐出します。 

本体左から、ブラック、マゼンタ、シアン、イエローの順です。 

2 プリントヘッド（後） 白インクをプラテンに向けて吐出します。 

本体左から、W1、W2、W3、W4の順です。 

3 フィルターカバー、ファンフィ

ルター、ファン 

庫内に発生するインクミストを吸引します。フィルターカバー内部に

あるファンフィルターを定期的に交換してください。詳細は“6-2-4. 

ファンフィルターの交換”を参照してください。 

4 ローラーフェルト ローラーに異物が付かないよう保護します。定期的に交換してくださ

い。詳細は“6-2-5. ローラーフェルトの交換”を参照してください。 

5 キャリッジガイドシャフト キャリッジを支えるシャフトです。インクミストなどで汚れていた場

合掃除してください。詳細は“6-2-2.プリンター内部の掃除”を参照

してください。 

0046Y 
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2. 主な部品の名称 

 

2-5. メンテナンスユニット上部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0048Y 

No. 名称 機能 

1 キャップ（前：カラー側） カラー側のヘッド表面を保護し、ヘッドクリーニング時にインクを吸

引します。本体左から、ブラック(K)、マゼンタ(M)、シアン（C）、イ

エロー(Y)の順です。 

2 キャップ（後：白側） 白側のヘッド表面を保護し、ヘッドクリーニング時にインクを吸引し

ます。本体左から、W1、W2、W3、W4の順です。 

3 ワイパー（カラー、白） ヘッド表面のインクをふき取ります。毎週およびワイパークリーナー

交換時にキャップ共々クリーニングキットで掃除してください。詳細

は、“6-2-1. ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除”

を参照してください。 

4 ワイパークリーナー（前：カラ

ー側） 

ワイパー表面に付着した廃インクを除去します。汚れたまま使用する

と印刷品質を悪化させますので、インクカートリッジの交換時期およ

び操作パネルの指示に従って必ず定期的に交換してください。 

外す時は左右の爪を外してから、上に引き上げます。詳細は、“6-2-1.

ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除”を参照して

ください。 

5 ワイパークリーナー（後：白側） 

6 フラッシング受けスポンジ（A） 

フラッシング受けフェルト（B） 

印字品質を保つ為、ヘッドから試験吐出したインクを受けます。 

定期的に交換してください。詳細は、“6-2-3.フラッシング受けスポン

ジとフラッシング受けフェルトの交換”を参照してください。 
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2. 主な部品の名称 

 

2-6. プラテン下部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0049Y 

 

No. 名称 機能 

1 プラテン固定レバー 
プラテンを固定します。 

プラテンの装着／脱着の時、高さを調節する時に、締めたりゆるめたりして

ください。 

<プラテン固定レバー(1)がプラテン(5)に当たって回せない場合...図[B]> 
高さ調節レバー(2)を Aの位置にして、レバー(1)を締めます。 

レバー(1)を引き出すと、取手部分が空回しできるので、任意の位置まで 

回して放します。 

その位置から締めることができます。 
2 プラテン高さ調節レバー プラテンの高さを調節します。 

Tシャツの場合は最左の“A”の位置にしてください。  

厚物等への印刷時にプラテンの高さを下げた場合は、操作パネルのプラテン

ボタンを用いて高さを確認してください。障害物センサーと印刷面とが 2 mm

程度離れた状態が適正ギャップです。詳細は“4-5. Tシャツをプラテンに装

着”を参照してください。 

ギャップが広い状態で使用すると、インクミストがプリンター内部に飛散し、

印刷面を汚したり、センサー等の故障原因となります。 

3 プラテン軸受け プラテンを固定し、保持します。 

4 プラテン位置決め板 

 

＜参考＞ 

厚物に印刷する場合等、プラテンの高さを下げたい場合は、プラテン低下セット（※オプション）に交換してく

ださい。プラテン高さを標準位置より 13 mm下げることができます。詳細は“4-4-3. プラテン低下セットの取付

け”を参照してください。 
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2. 主な部品の名称 

 

2-7. 操作パネル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0050Y 

No. 名称 機能 

1 エラーランプ 消灯: エラーはありません。 

点灯: 1つ以上のエラーが検出されています。エラーの内容や詳細は“7-4. エラ

ーメッセージ”を参照してください。 

2 電源ランプ 消灯: プリンターの電源が切れています。 

点灯: プリンターが起動中（電源 ON）です。 

3 ヘッドクリーニング 

ボタン 

すべてのヘッドに対し順次ノーマルヘッドクリーニングを行います。 

（個数は機種に依存） 

4 プラテンボタン プラテンをロード／アンロードします。プラテンの高さを調節した際に、適切か

どうかを確認するのに使います。詳細は“4-5. Tシャツをプラテンに装着”を参

照してください。 

5 ストップボタン 印刷やヘッドクリーニングを中止し、スタンバイモードに戻ります。 

6 上ボタン ひとつ上（前）の項目を選択します。 

数値（スピーカー音量など）を 1つ増やします。 

メニューを表示します。 

7 下ボタン ひとつ下（次）の項目を選択します。 

数値（スピーカー音量など）を 1つ減らします。 

メニューを表示します。 

8 OKボタン 選択されたコマンドを実行します。 

メニューを表示します。 

エラーステータスから抜けます。 

9 戻りボタン 一つ前の画面に戻します。 

メニューを表示します。 

10 ディスプレー 印刷データのジョブコメントやプリンターのステータス、各種設定のメニューを

表示します。 

11 プリントボタン 消灯時は印刷データなし、印刷データ受信中は点滅し、受信が完了すると点灯し

ます。点灯時に押すと印刷を開始します。 

＜参考＞ 

表示ランプ類は、起動時にセルフチェックのため、30秒間点灯します。 
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2. 主な部品の名称 

 

2-7-1. ディスプレー 
下図は GT-3が印刷データを受信した状態です。印刷に必要な情報であるジョブとプリンターのステータスを表示

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0009Y. 

No. 表示 機能 

1 ジョブネーム 受信データを識別するための文字が表示されます。 

表示内容は、プリンタードライバーによって自動的に設定されます。 

2 ジョブコメント 30文字分のジョブコメントまたは AR3ファイル名が表示されます。 

表示内容は、データ作成時に入力することができます。 

3 使用するインク量 受信データ 1枚印刷するのに必要なインク量 （cc）が表示されます。 

また、警告があればここに表示されます。 

4 プラテンサイズ プリンタードライバーで指定されたプラテンサイズが表示されます。 

5 プラテン前後回数 受信データを 1枚印刷する間に、プラテンの出入りする回数が表示されます。 

6 印刷枚数 受信データを印刷完了した合計枚数が表示されます。 

7 プリンターステータ

ス 
プリンターのステータスが表示されます。 

8 インク残量 それぞれのインクカートリッジ内のインク残量が表示されます。 

左から白４個（W1、W2、W3、W4）、ブラック（K）、マゼンタ（M）、シアン（C）、

イエロー（Y）です。 

インクの残りが少なくなると、点滅します。次のインクカートリッジをご用意く

ださい。 

9 片方向アイコン 片方向印刷のときに表示されます。 

10 白インクヘッド使用

数アイコン 
印刷時に使用される白インクヘッド数が表示されます。 

11 解像度アイコン 受信データの印刷解像度が表示されます。 

＜参考＞ 

エラーや警告が検知された場合、上記表示のかわりにエラーメッセージが優先して表示されます。 
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2-7-2. メニュー一覧 

OKボタン、上ボタン、下ボタン、戻りボタンのどれか1つを押すと、メニューに入ります。 

 

メニュー 内容 

ヘッドクリーニング 

1ヘッドずつ、または指定された全ヘッドのヘッドクリーニングを実行します。 

参照：“7-2-2. ヘッドクリーニング” 

ノーマルクリーニング： 不吐出が発生した場合 

パワフルクリーニング： ヘッドノズルを掃除した後、またはノーマルクリーニングで 

改善しない場合 

テスト印刷 

印刷精度を確認するためのテストパターンです。 

ノズルチェック カラー／白：  へッドの不吐出の有無を確認 

スタンダード カラー／白：    ヘッドの印刷精度を確認 

白さチェック：               白インクの白さを確認 

ヘッドテスト カラー／白：    ヘッドの故障位置の特定 

白インク入れ替え 
顔料が沈降し、白さが不安定になった部分の白インクを排出します。 

参照：“6-1-1. 白インクの入れ替えおよび吐出の確認（印刷開始前、１日１回）”  

白インク撹拌 
キャリッジを動かして内部の白インクを撹拌します。参照：“6-1-2. 白インク撹拌（ファー

ムウェア ver.3.00以上）”  

印刷データ読み込み 
USBメモリーに格納された印刷データ（AR3ファイル）を読み込みます。内部のフォルダは[...]

と表示されます。 

印刷方向設定 

印刷方向を設定します。プリンタードライバーの設定よりも優先されます。 

自動： 双方向、プリンタードライバーから片方向指定がある時、片方向 

常に片方向 

常に双方向             参照：“7-2-4. 印刷方向の変更”  

メンテナンス 

メンテナンスに進みます。 

  白チューブクリーニング：白用メンテナンスカートリッジでチューブとヘッドを洗浄 

します。 参照：“6-1-3. 白チューブクリーニング：（週1回）”  

洗浄後白インク導入： チューブクリーニング後、白インクを充填剤と入れ換えます。 

                        参照：“6-1-3. 白チューブクリーニング：（週1回）”  

イニシャルクリーニング：インクをチューブとヘッドに新規に導入します。白インクは 

先に充填剤を導入してから導入します。 

メンテ部品の交換：“6-2. 清掃と消耗品の交換”を参照してください。 

  ノズル掃除： 不吐出が直らない場合にノズル表面を掃除します。 

参照：“7-2-6. ヘッドノズルの掃除” 

  エンコーダーストリップの掃除： 参照：“6-2-7. エンコーダーストリップの掃除” 

  ヘッド交換：参照：“7-2-7. プリントヘッドの交換” 

  カラーチューブクリーニング：参照：“7-2-7. プリントヘッドの交換” 

  ログファイル取得：“7-2-13. ログファイルの取得” 

プリンター設定 

プリンター設定に進みます。 

  画面の明るさ調節：“3-4-1. 画面の明るさ調節” 

  スピーカー音量調整：“3-4-2. スピーカー音量の調整” 

  温度表示設定： 摂氏か華氏かを設定します。参照：“3-4-3. 温度表示の設定” 

  オートクリーニング設定：“7-2-5. オートクリーニング設定の変更” 

  CRスピード調整：キャリッジの加減速を調整します。参照：“7-2-9. CRスピードの調節” 

 

（次ページに続く） 

GT-3 Series 16 



2. 主な部品の名称 

 

メニュー 内容 

プリンター設定 

 フラッシング頻度：印刷中のフラッシング頻度を調整します。 

参照：“7-2-10. フラッシング頻度の設定” 

フラッシング吐出量：印刷中のフラッシング吐出量を調整します。 

参照：“7-2-11. フラッシング吐出量の調節”  

白インク入れ替え設定：白インク入れ替えで排出される白インク量を調整します。 

参照：“7-2-12. 白インク入れ替え設定” 

  印刷データ自動消去：プリンタードライバーで設定された印刷枚数分の印刷が終了すると

自動的に印刷データを削除します。デフォルトはOFFです。 

GT-341モード：白インクヘッドを使用しないように設定します。 

参照：“6-1-5. 長期保管時に必要なメンテナンス” 

総印刷枚数 印刷した総枚数を表示します。 

プラテン収納 プラテンを本体内部に格納します。 

言語設定 言語設定：ディスプレー表示言語を設定します。参照：“3-4-4. 言語設定” 

バージョン ファームウェアのバージョン情報を表示します。 
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3. 設置と準備 
本章の指示通りに正しくセットアップしてからお使いください。 
 

警告 
 濡れた手で、電源プラグにふれないでください。感電の原因となります。 

 
 ほこりの多い場所に置かないでください。ほこりが本機の内部に堆積すると、火災・感電・故障の原因となりま

す。 
 

 アース接続をしてください。アース接続が不完全な場合、感電や誤動作の原因となります。 

 コードを固定するときは、コードを無理に曲げたり、ステープル等で押えすぎないでください。 
火災・感電の原因となります。  
 

  

注意 
 本機の設置や移動は、訓練を受けた技術者が行なってください。 

 
 本機は約111kgの質量があります。 

運搬・設置の際は、本機の正しい保持方法に従ってください。本機が落下して、けがの原因や、本機の故障の原

因となります。 

 ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な場所に置かないでください。倒れたり、落下して、けがの原因と

なります。また、本体を載せる台は耐荷重150kg以上で、横幅137cm以上X奥行104.5cm以上のものを使用し

てください。 

 他の機械の振動が伝わるような場所に置かないでください。印刷品質の低下、または本機が落下して、けがの原

因や、本機の故障の原因となります。 

 設置が完了するまで、電源プラグを接続しないでください。誤って電源スイッチを入れると、本機が作動してけ

がの原因となります。 

 本機の上に乗ったり、重い物を置かないでください。バランスが崩れて倒れたり、落下して、けがの原因となり

ます。 
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3-1. プリンターの設置 
開梱作業、および付属品の取り付けは、本体同梱の開梱マニュアルを参照してください。下記の点を考慮してプリンターを

設置してください。 

 環境条件に合致していること。 

 直射日光、ほこり、過度の湿気を避けること。 

 延長ケーブルを使わないこと。 

 プリンターの周囲には作業スペースが十分あること。 
プリンターの前面と右側面に作業スペースとして100cm以上のスペースを開けてください。 
右側面の排気口から20cm以内には物を置かないでください。 

 本体サイズは約137cm×104.5cm×66cmです。本体の質量は約111kgです。 

 プリンターを載せる台は耐荷重150kg以上で、横幅137cm以上×奥行104.5cm以上のものを使用してください。

天板が水平で、かつ、プリンター稼働中にがたつかないものを使用してください。 
 

単位：cm 
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3-2. プリンターの電源ON / OFF 
＜ご注意＞ 
電源コードをつなぐ前に、下記の点にご留意ください。 

 インクカートリッジ、ワイパークリーナーやフラッシング受けスポンジ等が挿入されていること。 
 廃インクチューブが、用意された廃インクタンク＊に正しく挿入されていること。 

（*･･･コードNo.は“1-3-5. 必要な消耗品とオプション部品”を参照してください。） 
 背面カバーが取り付けられていること。 
 プラテンが前方に搬出される際に必要なスペース最低約30cm、右側面にファン排気口として最低20cmが確保さ

れていること。 
 

3-2-1. プリンターの電源ON 

(1) 事前に白インクカートリッジの上下を挿入方向と逆にして、前後左右によく振ってください。（1個につき、30秒～1
分程度） 

(2) 同梱の電源コードを本機の電源コード挿入口につないでください。 
(3) 電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

プリンターが適切にアース接続されていることを確認してください。 
(4) プリンターの電源スイッチをONにしてください。 

電源が入ると、初期化中はディスプレーやランプ類が点灯します。  
初期化には数十秒かかり、初期化が完了すると［スタンバイ］モードになります。 
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3-2-2. プリンターの電源OFF 

プリンターの使用を終える時は、電源を切る前に下記の手順に従ってください。 

(1) プリンターが［スタンバイ］か［印刷できます］モードであることを確認してください。  
(2) メニューから［プラテン収納］を選び、プラテンを本体内部に格納してください。 
(3) 電源スイッチをOFFにしてください。 
(4) もし1週間程度使わない予定であれば、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

＜ご注意＞ 

 GT-381、GT-361の場合、白インクを導入したままでプリンターを放置しないでください。白さが不足するだけでなく、

顔料が沈澱して故障の原因になります。始業時にインクカートリッジを十分振って中のインクを攪拌し（1個につき、

30秒～1分）、その後［白インクの入れ換え］を実行してください。また定期的にチューブ内を洗浄してください。詳

細は“6-1-1. 白インクの入れ替えおよび吐出の確認（印刷開始前、１日１回）”、“6-1-3. 白チューブクリーニング：（週

1回）”を参照してください。 

 プリンター動作中に電源を切らないでください。プリンターが故障する恐れがあります。突発的に電源が切れてしま

った場合は、もう一度電源を入れ、起動後に上記の状態を確認してから電源を切り直してください。停電などで動作

中に電源がOFFしてしばらく復旧の目処が立たない場合、電源をOFFしてから付属品のヘッド保護フィルムをヘッ

ド下面に貼り付けて、ヘッドの乾燥を防止して下さい。その際は、ヘッドの下面に埃などがつかないように、ヘッド

保護フィルム側の接触面を、充填剤またはウォッシュ液で洗浄してください。電源が入る状態になったら、ヘッド保

護フィルムを外してプリンターを再起動し、初期化とヘッドクリーニングを実行してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
0052Y 

 プリンターが動作せずに一定期間以上放置されると、プリントヘッドやメンテナンスユニットがインクの乾燥により

目詰まりを起こします。これを避けるために、1週間に1度程度ヘッドクリーニングボタンを押してヘッドクリーニ

ングすることをお勧めします。プリンターが2週間以上使われない場合、“6-1-5. 長期保管時に必要なメンテナンス”
に従って、適切な処置を行ってください。 
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3-3. PC 側の準備 
この章では、GT-3 プリンタードライバー（FileOutput：ファイル出力用）、マニュアル（取扱説明書・基本編、取扱説明書）、

GT-3 File Viewer（ファイルビューワー）その他のツール類のインストール方法を説明します。Windows XPとWindows 
Vista、Windows 7、Windows 8で異なるダイアログが表示されることがあります。各ステップを確認しながら実行してく

ださい。  
これらのインストールが完了した後に、USB 2.0 ケーブルを接続してGT-3 プリンタードライバー（USB)をインストール

してください。ネットワーク印刷を行う場合はUSB 2.0で接続した後で、本マニュアルの手順に従ってネットワーク印刷関

係の設定を行います。 
 

3-3-1. GT-541 / GT-782をお持ちの場合 

GT-3の印刷データ（*.ar3）は、内部のファイルフォーマットが異なるためにGT-541/GT-782で印刷できません。また、

GT-541/GT-782の印刷データ（*.arp）は、GT-3で印刷できません。 
 

3-3-2. PC 側の準備: Windows XP (32 bit) 

まず、PCにファイル出力用プリンタードライバーGT-3 File Outputをインストールします。 
この段階では、まだプリンターをPCにつながないでください。 

＜ご注意＞ 
PCにはAdministrators権限でログインしてください。 

(1) PCを起動してください。 
(2) すべての作業を終了してください。 
(3) インストールCDをPCに挿入してください。CD-ROMドライブを開き、“Setup.exe”をダブルクリックしてインス

トーラーを起動してください。  
(4) インストールが始まります。画面の指示に従って操作してください。 
 

＜ご注意＞ 
アップデート時など、以前のバージョンがインストールされている状態でインストールを開始すると、アンインスト

ールの確認メッセージが表示されます。［はい］をクリックするとプリンタードライバー以外のツールのアンインス

トールが始まります。もしも、アンインストールに失敗した場合、次のメッセージが表示されます：“選択したアプ

リケーション、およびすべての機能を完全に削除しますか？”。この場合は［いいえ］をクリックし、インストーラ

ーを終了して、コントロールパネルの［プログラム（アプリケーション）の追加と削除］を開き“Brother GT-3 Tools”
を削除してください。その後、改めてインストールを最初から行なってください。 

(5) インストール中に、下記の警告ダイアログが表示されますが、［続行］か［はい］を選び、そのまま続行してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Windows XP 

(6) インストール後、PCを再起動する必要があります。PCを再起動してください。プリンターを直接USBケーブルにつなげず

に使うのであれば、これでPC側の準備は完了です。 
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3-3-3. USB 2.0 ケーブルの接続： Windows XP用 

(1) プリンターの電源がOFFの状態で、USB 2.0 ケーブル をプリンターに接続してください。 

(2) USB 2.0 ケーブルの他端をPCに接続してください。 
(3) この状態でGT-3の電源をONにしてください。 

 
下記のダイアログが表示されることがあります。その場合は、［いいえ、今回は接続しません］を選択し、［次へ］を

クリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) インストールCDをPCに挿入してください。下記のダイアログが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページに続く） 
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(5) ［ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）］を選択し、［次へ］をクリックしてください。インストールが

始まります。3-3-2. (5)の［ハードウェアのインストール］ダイアログが表示された時は、［続行］を選択し、次へ進

んでください。 

＜ご注意＞ 

 もしも、上記の手順どおりにインストールせず、先にUSB 2.0ケーブルをつないでしまった場合、インストールCD
の挿入を促すダイアログが表示されます。インストールCDが正しく挿入されていることを確認し、［OK］をクリ

ックしてください。 

 インストールCDがドライブD:でなければ、下記のダイアログが表示されます。［参照...］をクリックして、インス

トールCDのドライブを選択し、［32bit_OS］フォルダー内のGT-3.gpdを選んで［OK］をクリックしてください。

インストールは続行されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
(6) ［新しいハードウェアの検出ウィザード］の［完了］をクリックしてください。 
(7)  コントロールパネルの［プリンターとFAX］を開いてください。  
(8) ［Brother GT-3］かまたはファイル出力用の［Brother GT-3 FileOutput ］のアイコンを選択し［ファイル］メニュ

ー（または右クリック）で［通常使うプリンターに設定］を選んでください。お使いのアプリケーションからレイア

ウトをする場合、用紙サイズに間違いがなく便利です。 
PC側の設定はこれで終了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜参考＞ 
1台以上のGT-3プリンターをインストールするために：  
PCに他のGT-3をつなぐ場合は、上記の“ USB 2.0 ケーブルの接続： Windows XP用”のステップを繰り返してくださ

い。2台目のGT-3プリンターの名前は自動的に［GT-3（コピー*）］となります。プリンターの名前はコントロールパ

ネルの［プリンターとFAX］で変更することが出来ますので、わかりやすい名前（例えば、“GT-3 2号機”）に替えるの

をお勧めします。 
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3-3-4. ネットワーク印刷の設定: Windows XP用 

3-3-4-1. PCの IPアドレス設定 

＜ご注意＞ 
お使いのPCが既に IPアドレスの設定がされている場合は、次の”3-3-4-2. GT-3の IPアドレス設定”に進んでください。 
 
(1) コントロールパネルからネットワークとインターネット接続をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)  ネットワーク接続をクリックします。 
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(3) ローカルエリア接続をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (4) ［プロパティ(P)］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GT-3 Series 26 



3. 設置と準備 

 

(5) ［インターネットプロトコル(TCP/IP)］を選択し、［プロパティ(R)］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) ネットワークに応じて、適切な IPアドレスとサブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイ値を入力し、 

［OK］ボタンをクリックします。（値は一例） 
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3-3-4-2. GT-3の IPアドレス設定 

PCの IPアドレス設定が完了したら、今度はGT-3側の IPアドレス設定を行います。 
  
(1) PC と GT-3 が USB ケーブルで接続された状態で GT-3 の電源を入れ GT-3 メンテナンスツールを起動します。[IP

アドレスの設定]を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) あらかじめ決定しておいたプリンターの IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイの値を入力し、 

［次へ］ボタンをクリックします。（値は一例） 
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(3)  GT-3に IPアドレスが設定されました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4)  前頁の(2)で入力した IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイにエラーがある場合はその旨が表示

されます。エラーのある箇所を訂正して設定し直してください。 
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3-3-4-3. LAN接続のGT-3プリンター設定 

(1) PCとGT-3をLANケーブルでネットワークに接続し、GT-3の電源を入れます。 
［コントロールパネル］から［プリンターとFAX］を選び、［プリンターの追加］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) ［次へ］ボタンをクリックします。 
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(3) インストールするプリンターの種類で、［このコンピュータに接続されているローカルプリンタ］を選択し、 
［次へ］ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) プリンターポートの選択で、［新しいポートの作成］を、ポートの種類に［Standard TCP/IP Port］を選択し、 

［次へ］ボタンをクリックします。 
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(5) ［次へ］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (6) ［ホスト名または IPアドレス］に”3-3-4-2. GT-3の IPアドレス設定”のステップ(2)で入力したGT-3の IP 

アドレスを入力し、［次へ］ボタンをクリックします。 
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(7) しばらくすると下記のプリンターポートの追加ウィザード画面に変わります。［デバイスの種類］で［カスタム］を

選択し、［設定］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8) 下記の画面で、プロトコルの［LPR(L)］を選択し、LPR 設定のキュー名に［BINARY_P1］と入力し、［OK］ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(9)  上記(7)の画面に戻りますので、［次へ］ボタンをクリックします。 
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(10) ［完了］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(11)  プリンターの追加ウィザードに戻ると、モデルの検出画面が表示されます。プリンタソフトウェアのインストールで、 

［ディスク使用］ボタンをクリックします。 
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(12) ［参照］ボタンをクリックして、インストーラーの中の［32bit_OS］フォルダーを選択し、［OK］ボタンをクリッ

クします。（Windows XPの場合は32ビットのみ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13) 選択したフォルダーのプリンター一覧で［Brother GT-3］が選択されていることを確認し、［次へ］ボタンをクリッ

クします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(14) どのバージョンのドライバーを使用するか聞いてくるので、［現在のドライバーを置き換える］を選択し、［次へ］ボ

タンをクリックします。 
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(15) ［通常使うプリンターに設定する］（用紙サイズの選択に便利）、［プリンター共有をしない］、［テストページの印刷

をしない］を選択して、［次へ］ボタンをクリックします。 
(16) GT-3プリンターが正しく追加されたメッセージが表示されました。［完了］ボタンをクリックして終了します。 
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3-3-5. Windows Vista / Windows 7 / Windows 8へのインストール (32 bit / 64 bit) 

まずは“3-3-2. PC 側の準備: Windows XP (32 bit)”をご覧いただき、手順とご注意をご確認ください。 
インストールの手順は、Windows XP同様、インストールCDからファイル出力用プリンタードライバーGT-3 FileOutput
とツール、マニュアル類をインストールし、PCを再起動します。その後、USB 2.0ケーブルをPCに接続し、プリンター

の電源をONしてから、プリンターにUSB 2.0ケーブルを接続します。ネットワーク印刷を行う場合はUSB 2.0で接続し

た後で、本マニュアルの手順に従ってネットワーク印刷関係の設定を行います。 

 

まず、PCにファイル出力用プリンタードライバーGT-3 File Outputをインストールします。 
この段階では、まだプリンターをPCにつながないでください。 
 
＜ご注意＞PCにはAdministrators権限でログインしてください。 

(1) PCを起動してください。 

(2) すべての作業を終了してください。 

(3) インストールCDをPCに挿入してください。 
“Setup.exe”をダブルクリックしてインストーラーを起動してください。 

(4) 画面が暗くなり、下記のダイアログが表示されることがあります（ユーザーアカウント制御ONの場合）。［許可］を

選択してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) インストールが始まります。画面の指示に従って操作してください。 
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(6) 下記のダイアログが表示されたら、［インストール］を選び、続行してください。 

 
Windows 8 

(7) インストールが終了したら、PCを再起動してください。PCとプリンターを直接USB 2.0ケーブルでつながずに使

う場合は、これで作業は終了です。 
 

3-3-6. USB 2.0ケーブルの接続: Windows Vista / Windows 7 / Windows 8用 

(1) プリンターの電源がOFFの状態で、USB 2.0 ケーブルをプリンターに接続してください。 
(2) USB 2.0 ケーブルの他端をPCに接続してください。 
(3) プリンターの電源をONにしてください。インストールが自動的に行なわれます。PCのモニター右下に情報が表示

されます。 

(4) インストールが終了したら、コントロールパネルの［プリンター］を開いてください。  

(5) ［Brother GT-3] かまたはファイル出力用の［Brother GT-3 FileOutput］のアイコンを選択し［ファイル］メニュ

ー（または右クリック）で［通常使うプリンターに設定］を選んでください。お使いのアプリケーションからレイア

ウトをする場合、用紙サイズに間違いがなく便利です。PC側の設定はこれで終了です。 
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3-3-7. ネットワーク印刷の設続:Windows Vista / Windows 7 / Windows 8 

3-3-7-1. PCの IPアドレス設定 

＜ご注意＞ 
お使いのPCが既に IPアドレスの設定がされている場合は、次の”3-3-7-2. GT-3の IPアドレス設定”に進んでください。 
 
(1) PC に IP アドレスの設定が行われてない場合は、PC をLAN ケーブルでネットワークに接続し、コントロールパネ

ルから［ネットワークとインターネット］＞［ネットワークと共有センター］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) IPアドレスを設定したいネットワークの［接続］の［状態の表示］（Windows ７）をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Windows 8： 
イーサーネット等の

接続の種類 
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(3) ［プロパティ(P)］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) ［ユーザーアカウント制御］ がONに設定されている場合、次のような警告画面が表示されます。 

［続行］を押して、続行させてください。 
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(5) ［インターネットプロトコルバージョン4(TCP/IPv4)］を選択し、［プロパティ(R)］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6)  ネットワークに応じて、適切な IP アドレスとサブネットマスク、デフォルトゲートウェイ値を入力し、OK ボタン

をクリックします。（値は一例） 
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3-3-7-2. GT-3の IPアドレス設定 

PCの IPアドレス設定が完了したら、今度はGT-3側の IPアドレス設定を行います。 
 
(1) ［ユーザーアカウント制御］ がONに設定されている場合、次のような警告画面が表示されます。 

［許可］を押して、続行させてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) PC と GT-3 が USB ケーブルで接続された状態で GT-3 の電源を入れ GT-3 メンテナンスツールを起動し

ます。IP アドレスの設定を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GT-3 Series 42 



3. 設置と準備 

 

(3)  あらかじめ決定しておいたプリンターの IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイの値

を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。（値は一例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(4) GT-3 に IP アドレスが設定されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5)  前頁の(2)で入力した IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイにエラーがある場合はそ

の旨が表示されます。エラーのある箇所を訂正して設定し直してください。 
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3-3-7-3. LAN 接続の GT-3 プリンター設定 

(1) PC と GT-3 を LAN ケーブルでネットワークに接続し、GT-3 の電源を入れます。 

Windows Vista: ［コントロールパネル］から［プリンター］を選びます。 
Windows 7: ［コントロールパネル］から［デバイスとプリンター］を選びます。 
Windows 8: ［コントロールパネル］から［デバイスとプリンターの表示］を選びます。 

 
［プリンタのインストール］をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) インストールするプリンターの種類で、［ローカルプリンタを追加します］を選択します。 
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(3) プリンターポートの選択で、［新しいポートの作成］を、ポートの種類に［Standard TCP/IP Port］を選

択し、［次へ］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) ［ホスト名または IP アドレス］に”3-3-7-2. GT-3 の IP アドレス設定”のステップ(2)で入力した GT-3 の

IP アドレスを入力し、［プリンターを照会して、使用するプリンタードライバーを自動的に選択する］の

チェックをはずし、［次へ］ボタンをクリックします。 
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(5) TCP/IP ポートの検出画面が表示され、自動的に追加のポート情報画面に変わります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) ［デバイスがネットワーク上に見つかりません］メッセージが表示されます。 

追加のポート情報が表示されるので、デバイスの種類で［カスタム］を選択し、［設定］ボタンをクリッ

クします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GT-3 Series 46 



3. 設置と準備 

 

(7) 下記の画面で、プロトコルの［LPR(L)］を選択し、LPR 設定のキュー名に［BINARY_P1］と入力し、

［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(8) ［次へ］ボタンをクリックします。 
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(9) プリンターの追加ウィザードに戻ります。下記の［ディスク使用］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10) ［参照］ボタンをクリックして、PC の OS（32 ビット版/64 ビット版）に従って、インストーラーの中の

［32bit_OS］または［64bit_OS］フォルダーを選択します。 
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(11) 選択したフォルダーのプリンタードライバーの一覧が表示されます。［次へ］ボタンをクリックします。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(12) どのバージョンのドライバーを使用するか聞いてくるので、［現在のドライバーを置き換える］を選択し、

［次へ］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13) プリンター名、［プリンター共有をしない］、必要に応じて［通常使うプリンターに設定する］を選択し、

［次へ］ボタンをクリックします。 
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(14) GT-3 プリンターが正しく追加されたメッセージが表示されました。［完了］ボタンをクリックして終了

します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-3-8. マニュアルの開き方 

(1) ［スタート］の［すべてのプログラム］を選んでください。 
(2) ［Brother GT-3 Tools］の下の［Manuals］を選んでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 開きたいマニュアルを選んでください。マニュアルの言語はインストール時に決めた言語です。 

＜参考＞ 
選択した言語のマニュアルのみ、ここから開くことができます。それ以外の言語（日本語を含む）はインストールCDの

［Manual］フォルダー内にあります。 別途PCにコピーしてお使いください。 
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3-3-9. Useful Toolsの開き方 
Useful Toolsは、お使いのPCの［Brother GT-3 Tools］の下にインストールされます。 
 
Adobe Photoshop、Illustrator、CorelDRAW用カラーパレット 
Adobe Photoshop用のカラーパレット“GT_Colors_T.aco”、Illustrator用のファイル“GT_Colors_T.ai”、そしてCorelDRAW
用のカラーパレット“GT_Colors.cpl” と“GT_Tshirts.cpl”を用意しています。 
中身は［すべてのプログラム］にある［Brother GT-3 GT-Tools］にあるカラーチャート ColorChart_1200.ar3 または

ColorChart_600.ar3と同じRGB値になっていますので、プリンタードライバーをデフォルトの設定で用いる場合の色再現

の確認、また画像データを作成・編集する際の色見本としてお使いください。（CorelDRAWは同じ色を同一パレット内に含

めることができませんので、ファイルが2つに分かれています。） 

(1) ［スタート］の［すべてのプログラム］を選んでください。 
(2) ［Brother GT-3 Tools］の下の［Useful Tools］を選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 必要なファイル名をクリックして、画面の指示に従って操作してください。 
(4) カラーパレットを各アプリケーションで使うには、 “4-2. アプリケーションの印刷条件の設定”の各ページをご覧い

ただくか、アプリケーションのヘルプをご覧ください。 
 
プラテンシートへのグリッド印刷 
(1) PCの［すべてのプログラム］にインストールされた［Brother GT-3 Tools］の下の［Useful Tools］を開きます。 
(2) プラテンのサイズに合ったグリッドサイズのAR3 ファイル（例えば、Grid14x16.ar3）をダブルクリックして開き、

プリンターに送信してください。 
(3) Tシャツをセットせずに、グリッドを直接プラテンシートに印刷します。印刷後は布や紙で軽く押さえてインクを乾

かしてください。 

＜参考＞ 
プラテンシートを新しいものに交換する場合にお使いください。 
 
Photoshop用アクションファイル 
Photoshopで画像データを編集する際に、RGB=255白をRGB=254にする“SolidWhite.atn”（ “4-2-3. Adobe Photoshop”
参照）と、プリンタードライバーで透明レイヤーの処理の一部を補助する“TransLayer.atn”（ “4-3-13. 透明レイヤーを含む

画像データの印刷”を参照）があります。作業を効率化する時にご利用ください。詳しい使い方は、Photoshopのヘルプをご

覧ください。 
 
色見本ファイル（PDF） 
印刷データであるカラーチャート（ColorChart_1200.ar3 および ColorChart_600.ar3）とは別に、画像データ（PDF）で

色見本ファイルを作りました。青、緑、オレンジ、赤、そしてカラーチャートと同じ画像データが格納されています。画像

データなので、プリンタードライバーの設定による色再現の差を確認することができます。プラテンは14x16をお使いくだ

さい。 

(1) PCの［すべてのプログラム］にインストールされた［Brother GT-3 Tools］の下の［Useful Tools］を開きます。 
(2) 青～紫（GT_Blues.pdf）、緑～黄緑（GT_Green.pdf）、オレンジ（GT_Oranges.pdf）、赤～赤紫（GT-Reds.pdf）、カ

ラーチャート（GT_ColorChart.pdf）を開くか、ファイルをPCにコピーしてお使いください。 
 

GT-3 Series 51 



3. 設置と準備 

 

3-3-10. ファームウェア更新ツールの使い方 

新しいファームウェアがリリースされた場合、まずファームウェアの更新データをブラザーの Web ページからダウンロー

ドしてください。［Brother GT-3 Tools］の下にあるGT-3 Firmware Updateツールで更新データを読み込んだのちに、プ

リンター側のファームウェアをアップデートします。 
 
(1) ［スタート］の［すべてのプログラム］を選んでください。 
(2) ［Brother GT-3 Tools］の下の［GT-3 Firmware Update］を選んでください。GT-3ファームウェア更新ツールが起

動します。 
(3) ファームウェアの更新プログラム（.bwf）を読み込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 画面の手順に従って、PCとプリンターをUSBケーブルで接続し、ファームウェアを更新してください。 
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3-4. プリンターの設定 
ディスプレーのコントラストやスピーカー音量などを調整してください。 
 

3-4-1. 画面の明るさ調節 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 
(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［画面の明るさ調節］を選び、［OKボタン］を

押してください。下記のメニューが表示されます。 
 
 
 
 
 
 

0010Y 

(3) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して文字のコントラストを 0 から7の範囲で調整し、［OK ボタン］を押して

ください。 
 

3-4-2. スピーカー音量の調整 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 
(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［スピーカー音量］を選び、［OKボタン］を押

してください。下記のメニューが表示されます。 
 
 
 
 
 
 

0011Y 

 

(3) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して音量を0 から7の範囲で調整し、［OKボタン］を押してください。 
 

3-4-3. 温度表示の設定 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 
(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［温度表示設定］を選び、［OKボタン］を押し

てください。 
(3) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して温度表示をFahrenheit（華氏）/  Centigrade （摂氏）から選択し、 ［OK

ボタン］を押してください。 
 

3-4-4. 言語設定 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 
(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［言語設定］を選び、［OKボタン］を押してください。 
(3) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して言語をEnglish（英語）/ Español（スペイン語）/ Français（フランス

語） / Deutsch（ドイツ語）/ Italiano（イタリア語）/ 日本語 / 中文（中国語）から選択し、［OKボタン］を押して

ください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4. アプリケーションから直接印刷する 
 

警告 
 万一異物が本機の内部に入った場合、速やかに電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、お買求め

の販売店または訓練を受けた技術者にご連絡ください。そのまま使用すると、火災・感電・故障の原

因となります。 

 

 本機を液体でぬらさないようにご注意ください。火災・感電・故障の原因となります。 
万一、プリンター内に液体が入ったときは、速やかに電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、 
お買求めの販売店または訓練を受けた技術者にご連絡ください。 

 

 
 

煙が出ている、異臭がするなどの異常状態で使用しないでください。火災・感電・故障の原因となり

ます。速やかに電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、お買求めの販売店または訓練を受けた技

術者にご連絡ください。 

 

 

注意 
 本機は、安全に操作するための訓練を受けた人のみが使用してください。 

 プラテンを手で動かさないでください。本機に深刻な故障を与える原因になります。 

 本機が故障した場合、お買求めの販売店または訓練を受けた技術者にご連絡ください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-1. 基本的な印刷手順 
(1) アプリケーションのカラー設定や印刷条件を適切に設定します。プリンタードライバーはどのアプリケー

ションからでも印刷することが可能ですが、詳細な印刷結果を得るために、高解像度（200 dpi 以上）の

画像を扱うことができる Adobe Photoshop、Illustrator、CorelDRAW、Paint Shop Photo Pro などの画像

編集ソフトのご使用をお勧めいたします。各アプリケーションの詳細な設定は、“4-2. アプリケーション

の印刷条件の設定”を参照してください。 

(2) 適切な画像編集アプリケーションを用いて、画像データを作成します。 この時、真っ白に印刷したい画像

は RGB=(254,254,254)[以下“RGB=254”と記述]にしてください。RGB=(255,255,255)[以下“RGB=255”と

記述]白は透明色（印刷しない色）として扱います。 

(3) ［ファイル］＞［印刷］メニューでプリンタードライバーの設定をしたのち、印刷を実行します。 

“4-3. プリンタードライバーの設定”を参照してください。 

(4) プリンターの電源を ONにします。 

“3-2-1. プリンターの電源 ON”を参照してください。 

(5) 白インクの白さを保つため、白インクの入れ替えを行います。“6-1-1. 白インクの入れ替えおよび吐出の確

認（印刷開始前、１日１回）”を参照してください。また、カラー側も含めてテスト印刷を行い、インクの吐

出を確認します。“7-2-3. ノズルチェックパターンで印刷品質を確認”を参照してください。 

(6) プリンターに印刷データを送信します。直接印刷用の USB 2.0用 GT-3 Printer Driverか LAN用 GT-3 Printer 

Driver、または印刷ファイル（*.ar3）出力用の GT-3 FileOutput Printer Driverのいずれかのプリンタ

ー（プリンタードライバー）を選択してください。 

印刷ファイル（*.ar3）をプリンターに送信するには、“5. AR3ファイルの印刷”を参照してください。 

(7) ステップ（3）“4-3. プリンタードライバーの設定”で選んだプラテンを本体に取り付けます。 

“4-4. プラテンの着脱”を参照してください。 

(8) Tシャツ（白インクを使う場合は前処理済みのもの、“4-6-1. 前処理剤の塗布”を参照してください。）を

プラテンに装着し、プラテンの高さを調節します。“4-5. T シャツをプラテンに装着”を参照してくださ

い。 

(9) 操作パネル上のプリントボタンを押して印刷を開始してください。“4-6-2. 1 枚印刷する”を参照してく

ださい。 

(10) 印刷済みの Tシャツをプラテンから取り外します。 

“4-7. 印刷物のプラテンからの取り外し”を参照してください。 

(11) Tシャツのインクを熱定着します。 

熱定着にはオーブンまたはホットプレスをご利用ください。“4-8. 印刷物のインクを定着”を参照してく

ださい。 

(12) 所望の印刷枚数が印刷し終わるまで、(8) から (11) までを繰り返してください。 

(13) プリンターに必要な定期メンテナンス、および長期（2週間以上）放置時のプリンターの保存方法は、“6. 

メンテナンス”の各項目を参照してください。 

(14) プリンターの電源を OFFします。“3-2-2. プリンターの電源 OFF”を参照してください。 

 

 

4-2. アプリケーションの印刷条件の設定 
この章ではアプリケーションの適切な印刷条件について説明します。  

 

4-2-1. すべてのアプリケーションへの共通項目 
カラーモード（カラースペース）： 

GT-3プリンターは RGB (Red Green Blue) プリンターです。Adobeや Corel のアプリケーションをお使いになる

場合、CMYK (Cyan Magenta Yellow Black) モードの画像は期待通りの色再現ができないことがあります（特に黄・

紫・黒色域）。画像データは必ず RGB モードで作成し、その際に使用するカラースペース（インプット）は必ず

sRGB“sRGB IEC61966-2.1”にしてください。RGBモードでも Adobe RGB等の他カラースペースは同様のカラーマ

ッチングの不具合が発生します（色が淡くなる傾向あり）。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

印刷レイアウト： 

プリンターの印刷範囲（プラテンサイズ 14x16）は A3より幅広の 355.6 mm x 406.4 mmです。どのアプリケーシ

ョンも A4またはレターの印刷範囲を想定し、それぞれの特徴に応じた入力データを貼り付ける決まりを持ってい

ます。例えば、Microsoft Internet Exploreは入力データをセンタートップに配置し、同じく Microsoft Power 

Pointはセンターミドルに配置します。一方、GT-3プリンターは印刷範囲が A4やレターではありませんので、こ

れらのアプリケーションの印刷メニューから印刷された場合、思いがけない位置に配置されてしまうことがあり

ます。この問題を避けるためには、［印刷］メニューの中の［用紙サイズ］指定をプラテンサイズ（プラテンサイ

ズ 14×16、355.6mm×406.4mm）にしてレイアウトを確認しながら印刷作業を進め、ファイル出力用の“GT-3 

FileOutput”プリンタードライバーを利用して、印刷プレビューを確認してください。 

印刷範囲の問題を避けるためにも、GT-3 プリンターを PCの［通常使うプリンターに設定］にしていただくこと

をお勧めします。“3-3-3. USB 2.0 ケーブルの接続： Windows XP用”または“3-3-6. USB 2.0ケーブルの接続: 

Windows Vista / Windows 7 / Windows 8 用”の最後をご覧ください。 

 

白データの作り方： 

プリンタードライバーで、白インクのみの印刷データまたはカラー＋白インクの印刷データを作ることができま

す。カラー画像を白インクのみで印刷すると、モノクロ画像になります。真っ白に印刷したい部分は RGB=254白

で塗りつぶしてください。RGB=255 白は透明色（印刷しない色）として扱います。写真データのように、画像中

のどこかに RGB=255白が含まれている可能性がある場合、印刷データに穴があく（印刷されない部分が発生する）

ことがありますので、印刷ファイル（AR3 ファイル）で確認することをお勧めします。また、各アプリケーショ

ンで色域指定をしたり、明度調整をする方法は、次項あるいはそれぞれのヘルプ・マニュアルをご覧ください。 

マスク白やハイライト白のインク量はプリンタードライバーで調整することができます。 

 

印刷のキャンセル： 

プリントボタンが押されるまで印刷は開始されません。プリンター内蔵のメモリーは 1枚分のデータのみを保持

し、印刷データは実際に印刷実行されたかどうかにかかわらず、次のデータが送信されれば上書きされます。 

＜重要＞ 

印刷不要の印刷データを送信してしまった場合、印刷ジョブのキャンセルをコントロールパネルの［プリンター

と FAX（Windows XP）］や［プリンター（Windows Vista）］、［デバイスとプリンター（Windows 7）］、［デバイス

とプリンターの表示（Windows 8）］からキャンセルしないでください。通信の問題でプリンターを再起動する必

要が発生することがあります。 

 

AR3ファイルの印刷： 

ファイル出力用の“GT-3 FileOutput”プリンタードライバーを用いると AR3形式で印刷データを保存すると、印

刷データの情報やインク使用量を確認することができます。“5. AR3ファイルの印刷”を参照してください。 

＜重要＞ 

各アプリケーションが用意している“ファイルへ出力”コマンドはファイル出力先や拡張子が指定できないこと

があるので、使わないでください。 

＜ご注意＞ 

 GT-541/GT-782の印刷データ（ARPファイル）は GT-3で印刷できません。 

 アプリケーションによりますが、プリンタードライバーの設定は 1枚の印刷処理のみに有効です。 

 PCのコントロールパネルからのプリンタードライバーの設定は、各アプリケーションで有効にならないこと

があります。印刷前にプリンタードライバーの設定を確認してください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-2-2. CorelDRAW 
カラー設定： 

(1) ［ツール］＞［カラーマネージメント］ を選択してください。 

(2) CorelDRAW 10/11/12: スタイル：［カラーマネージメントオフ］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CorelDRAW X3/X4: 下の RGB ラジオボタンを選択し、その後左上のメニューが［デフォルト設定］から［カ

スタム］になるのを確認してください。また、左下のオレンジ色矢印（一般 CMYK プリンタープロファイル

から一般プロファイル）をクリックして OFF（グレー）にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CorelDRAW 10/11/12 

CorelDRAW X3/X4（英語版） 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

CorelDRAW X5: 下記のように設定し、［OK］をクリックして下さい。 

デフォルトのカラー設定 

カラープロファイル 

  RGB：  sRGB IEC61966-2.1 

CMYK： U.S. Web Coated (SWOP) v2 

プライマリ カラーモード: RGB 

レンダリング方法： 相対比色 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CorelDRAW X5 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

印刷するサイズを決める： 

CorelDRAW 10/11/12/X3/X4 

(1) ［ファイル］＞［印刷の設定］を選択してください。 

(2) USB 2.0用の“Brother GT-3”、LAN用の“Brother GT-3”またはファイル出力用“Brother GT-3 FileOutput”

のいずれかをプリンターとして選んでください。よくお使いになるほうを通常使うプリンターに指定して

おくことをお勧めします。 

(3) ［レイアウト］＞［ページ レイアウトの設定］を選択してください。 

＜参考＞ 既存のファイルに対しても、レイアウトを変更することができます。 

［プリンターから設定］をクリックし、用紙が［カスタム］に、幅 355.6 mm高さ 406.4 mmであることを

確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CorelDRAW X5 

X4以下と同様、上記の設定に従ってください。 

 

 

Useful Toolsにあるカラーパレットを使う： 

(1) “3-3-9. Useful Tools の開き方”に従って CorelDRAW 用のカラーパレットファイル（GT_Colors.cpl と

GT_Tshirts.cpl）をダウンロードします。  

(2) ［ウィンドウ］＞［カラーパレット］＞［パレットを開く］を選択してください。 

(3) ファイル名“GT_Colors.cpl”と“GT_Tshirts.cpl”を選びます。プリンタードライバーのカラーチャート

の印刷結果と合わせてお使いください。詳細は“4-3-15. カラーチャートの印刷”を参照してください。 

＜重要＞ 

HKS, Pantoneなどの色見本パレットから色を使うのはお避けください。アプリケーション側の特別処理が

あり、画面で見た色が GT-3の印刷で再現されにくい傾向があります。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

印刷： 

(1) ［ファイル］＞［印刷］を選択してください。 

プリンター名の横の［プロパティ］クリックし、プリンタードライバーの設定を行ないます。 

 

CorelDRAW X5 の場合以下の設定を行ってください。 

「カラー」タブを開き、以下のように設定を行ってください。 

  「ドキュメントのカラー設定の使用」のラジオボタンにチェック 

実行するカラー変換：Brother GT-3 (FileOutput) 

   カラー補正に使用するカラープロファイル：sRGB IEC61966-2.1 

   レンダリング方法: 相対比色 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重要＞ 

ファイルに出力する時は、［ファイルに出力］ではなくファイル出力用のプリンタードライバー“GT-3  

FileOutput”をお使いください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

ビットマップに変換:  

(1) ［ビットマップ］＞［ビットマップに変換］を選択してください。 

(2) CorelDRAW 10/11/12: カラーを RGB にし、必ず［ICC プロファイルの適用］を OFF にしてください。解像

度は 200dpi～400dpiが最適です。 

 

CorelDRAW X3/X4: カラーモードを RGB にし、必ず［ICCプロファイルの適用］を ONにしてください。 

 

CorelDRAW X5: カラーモードを RGB にしてください。 

 

CorelDRAW 10/11/12 

CorelDRAW X3/X4（英語版） 

 

白インクを使って印刷する際には 

アンチエイリアスのチェックを

OFFにしてください。 

CorelDRAW X5 

 

白インクを使って印刷する際には 

アンチエイリアスのチェックを

OFFにしてください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

＜重要＞ 

 先にプリンタードライバーからユースプラテン PLTN 10x12を選択していても、［ページレイアウトの設定］

で［プリンターから設定］に変わってしまうことがあります。［ページレイアウトの設定］では必ず幅を

254 mm、高さを 304.8 mmに直してください。 

 ［印刷］の中の［プロパティ］でアプリケーションの［ファイルに印刷］を使った場合は、ファイル名の

拡張子が自動で“.prn”になります。GT-3 File Viewerで扱えるように、手動で拡張子を“.ar3”に変

更してください。 

 CorelDRAW 11/12でアウトラインに曲線を多用した場合（エンベロープなど）、印刷が欠けてしまうこと

があります。［印刷］メニューの［その他］タグをクリックし、左下にある［ページ全体をビットマップ

化（DPI）］をチェックしてください。画像の種類、ファイルサイズなどを考慮して出力してください。  

 

ビットマップの中にある RGB=255を白（RGB=254）にする： 

RGB=255 白は必ず透明色です。写真のように様々な色が含まれている画像を印刷する場合に、もしも RGB=255 白

が含まれていると、そこだけ「穴」があいてしまいます。RGB=255 白の領域を選択して RGB=254 白に置き換える

場合は、以下の方法をご利用ください。 

 

(1) メニューバーで［エフェクト（12以下では［イメージ］、X5では［効果］)］＞［調整］＞［カラーの置き

換え...］を選択してください。 

(2) 現行カラーに RGB=255白を、新規カラーに RGB=254白を選択し、［範囲］は［1］にして、［OK］ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CorelDRAW X5 

 

(3) 画像中の RGB=255白が RGB=254白に置き換わりました。 

 

 

＜ご注意＞ 

ベクトルデータの場合は、塗りつぶす色を RGB=254白に変更してください。 

RGB=254 

RGB=255 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-2-3. Adobe Photoshop 
カラー設定： 

(1) ［編集］＞［カラー設定］を選択してください。 

(2) 下記のように設定し、［OK］をクリックして下さい。 

詳細オプション 

作業用スペース 

RGB：  sRGB IEC61966-2.1 

CMYK： U.S. Web Coated (SWOP) v2  

マッチング方法：相対的な色域を維持 

＜重要＞ 

GT-3は RGBプリンターですので、画像は RGBモードで作成してください。CMYKモードで作成された画像は、

アプリケーション内で CMYKから RGBへのカラーマッチングが行なわれるため、期待通りの色再現ができない

ことがあります（特に黄・紫・黒色域）。元画像が CMYKの場合は、［イメージ］ ＞ ［モード］で RGBモード

（sRGB）に変換してください。画像の編集は「イメージ」 ＞ ［色調補正］内のメニューで行なうか、プリ

ンタードライバーの画質改善（“4-3-12. 画質改善”を参照）で行なってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photoshop CS、CS2/CS3/CS4/CS5は画面が異なるが設定内容は同じ 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

印刷： 

(1) ［ファイル］＞［ プリントプレビュー Alt + Ctrl + P ］を選択してください。バージョンにより若干異

なります。PC の通常使うプリンターが“Brother GT-3”か“Brother GT-3 FileOutput”の場合は、レイ

アウトがプラテンサイズになります。 

(2) Photoshop CS2 とそれ以前で表現が若干異なります。 

Photoshop 6/7/CS： 

下記の設定を確認し、［用紙設定...］＞［プリンターの設定］でプリンタードライバーの設定を行なった

ら、［プリント］で印刷を実行してください。 

その他のオプションを表示 

プルダウンメニュー：カラーマネジメント 

ソースカラースペース：ファイル： sRGB IEC61966-2.1 or Untagged RGB 

プリントカラースペース：プリンター側でカラーマネジメント または プリンターカラー 

                        マネジメント（バージョンによる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photoshop CS 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く） 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

Photoshop CS2/CS3： 

下記の設定を確認し、［用紙設定...］＞［プリンターの設定］でプリンタードライバーの設定を行なった

ら、［プリント］で印刷を実行してください。 

詳細オプション： 

プルダウンメニュー：カラーマネジメント  

プリント：ドキュメント：（プロファイル ：sRGB IEC IEC61966-2.1 または タグのない RGB 

オプション： カラー処理： プリンターによるカラー処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photoshop CS2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページへ続く） 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

Photoshop CS4/CS5： 

下記の設定を確認し、［用紙設定...］＞［プリンターの設定］でプリンタードライバーの設定を行なった

ら、［プリント］で印刷を実行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photoshop CS4/CS5 

 

 

(3) 印刷（バージョンによってはプリント）のダイアログに進んで、［OK］をクリックしてください。 

 

＜ご注意＞ 

 ファイルに出力する時は、［ファイルに出力］ではなくファイル出力用のプリンタードライバー“GT-3 

FileOutput”をお使いください。 

 Photoshop CS2ならびに CS3はアプリケーション実行中のメモリー使用量が多く、印刷データを作る時間（リ

サンプリング）が以前のバージョンより長いようです。お使いの PCのスペックをご確認ください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

Useful Toolsにあるカラーパレットを使う： 

(1) “3-3-9. Useful Toolsの開き方”に従って Photoshop用のカラーパレットファイル（GT_Colors_T.aco）

をダウンロードします。 

(2) Photoshop CS以上は［ウィンドウ］＞［スウォッチ］を選択します。Photoshop 6/7は［ウィンドウ］ ＞ 

［色見本を表示］を選択します。 小さい三角マークをクリックし、サブメニューを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photoshop CS2 

 

 

(3) ［スウォッチ（色見本）の置き換え］でファイル名“GT_Colors_T.aco”を選びます。プリンタードライバ

ーのカラーチャートの印刷結果と合わせてお使いください。詳細は“4-3-15. カラーチャートの印刷”を

参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重要＞ 

HKS, Pantoneなどの色見本パレットから色を使うのはお避けください。アプリケーション側の特別処理が

あり、画面で見た色が GT-3の印刷で再現されにくい傾向があります。 

 

← Photoshop 6/7は［色見本］ 

RGB=254白 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

写真の中にある RGB=255を白（RGB=254）にする： 

RGB=255 白は必ず透明色です。写真のように様々な色が含まれている画像を印刷する場合に、もしも RGB=255 白

が含まれていると、そこだけ「穴」があいてしまいます。RGB=255 白の領域を直接選択して RGB=254 白に置き換

えることが困難な場合、以下の方法をご利用ください。 

(1) メニューバーの［レイヤー］＞［新規調整レイヤー］＞［特定色域の選択］で新規レイヤーを作成します。

この時、このレイヤーの不透明度は 20％にして［OK］をクリックします。 

 

                                      Photoshop CS3 

 

(2) 次に表示される［特定色域の選択オプション］ダイアログで、［カラー］を［白色系］に、一番下の［ブラ

ック(K)］のスライダーを［1%］に、［選択方式］を［絶対値］にして［OK］をクリックしてください。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

Photoshop で RGB=255 を RGB=254 にするアクションファイル“SolidWhite.atn”が Useful Tools にあります。

（“3-3-9. Useful Toolsの開き方”を参照）使い方は、Photoshopのヘルプを参照してください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-2-4. Adobe Illustrator 

＜重要＞ 

 起動前に PCの通常使うプリンターに USB 2.0用の“Brother GT-3”、LAN用の“Brother GT-3”またはファ

イル出力用“Brother GT-3 FileOutput”のいずれかを指定してください。印刷範囲内に印刷データが入ら

なかったり、印刷データが欠けたりといったトラブルの回避策になります。“GT-3 FileOutput”プリンター

ドライバーでファイル出力しプレビューで確認してください。 

 GT-3は RGBプリンターですので、画像は RGBモードで作成してください。CMYKモードで作成された画像は、

アプリケーション内で CMYKから RGBへのカラーマッチングが行なわれるため、期待通りの色再現ができな

いことがあります（特に黄・紫・黒色域）。元画像が CMYKの場合は、［イメージ］＞ ［モード］で RGBモー

ド（sRGB）に変換してください。画像の編集は Photoshopに読み込んでビットマップデータで行なうか、プ

リンタードライバーの画質改善（“4-3-12. 画質改善”を参照）で行なってください。 

カラー設定： 

(1) ［編集］＞［カラー設定］を選択してください。 

(2) 下記のように設定し、［OK］をクリックしてください。 

詳細オプション 

設定：カスタム 

作業用スペース 

  RGB：   sRGB IEC61966-2.1 

  CMYK： U.S. Web Coated (SWOP) v2  

マッチング方法：相対的な色域を維持 (CS4/CS5は設定項目なし) 

 

Illustrator CS2 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

新しいファイルを開く： 

新規ドキュメントの設定をご確認ください。 

幅：   355.6 mm 

高さ： 406.4 mm 

用紙の方向：   縦 

カラーモード： RGBカラー 

 

 

印刷： 

(1) ［ファイル］＞［プリント］を選択してください。 

(2) Illustrator 10: 下記の設定を確認してください。 

書類のカラースペース： sRGB IEC61966-2.1 または タグなし RGB  

プリントスペース：プロファイル：カラースペースを変換しない 

［ビットマッププリント］：ON 

［プロパティ］＞［詳細設定］でプリンタードライバーの設定を行なってください。 

 

Illustrator 10/CS: 下記の設定を確認してください。 

書類のカラースペース： sRGB IEC61966-2.1 または タグのない RGB  

プリントスペース：プロファイル：カラースペースを変換しない 

Illustrator 10 では［プロパティ］を、Illustrator CS では［プリンター］を選択しその後［詳細設定］

でプリンタードライバーの設定を行なってください。 

 

Illustrator CS2  

Illustrator CS 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

Illustrator CS2/CS3/CS4/CS5: 下記の設定を確認してください。 

プリント方法：ドキュメントのプロファイル：sRGB IEC61966-2.1 または タグのない RGB  

カラー処理：Illustratorのカラー設定 

マッチング方法：相対的な色域を維持 

［プリンター］を選択し、［詳細設定］でプリンタードライバーの設定を行なってください。 

 

Illustrator CS2/CS3/CS4/CS5 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

Useful Toolsにあるカラーパレットを使う： 

(1) “3-3-9. Useful Toolsの開き方”に従って Illustrator用のカラーパレットファイル（GT_Colors_T.ai）

をダウンロードします。 

(2) ［ウィンドウ］ ＞［スウォッチ］を選択します。小さい三角マークをクリックし、サブメニューの［スウ

ォッチライブラリを開く］を選択し、さらに［その他のライブラリ］を選択します。 

       

Illustrator 

 

(3) ［ライブラリの選択］画面でファイル名“GT_Colors_T.ai”を選びます。プリンタードライバーのカラー

チャートの印刷結果と合わせてお使いください。詳細は“4-3-15. カラーチャートの印刷”を参照してく

ださい。このスウォッチは Photoshop や CorelDRAW と異なり、ファイルを開くたびに選択する必要があり

ます。 

 

＜重要＞ 

 Illustrator 10 では、［書類設定］で［アートボード］を［用紙設定を使用］にして画面［1ページのみ］（デ

フォルト）にすると、画像データがないところが 1 ページ目として扱われるため、印刷データを作ることが

できません。どうしてもこの方法で印刷する必要がある場合は、画面を［用紙サイズで区分ける］や［印刷

可能範囲で区分ける］にして［OK］をクリックした後、再度［用紙設定を使用］を選択しなおしてください。 

 タイルプリントは使えません。最後に送信された画像のみが印刷できます。 

 小さい画像を印刷する際に（355.6 mm×406.4 mm より小さい場合）、プラテンサイズが勝手に PLTN 10×12

に変わってしまうことがあります。印刷する前にプラテンサイズをご確認ください。 

 ファイルに出力する時は、［ファイルに出力］ではなくファイル出力用のプリンタードライバー“GT-3 

FileOutput”をお使いください。 

（次ページに続く） 

RGB=254白 

GT-3 Series 72 



 

 

4. アプリケーションから直接印刷する 

 Illustrator 10で 355.6mm×406.4mmより小さい画像（例えばレターサイズ）を印刷する際に、正しい位置に

印刷されなかったりエラーになったりすることがあります。そのような場合は、下記の手順で問題を回避し

てください。 

(1) ［ファイル］＞［書類設定］を開きます。 

(2) 書類設定ダイアログで［アートボード］を選びます。 

(3) ［用紙設定を使用］をチェックし、［用紙設定］をクリックします。 

印刷設定ダイアログが開きます。 

もし［サイズ］で［PLTN 14x16］が選択されていたら、一時的に［PLTN 10x12］に変更して［OK］をク

リックしてください。 

逆に、［PLTN10x12］が選択されていたら、一時的に［PLTN 14x16］に変更して［OK］をクリックして下

さい。 

(4) 書類設定ダイアログの［OK］をクリックし、ダイアログを閉じます。 

(5) 再び書類設定ダイアログを開き、［アートボード］を選びます。 

(6) ［用紙設定］をクリックし、印刷設定画面を開きます。 

(7) ［サイズ］を元の値に戻し、［OK］をクリックしてください。 

(8) 書類設定ダイアログの［OK］をクリックし、ダイアログを閉じます。 

 横置きの書類は正しく印刷されないことがあります。［プリント］画面にあるプレビューを確認して、問題が

あれば下記の手順で問題を回避してください。 

(1) プリント画面の設定（Illustrator CSの場合はプルダウンメニューの［一般］）でサイズが［プリンター

ドライバーで定義］になっていることを確認してください。 

(2) 用紙の方向を縦にしてください。 

プラテンサイズを変える場合は下記へ、変えない場合は(5)へ飛んでください。 

(3) ［プリンター］をクリックし、［詳細設定］をクリックしてください。 

(4) プリンタードライバーのメニューでプラテンサイズを変更し、［OK］をクリックしてください。 

(5) プリント画面でプレビューを確認してください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-2-5. Adobe Photoshop Elements 
カラーマネジメントの設定があります。プリンタードライバーをインストールした後、画像データを編集する前

にカラー設定を行なってください。 

 

カラー設定： 

(1) ［編集］ ＞ ［カラー設定］を選択します。 

(2) カラー設定画面が開きます。内容はバージョンにより異なりますが、いずれも［限定されたカラーマネジ

メント］または［画面表示用に最適化］を選択し［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photoshop Elements 2 

 

 
Photoshop Elements 9 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

印刷： 

Photoshopの設定“4-2-3. Adobe Photoshop”を参照してください。  

(1) ［ファイル］＞［プリントプレビュー］を選択します。 

(2) 下記の設定を確認してください。 

その他のオプションを表示：カラーマネジメント 

プリントカラースペース：プロファイル：プリンターカラーマネジメント 

(3) ［用紙設定...］でプリンタードライバーの設定を行なってください。 

 

インストール CD内の Useful Toolsにあるカラーパレットを使う： 

Photoshop用のカラースウォッチ GT_Colors_T.acoは Photoshop Elementでも使うことができます。詳細は“4-2-3. 

Adobe Photoshop”をご覧ください。 

 

4-2-6. Paint Shop Photo Pro 
 

(1) ［ファイル］＞［環境設定］＞［色の管理］(バージョンによっては[編集] ＞［色の管理］)を選択してく

ださい。 

(2) ［色の管理を有効にする］のチェックを外し、［OK］をクリックしてください。 

 

Paint Shop Pro 9 

印刷： 

［ファイル］＞［印刷］を選択して、プリンタードライバーの設定は［プロパティ］から実行してください。 

＜重要＞ 

 Paint Shop Proはプリンタードライバーのジョブコメントに何も書かないと、Job Name（操作パネルに実際

に表示される名前）を“PSP PRINT”またはブランクにしてしまいます。操作パネルで識別できなくなります

ので、必要に応じてジョブコメントを入力してください。 

 ファイルに出力する時は、［ファイルに出力］ではなくファイル出力用のプリンタードライバー“GT-3 

FileOutput”をお使いください。 

 

4-2-7. 他のアプリケーションからの印刷 
アプリケーションにカラー設定のメニューがないものは、カラースペースは Windows標準の sRGBです。［ファイ

ル］＞［ 印刷 ］を選択し、印刷してください。 

＜重要＞ 

用紙設定をプラテンサイズに合わせてから、画像のレイアウトを決めてください。 

GT-3 Series 75 



 

 

4. アプリケーションから直接印刷する 

4-3. プリンタードライバーの設定 
この章ではアプリケーションの適切な印刷条件について説明します。 

 

＜重要＞ 

プリンタードライバーは「紙の色」である白（RGB=255）を「透明色」として扱い、インクを吐出しません。白

インクで真っ白に印刷したい画像は、RGB=254 に塗りつぶしてください。色の置き換え方法は、“4-2. アプリケ

ーションの印刷条件の設定”以下の、各アプリケーションのページまたはアプリケーションのヘルプをご覧くだ

さい。 

 

(1) ［ファイル］＞［印刷］メニュー（アプリケーションによる）を選択してください。 

プリンター名で“Brother GT-3”または“Brother GT-3 FileOutput”を選び、［プロパティ］または［詳

細設定］をクリックしてください。 

プリンタードライバーのダイアログが表示されます。必要な設定を行ない、［OK］をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定できる項目の説明は下記の通りです。 

“ロールオーバーヘルプ”がダイアログの下の四角に表示されます。マウスのポインターを動かしてヘル

プをご覧ください。ここで設定した値は、GT-3 File Viewer で AR3 ファイルを開くことで参照できます。

各項目については次項をご覧ください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

(2) ［詳細設定］ボタンをクリックすると、下記のメニューが表示されます。 

[白インクの設定]、[画質設定]、[透明レイヤーの設定]、[片方向印刷]の設定を行うことができます。詳

細は次項をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3-1. 機種モードの選択 
GT-3のプリンタードライバーは GT-381（白ヘッド 4個） GT-361（白ヘッド 2個） GT-341（白ヘッドなし）すべ

てで共通です。印刷するプリンターの機種を選択してください。デフォルトは GT-381です。 

 

＜ご注意＞ 

 GT-381に GT-361の印刷データを送信すると、白ヘッド 2個分を使って印刷します。 

 GT-361に白インクデータを持つ GT-381の印刷データを送信したり、GT-341に白インクデータを持つ GT-381、

GT-361の印刷データを送信すると、プリンター側で PC Data Errorになります。カラーインクのみの印刷デ

ータはどの機種でも印刷できます。 

 

＜ご注意＞ 

 GT-341/GT-361 をご使用の方は、以下の手順で機種モードのデフォルト設定を GT-341 または GT-361 にする

ことをお勧めします。お使いのアプリケーションを一旦終了し、コントロールパネルの［プリンタと FAX］

（Windows Vista：［プリンタ］、Windows 7：［デバイスとプリンター］、Windows 8：［デバイスとプリンター

の表示］）で設定したいプリンターを右クリックして、［プロパティ］を選択、プリンタードライバーの印

刷設定で機種モードを GT-341または GT-361に変更して［OK］ボタンを押します。その後、アプリケーショ

ンを再起動してご利用ください。この変更はアプリケーションを次回起動した時点から有効です。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-3-2. ジョブコメントの入力 
プリンターの操作パネル上にコメント（最大半角 30文字）を表示させることが出来ます。操作者への覚書にご利

用ください。 

 

4-3-3. プラテンサイズの選択 
プルダウンメニューでプラテンサイズ（「用紙サイズ」に相当）を選択します。印刷範囲は、標準プラテン（14

×16）で 355.6mm×406.4mm 、ユースプラテン（10×12）で 254mm×304.8mm、ベビープラテン（7×8）で 177.8 mm

×203.2mmです。 

 

4-3-4. インクの選択 
印刷に使用するインクの組み合わせ（カラーインクと白インク）を選択します。 

［カラー＋白インク］はマスク白の上にカラーインクを印刷します。白インクの量を指定することができます。

［白インクのみ］は、カラーインクを使わずに印刷します。GT-341およびカラーインクのみの印刷は［カラーイ

ンクのみ］を選択してください。 

 

また、黒い Tシャツに印刷する場合、ブラックインクを使わず（RGB=0を透明色とする）、代わりに下地の黒色を

生かして印刷することができます。右側の［ブラックインクを使用する］のチェックボックスを OFFにしてくだ

さい。 

 

＜ご注意＞ 

 ブラックインクを使用しない（チェックボックス OFF）の時に、R=G=B のグレーを白インクのみで印刷する

かどうかを［CMYグレー］チェックボックスで設定することができます。詳細は後述をご覧ください。 

 GT-361に白インクデータを持つ GT-381の印刷データを送信したり、GT-341に白インクデータを持つ GT-381、

GT-361の印刷データを送信すると、プリンター側で PC Data Errorになります。カラーインクのみの印刷デ

ータはどの機種でも印刷できます。 

 

 

4-3-5. 解像度 
印刷の解像度を選択します。1200dpi×1200dpiと 600dpi×600dpiから選択してください。 

＜参考＞ 

・ 白インク量は設定によります。印刷時間は 1200dpi×1200dpiが 600dpi×600dpiの倍です。 
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4-3-6. 白インク設定 
［インクの選択］で［カラー＋白インク］または［白インクのみ］を選択した時に、以下のように白インク設定

([ハイライト]および[マスク])の設定項目が表示されます。 

白インクの量をハイライト(目に見える白色のインク量)とマスク（下地の色をカバーするための白インク量）と

に分けて調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイライト 

目に見える白色部分(RGB=254 白)の白インク量を調整します。白インクの量が一度で印刷できる量を超える場合

は、重ね印刷を行います。印刷時間と白インク消費量（％）とを参考に、T シャツや素材の差による微調節を行

うことができます。白インクの重ね印刷を行うときは、自動的にカラーの複合パス印刷が ONになります。 

 

マスク 

下地の色をカバーし、カラーインクの下地となる白インク量を調整します。 

最も階調がなめらかなのが［3］です。真紅や鮮やかなグリーンなど、彩度の高い Tシャツに印刷する場合は、白

インクのマスク量を増やす必要がありますので［4］か［5］を選択してください。また、淡色やパステルカラー

の Tシャツに薄くマスク白を印刷する場合は、［1］か[2]を選択してください。また［ブラックインクを使用する］

が OFFの時、より正確な色再現をさせたい時は［3］を、もっと鮮やかで明るい色再現をさせたい時は［4］か[5]

を選択してください。 

＜参考＞ 

  [印刷時間][インク量]の表示について 

[機種モード][ハイライト][カラーの複合パス印刷]を変更しますと、その設定における[印刷時間]と[インク

量]を表示します。 

[印刷時間]は、600dpi x 600 dpiの重ね印刷を行わない時を“x1”とし、この時間の何倍の時間が掛かるか

を“×N”と表示します。“ ×4”であれば、600dpi×600dpiの重ね印刷を行わない時に比べて 4倍の時間が

かかります。[インク量]は、600dpi x 600 dpiの重ね印刷を行わない時の白ヘッド１個当たりのインク量を

100%として表示します。 

（次ページへ続く） 
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 “WhiteVolume_1200.ar3”/“WhiteVolume_600.ar3”（白インク量チェックパターン）を印刷して、必要なマ

スク量・ハイライト量を確認してください。［すべてのプログラム］の［Brother GT-3 Tools］にある［Test Data］

にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WhiteVolume_1200.ar3、WhiteVolume_600.ar3の開き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WhiteVolume_1200.ar3を Lavender（R=174, G=111, B=255）の Tシャツに印刷したイメージ 

 

4-3-7. ブラックインクを使用する 
黒い Tシャツに印刷する場合、ブラックインクを使わず（RGB=0を透明色とする）、代わりに下地の黒色を生かし

て印刷することができます。［ブラックインクを使用する］のチェックボックスを OFFにしてください。 

 

4-3-8. CMY グレー 
「ブラックインクを使用する」を OFFにすると有効になります。この項目を OFFにすると、グレーを白インクの

みを使って印刷します。ONの場合は、白インクの上に CMYインクを使ってグレーを印刷します。 

OFFにするとグレー付近の色が鮮やかな発色となりますので、色再現性を重視する場合は ONにしてください。 
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4-3-9. カラーの複合パス印刷 

ヘッドの不吐出がないのにもかかわらず、細かい横筋が目立つ場合は、カラーの複合パス印刷を ONにすると、印

刷時間が倍になりますが、横筋が軽減されます。 

白インクの重ね印刷を行う時は、カラーの複合パス印刷が自動で ONになり、チェックボックスはチェックが入っ

た状態でグレーアウトします。 

＜参考＞ 

白が重ね印刷を行っている時、カラーは複合パス印刷を行っても行わなくても印刷時間が変わりません。よって

この時、カラーは自動的に複合パス印刷を行っています。 

 

4-3-10. カラーインク量の調整 
「インクの選択」で［カラーインクのみ］を選択した時に、[カラーインク設定](インク量)の設定項目が表示さ

れます。内容は、GT-541や GT-782と同じです。 

 

インク量 

にじみを防ぎ、最善の印刷結果を得るために、インク量を調整する必要がある場合があります。厚手の Tシャツ

以外の衣類に印刷する場合などには、事前に解像度に合わせて InkVolume_1200.ar3および InkVolume_600.ar3 を

所望の生地に印刷し、実際のにじみを確認した後で、“インク量”の値を調整してください。［すべてのプログラ

ム］の［Brother GT-3 Tools］にある［Test Data］の中にあります。 

例 1 （薄手の綿ポリエステル混紡 50/50％） 

 

 

 

 

 

 

 

InkVolume_600.ar3の印刷結果より、インク量は 7が適量 

例 2 (ポリエステル 100%の合成皮革） 

 

 

 

 

 

 

 

 

InkVolume_600.ar3の印刷結果より、インク量は 3が適量 

＜参考＞ 

GT-3ではヘッドの改良により、ダブルプリントの設定およびイエロー／ブラックプリントの機能はなくなりまし

た。 

次頁以下、[詳細設定]の項目です。画面は“4-3-13. 透明レイヤーを含む画像データの印刷”の Step 3 (4)を参

照ください。 
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4-3-11. 白インクの設定 
白インクを使う場合（インク選択：“カラー＋白インク”と“白インクのみ”）にのみ有効なメニューです。常に

透明色として扱われるのは白紙の色である RGB=255の白です。また、RGB=0の黒は“ブラックインクを使用する”

にチェックが入ってない場合（透明色）、画像の中の黒色はブラックインクを使うのではなく Tシャツの地色を生

かすことができます。 

 

透明色 

黒色と同じように、特定の RGB値を透明色として指定します。例えば、赤い Tシャツに印刷する場合、画像の中

の赤色（R=255、GB=0）は白インクの上にマゼンタインクとイエローインクで印刷するのではなく、Tシャツの地

の色を用いることができます。 

(1) “透明色”のチェックボックスにチェックを入れてください。右側のプルダウンメニューが有効になります。 

(2) プルダウンメニューから Tシャツの下地となる色を選択するか、あるいは、右側の［カスタム指定色］ボタ

ンをクリックして、RGB値を指定します。 

＜ご注意＞  

このカスタム指定色は直前に指定された 1つのみ有効です。リストに追加することはできません。 

 

適応範囲 

特定の RGB 値である透明色から、少しずつ下地をなじませる範囲（RGB 値の差）を指定します。値が大きくする

と、マスク白がない状態からマスク白を生成するグラデーション領域が広くなります。 

＜ご注意＞  

きれいなグラデーションになるかどうかは、画像データに依存します。事前に試し印刷することをお勧めします。 

 

白インクの削り幅 

Tシャツの生地の厚みや湿度などにより、どうしてもマスク白がはみ出してしまうことがあります。その場合は、

外周（アウトライン）を 600dpi×600dpiの 1ドット分の単位で削ることができます。数値を選択してください。

（1200dpi×1200dpiを選択している時は、白インクの削り幅で選択した値の倍のドット数を削ります。） 

＜ご注意＞ 

値が大きくなると細かい線（文字や写真など）が消えてしまうことがあります。事前にためし印刷することをお

勧めします。 

4-3-12. 画質改善 
色の強さ（彩度）と画像のメリハリ（コントラスト）とを別々に調整できます。アプリケーションの機能を使わ

ずに画像の鮮やかさ、メリハリを強める場合、この機能をお使いください。コントラストが強い画像は［彩度］

を多めに調整、弱い画像は［コントラスト］を多めに調整します。 

 

 “0”      ・・・鮮やかさ調整なし 

“10”前後  ・・・トーンの変更はなく、若干鮮やかさを強化、写真にお薦め 

“20”前後  ・・・鮮やかさ強化、写真や RGB の画像に 

“30”前後  ・・・比較的明るい CMYKモードのイラスト 

“40”      ・・・最大レベル、画質をかなり改善したい CMYKモードのイラスト用 

 

数字が大きくなるにつれて、変化量が増えます。画像データが CMYKモードで作られている場合、鮮やかさを得る

ために［彩度］と［コントラスト］を“30”前後に調整することをお勧めします。また、コントラストを大きく

すると細かい線がなくなってしまうことがあります。大きな値を選択する際は、事前に試し印刷することをお勧

めします。 

＜参考＞ 

このメニューは GT-782 のものと同じです。GT-541 の Vivid Processing と GT-3 の［コントラスト］は同じ機能

をもち、かつ、より細かく（0-40）調整できます。Vivid Processing の“1”が［コントラスト］の“10”に該

当します。 

GT-3 Series 82 



 

 

4. アプリケーションから直接印刷する 

4-3-13. 透明レイヤーを含む画像データの印刷 
GT-782では困難であった「透明レイヤー付の画像データ」への対応を行います。 

 

TIFFや PNGや Photoshop形式の psd等の画像データには、RGB情報以外に透明情報が付けることができます。こ

の透明情報に従った透明処理を行うことが GT-782では不可能でしたが、GT-3では実現可能なりました。この機

能は、Photoshopと Windowsに付属する 「マイクロソフト ペイント（以下、ペイント）」の２つの画像編集ソフ

トを使い分けます。以下に処理の流れを示します。 

 

Step1: 透明情報を含んだ画像データを PNG形式で保存します。 

Step2: 透明情報を含んだ PNGデータをペイント（Windows XP, Vista）で開いて RGB情報 PNGファイルを保存

し、Photoshopで透明情報だけの情報を取り出し、それぞれを別々の PNGデータで保存します。 

Step3: ファイル出力用のプリンタードライバーBrother GT-3 FileOutput の[透明レイヤー]＞[ARTRファイ

ルの作成]に透明情報 PNGファイルを読み込み、ARTRファイルを作成します。 

Step4: RGB情報 PNGファイルを印刷する際に、ファイル出力用のプリンタードライバーBrother GT-3 

FileOutput の[透明レイヤー]＞[ARTRファイルの読み込み]で ARTRファイルを読み込み、RGB情報と

透明情報を合わせた印刷データ AR3ファイルを作成します。 

以下、各 Stepの詳細を説明します。 

 

Step 1: PNG形式で保存 

(1) 透明情報を含んだ画像データを Photoshopで開き、事前にファイルの解像度をメモしておきます。 

   

 

(2) [ファイル] ＞[別名で保存]で PNG形式で保存します。この時、PNGオプションが表示されます、インター

レース：なし を選択します。 

 

透明情報付の画像データ、白のみおよびカラー

のグラデーションを印刷する。ファイル名を

“test.PNG”として、以下を説明する。 

Photoshop の[イメージ] ＞ [画像解像度]を

行い、解像度をメモしてください。 

（左図の場合は、200） 
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Step 2: RGBと透明の情報を分解して保存  

(1) ペイントで上記 Step 1で作成した PNGファイルを開くと、透明情報が破棄されて RGB情報のみを取り出す

ことができます。[ファイル] ＞ [名前を付けて保存]で、別名で保存してください。（Windows XP、Vista） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

Photoshopを用いると、RGB情報と透明情報を分離することができません。必ずペイントで作業してください。

（Windows XP、Vistaのみ） 

・Windows 7のペイントは PNGの透明情報が扱えるようになったため、この機能が使えません。 

類似の機能を持つ他のアプリケーションをご利用ください。 

(2) Photoshopで再度“test.PNG”を開き、[選択範囲]＞[選択範囲を読み込む]を実行します。画像が選択さ

れます（点線で囲まれる）。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 次に、[選択範囲]＞[選択範囲を保存]を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) [ウインドウ]＞[チャンネル]でチャンネルウィンドウを開きます。上記(2)と(3)で作成した testというチ

ャンネルが出来ています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペイントで test.PNGを開いた状態。透明の情報が破棄されるため、

元画像とは異なって見える。 

“test_RGB.PNG”で保存する。 

保存先の名前を“test”にする。 

チャンネルウィンドウ 
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(5) チャンネルウィンドウで、レッド、グリーン、ブルーのチャンネルを削除します。削除するチャンネルを

右クリックし、[チャンネルを削除]を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) レイヤーを統合しますか?と聞かれますので OKを押してください。 

 

 

 

 

 

 

(7) レッド、グリーン、ブルーのチャンネルを削除すると、以下のように testのチャンネルだけが残ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) ツールバーの［イメージ］＞［モード］＞［グレースケール］で、グレースケールにします。 

(9) 引き続き、［イメージ］＞［モード］＞［RGBカラー］で、透明情報のみからなる RGB情報にします。画像

は透明＝黒、不透明＝白で表されます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

Step2の(2)から(9)アクションファイル“TransLayer.atn”が Useful Toolsの中にあります。（“3-3-9. 

Useful Toolsの開き方”を参照）使い方は Photoshopのヘルプをご覧ください。 

(10) 出来上がった GB情報を破棄した透明情報のみの PNGファイルを、［ファイル］＞［別名で保存］で PNG形

式で保存します。“test_TR.PNG”とします。 

 

レッドのチャンネルをクリックして選択し、

右クリックで［チャンネルを削除］を選ぶ。 
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Step 3: 透明情報 PNGファイルをプリンタードライバーに読み込み、ARTRファイルを作成 

(1) “test_TR.PNG”ファイルを Photoshopで開きます。（上記 Step 2の(10)より連続作業可） 

(2) ［ファイル］＞［プリント］を選び、ファイル出力用のプリンタードライバーBrother GT-3 FileOutput

で印刷を行います。印刷位置やサイズを設定して、［プリント設定（バージョンによってはプロパティ））］

でプリンタードライバーの設定画面を表示してください。 

 

(3) プリンタードライバーの基本設定画面で、［詳細設定］ボタンを押してください。 

(4) 詳細設定メニューで、透明レイヤーにチェックし、［ARTRの作成］のラジオボタンを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) OKボタンを押し、基本設定画面でも OKボタンを押して、印刷してください。 

（次ページへ続く） 
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(6) 以下のような ARTRファイル保存画面（拡張子.ARTR）が表示されます。ファイル名を指定して保存してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 4: RGB情報 PNGファイルを印刷する時に、透明情報 ARTRファイルを適応 

(1) Step1の(1)で作成した“test_RGB.PNG”を Photoshopで開きます。 

(2) この“test_RGB.PNG”ペイントで保存した時に、画像解像度が自動的に 72dpiになっています。この解像

度を元に戻します。［イメージ］＞［画像解像度］を選択し、［画像の再サンプル］のチェックを外して、

解像度に Step1-2でメモした解像度を指定し（今回の例では 200）、OKを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ［ファイル］＞［プリント］を選び、ファイル出力用のプリンタードライバーBrother GT-3 FileOutput

で“test_RGB.PNG”の印刷を行います。印刷位置は、ARTRファイルを作成した時とまったく同じにします。

［プリント設定（バージョンによってはプロパティ）］でプリンタードライバーの設定画面を表示してくだ

さい。 

 

（次ページに続く） 

1. チェックを外す 

2. 元の解像度を入れる 

“test.artr”として保存 
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(4) ［詳細設定］画面で透明レイヤーにチェックし、［ARTRの読み込み］のラジオボタンを選択し、Step 3 (6)

で作成した透明情報の“test.ARTR”を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) OKボタンを押し、基本設定画面でも OKボタンを押し、印刷を開始してください。RGB情報と透明情報が合

わさった印刷データ AR3が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3-14. 片方向印刷の指定 
プリンターのメニュー［印刷方向設定］が［自動］である場合、プリンタードライバーで片方向印刷の指定が有

効です。予めプラテン高さを下げて厚物に印刷することが分かっている場合など、印刷データ単位で片方向指定

して印刷ミスを減らすことができます。チェックボックスにチェックを入れてください。 

＜ご注意＞ 

プリンタードライバーで片方向印刷を指定しても、プリンターの設定が［常に双方向］であれば双方向で印刷さ

れます。 

test.ARTRを指定 

プレビュー画面 
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4-3-15. カラーチャートの印刷 
GT-3の色域を理解していただくために、専用のカラーチャートが用意されています。インクメーカーが提示して

いる色見本のようにお使いください。“ColorChart_1200.ar3”および“ColorChart_600.ar3”は［すべてのプロ

グラム］の［Brother GT-3 Tools］にある［Test Data］の中にあります。 

このカラーチャート上の色は、Useful Toolsに格納されている Photoshop、Illustrator、CorelDRAW用のカラー

パレット（スウォッチ）と対応しています。“3-3-9. Useful Toolsの開き方”をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

このカラーチャートの画像データ（PDF）が Useful Toolsにあります。プリンタードライバーの設定を変更して

印刷したい場合にご利用ください。“3-3-9. Useful Toolsの開き方”をご覧ください。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-4. プラテンの着脱 
プラテンを印刷メディアに合わせて交換します。ユースプラテン（PLTN 10x12）など、他のサイズのプラテンを使う時は、

プリンタードライバーのメニューで“プラテンサイズ”が正しく選ばれていることを確認してください。 

（“4-3-3.プラテンサイズの選択”を参照してください。） 

 

4-4-1. プラテンの取り外し 

(1) 操作パネルのプラテンボタンを押し、プラテンを手前に排出してください。 

(2) プラテン高さ調節レバーを“A”の位置にしてください。 

(3) プラテンの下にあるプラテン固定レバーを1～1.5回転ゆるめてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 真上に持ち上げて、プラテンを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラテン固定レバー 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-4-2. プラテンの取り付け 

(1) プラテンを真上から挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) プラテン固定レバーをしっかり締めプラテンの高さを調整してください。 

（“4-5. Tシャツをプラテンに装着”を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラテン固定レバー 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-4-3. プラテン低下セットの取付け 

常に厚物に印刷する場合は、プラテン軸受けとプラテン位置決め板をプラテン低下セット(オプション部品)と交換すること

でプラテン高さを13 mm下げることができます。六角レンチ(呼び3 mm)をご用意ください。 

プラテンの高さ調節代（標準部品で高さ調節レバーを0とするAの位置） 

標準部品  ： 0 - 12 mm 

オプション部品 ：13 - 25 mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0053Y 

 

(1) プラテンの下にあるプラテン固定レバーを外してから、プラテンを真上に動かして外します。 

(2) プラテン軸受けを固定している、2本の六角ネジを緩めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラテン 

位置決め板 

プラテン軸受け 

標準 オプション 

六角ネジ 

GT-3 Series 92 



 

 

4. アプリケーションから直接印刷する 

 

(3) 高さ調節レバー付きプラテン軸受けとプラテン位置決め板を、プラテン低下セット（オプション部品）と交換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

プラテン位置決め板は、プラテンアームに位置決め治具を差し込んだ状態で、後の加工面に押し付けた状態で取り付

けてください。 

(4) プラテンを元通りセットし、固定します。この時、プラテン固定レバーは、下側の穴に差し込んで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加工面 
高さ調節レバー 

プラテン位置決め板 

プラテン軸受け 

通常の位置（交換前） 

プラテン低下セットに取り替えて、 

プラテン高さを13 mm下げた場合 

位置決め治具 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-5. Tシャツをプラテンに装着 
 

注意 

 
本機の前には十分な空間を取り、物を置かないでください。プラテンがぶつかって破損したり、プラテンと物の

間に手をはさみ、けがの原因となります。 

 動作中はプラテンから手を離してください。プラテンやTシャツトレイと各カバーとの間に手をはさみ、けがの

原因となります。 

 プラテンを手で動かさないでください。本機に深刻な故障を与える原因になります。 

 

最適な印刷画質を得るためには、Tシャツその他の印刷メディアの厚みに応じてプラテンの高さを調整する必要があります。 

＜ご注意＞  

 障害物センサーと印刷面のギャップは2 mm程度でお使いください。ギャップが広い状態で使用すると、インクミスト

がプリンター内部に飛散し、印刷面を汚したり、センサー等の故障原因となります。2 mm以上で使うことが多い場合

は、定期的にプリンター内部を確認し、“6-2. 清掃と消耗品の交換”にある定期交換部品を交換し、“6-2-2. プリン

ター内部の掃除”および“6-1-7. エンコーダーストリップの掃除”に従って掃除を行ってください。 

 プラテンの高さが低すぎると、画質が悪化します（例えば、一本の直線が二本線に、粒状感が目立つ、文字がボケる等）

操作パネルのプラテンボタンを押して高さを確認してください。ヘム（縁）や縫い目を避けるためにプラテンを低めに

しなければならない場合は、片方向印刷をお使いください。（“7-2-4. 印刷方向の変更”を参照してください。）また、

印刷データ単位での片方向印刷は、プリンタードライバーからも指定できます。“4-3-14. 片方向印刷の指定”を参照

してください。 

 常に厚物に印刷する場合は、高さ調節レバー付きプラテン軸受けとプラテン位置決め板をプラテン低下セット(オプシ

ョン部品)と交換することでプラテン高さを13 mm下げることができます。詳細は、“4-4-3. プラテン低下セットの取

付”を参照してください。 

 

(1) プラテンが手前に排出されていない場合は、プラテンボタンを押してください。 

(2) プラテン固定レバーを緩めます。T シャツの場合はプラテン高さ調節レバーを“A”（最左）にしてください。トレー

ナーのような厚手のものは“C”程度に下げてください。ギャップが広すぎると画質が悪くなります。プラテンロード

時の印刷面と障害物センサー下面とのギャップが2 mm程度のギャップになるように、必ず最適な高さにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 各レバーは無理やり動かさないでください。 

(3) プラテン固定レバーを締めてください。 

プラテン固定レバー 

プラテン高さ調節レバー 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

(4) Tシャツを印刷面を上にしてプラテンに着せるように装着します。濃色 Tシャツに白インクで印刷する場合は、予め

前処理剤の塗布と定着をしてください。（“4-6-1. 前処理剤の塗布”を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

 ヘム（縁）や首、アームホール、タック、裾などの縫い目に注意してください。プリントヘッドに当たるとインク

で汚れてしまいます。 

両端の部分はしっかり平らにしないと印刷中に盛り上がりやすく、プリントヘッドに当たって汚れてしまうことが

あります。Tシャツの表面が平らになっていることを確認してください。  

 白または淡色のTシャツの位置合わせ用に、プラテンシートに印刷するグリッドが［すべてのプログラム］の［Brother 

GT-3 Tools］の中の［Useful Tools］にあります。（“3-3-9. Useful Toolsの開き方”を参照してください。） 

  

(5) しわを手で伸ばし、糸くずや埃は取り去ってください。真ん中から外側へ、引っ張るのではなくプラテン布と馴染ま

せるように平らに均してください。 

＜ご注意＞ 

 Tシャツの表面が平らでない場合、障害物センサーにぶつかります。 

 Tシャツを引っ張ってセットすると、印刷時にインクの水分でTシャツの繊維が伸び縮みすることで、白インクと

カラーインクの吐出位置がずれて白インクがはみ出してしまうことがあります。特に薄い生地のものは引っ張らな

いようにご注意ください。 

 トレーナーのような厚手のものに印刷する場合は、予めプラテンの高さを“C”程度に下げ、特に表面を平らにする

ようにしてください。 

(6) 袖や裾の溢れた部分はTシャツトレイに載せてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷面 

Tシャツトレイ 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

(7) プラテンをロードするためにプラテンボタンを押してください。T シャツ表面と障害物センサーとのギャップを確認

してください。高さが適切であれば、ギャップは2 mm（表面のケバを擦らない）程度です。これより広すぎる場合は

プラテン高さ調節レバーで調整してください。 

＜ご注意＞  

 プラテンを実際に動かして、印刷面全体を確認してください。  

 障害物センサーがインクで汚れていると、プラテンの高さ調節をしている間に印刷メディアを汚してしまいます。やわ

らかい布などでやさしく水拭きしてください。（“6-2-1. ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除”を

参照してください。） 

プラテンの高さが高すぎると、印刷中にプリントヘッドに当たり、汚れや故障の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) プラテンボタンを押してプラテンを排出します。適切な高さになるまで下の(9)から(12)のプロセスを繰り返してくだ

さい。高さが決まりましたら、印刷を開始します。“4-6. 印刷”を参照してください。 

(9) プラテン固定レバーを緩めます。 

(10) プラテン高さ調節レバーを動かして、プラテンの高さを調節してください。目盛りのアルファベットは目安です。  

(11) プラテン固定レバーをしっかりと締めます。 

(12) プラテンボタンを押して実際にプラテンを動かし、高さを確認します。プラテンの高さが決まるまで、実行してくだ

さい。 

 

障害物センサー 

このギャップ（隙間）が2 mmであること 
Tシャツ 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-6. 印刷 
 

注意 
 本機の前には十分な空間を取り、物を置かないでください。プラテンがぶつかって破損したり、プラテンと物の

間に手をはさみ、けがの原因となります。 

 動作中はプラテンから手を離してください。プラテンやTシャツトレイと各カバーとの間に手をはさみ、けがの

原因となります。 

 プラテンを手で動かさないでください。本機に深刻な故障を与える原因になります。 

 通電中は各カバー内に手を入れないでください。 可動部に手がふれてけがの原因となります。 

インク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・廃液などの液体類を飲まないでください。 

下痢・おう吐する可能性があります。 

またインク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・廃液などの液体類が目や皮膚に付かないようにしてください。 

炎症を起こす可能性があります。目に入ったときはこすらずに、すぐに水で洗い流してください。 

子供の手の届かないところに置いてください。 

 

 

4-6-1. 前処理剤の塗布 

白インクをTシャツ生地の表面に留めるために、事前に前処理剤を塗布する必要があります。 前処理剤を塗布する場合は、

ビニール手袋を装着して直接皮膚に付かないように保護してください。 

＜ご注意＞ 

 前処理剤の定着にはホットプレスと表面が滑らかで薄いガラスクロスシートやフッ素樹脂シート（テフロンシート）を

ご利用ください。表面を平らにして圧力をかける必要がありますので、オーブンによる定着では表面が平らにならず、

十分な白さが得られません。 

 ホットプレスにTシャツをセットする際には、Tシャツの表面が平らになるように、プレスエリア全体にガラスクロス

シートやフッ素樹脂シート（テフロンシート）を置いてプレスしてください。 

 前処理剤を塗布して定着させた面に水分がつくと、前処理成分が溶け出してしまい白く印刷できずにしみになります。

塗布面を濡らさないようにしてください。また、定着後に多湿の場所に放置しないでください。 

 定着時には、ホットプレスの温度をご確認ください。水分量が多いため、連続して定着すると温度が急激に下がります

が、低いと前処理剤が正しく定着せず、白インクがTシャツ生地にしみこんでしまうため、白さが再現できません。 

 Tシャツから水分が効率よく蒸発するように、下に気泡マットを敷くことをお勧めします。 

 前処理剤を塗布したTシャツにカラーインクのみで印刷すると、洗濯に弱くなる傾向があります。白インクを使わない

場合は、前処理剤の塗布をお避けください。 

 Tシャツによっては、前処理剤の跡残りが発生することがあります。水で洗い流してください。また、Tシャツの染料

によっては、前処理剤で脱色してしまうことがあります。初めて印刷する場合は、目立たないところで試してください。 

 前処理剤をスプレーや前処理剤塗布装置で塗布すると、ミスト状となって飛散することがあります。作業時の換気には、

十分ご留意ください。また、必要に応じてマスクやゴーグルを着用してください。 
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前処理剤の希釈 

前処理剤の希釈率には幅があります。用途に合わせて希釈してください。 

標準：   前処理剤1リットルに対して、純水2リットル（体積比1:2） 

薄め：   前処理剤1キログラムに対して、純水2キログラム（重量比1:2） 

濃いめ： 前処理剤1リットルに対して、純水1リットル（体積比1:1） 

 

＜ご注意＞ 

前処理剤の希釈が濃いと、白さはありますが前処理剤の跡が目立ったり、洗濯堅牢度が悪くなったり、洗濯後表面にヒビが

入ったりしやすくなります。逆に前処理剤の希釈が薄いと、定着後の跡残りが目立ちにくくなりますが、表面に白インクを

留められずに白さが不十分だったり、希釈後の前処理剤保存性が悪くなります。 

 

 

前処理剤塗布量の目安 （厚手の黒Tシャツの場合） 

 

プラテンサイズ 前処理剤塗布量 

14x16 30g 

10x12 16g 

7x8 8g 

レター/A4 15g 

ポケットサイズ（10 x 10cm) 3g 

 

 

スプレー利用の場合 

(1) 前処理剤をスプレーに充填します。スプレーはミストが細かいものをお使いください。 

(2) T シャツを平らに置くか立てかけて、スプレーで均一に塗布します。この時、T シャツに中敷を入れると、背面に前

処理剤がつきません。慣れないうちは、秤で塗布量を計りながら行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

塗布の流れ 

＜ご注意＞ 

 前処理剤をスプレーや前処理剤塗布装置で塗布すると、ミスト状となって飛散することがあります。作業時の換

気には、十分ご留意ください。また、必要に応じてマスクやゴーグルを着用してください。 

 

(3) 表面をローラーで押さえて、前処理剤をTシャツ生地に均等に染み込ませます。こうすることでムラを防ぐことがで

きます。 

(4) ホットプレスに Tシャツをセットします。Tシャツの表面が平らになるように、ガラスクロスシートやフッ素樹脂シ

ート（テフロンシート）を置いて高めの圧力でプレスします。定着条件はインクと同じ摂氏180度（華氏356度）35

秒です。 

(5) Tシャツをホットプレスから取り外し、粗熱を取ります。 
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前処理ローラー利用の場合（オプション*） 

（*部品コードは“1-3-5. 必要な消耗品およびオプション部品”を参照） 

(1) トレイに前処理剤を入れて、前処理ローラーに前処理剤を十分染みこませます。前処理ローラーは弊社指定のものを

お勧めします。 

(2) 前処理ローラーを前後、左右に動かして、むらなく塗布します。慣れないうちは、秤で塗布量を計りながら行ってく

ださい。 

     

 

(3) ホットプレスに Tシャツをセットします。Tシャツの表面が平らになるように、ガラスクロスシートやフッ素樹脂シ

ート（テフロンシート）を置いて高めの圧力でプレスします。定着条件はインクと同じ摂氏180度（華氏356度）35

秒です。 

(4) Tシャツをホットプレスから取り外し、粗熱を取ります。 
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4-6-2. 1枚印刷する 

GT-3は、印刷中に次の印刷データを PCから受信することができます。印刷を開始する時には、操作パネルのディスプレー

に表示されたファイル名（ジョブ名）およびプリント枚数のカウンターを確認してください。 

(1) プリントボタンが点灯して、印刷データが受信されていることを確認してください。  

(2) 印刷データに指定されたプラテンサイズのプラテンに、印刷メディアが正しく装着されて一番手前に排出されている

ことを確認してください。そうでない場合は、プラテンボタンを押してプラテンを移動します。 

(3)  プラテンの高さが適切（障害物センサーと印刷メディアとのギャップが2 mm程度）であることを確認してください。

厚物を印刷する場合は、プラテンボタンを押して確認してください。前回の印刷でプラテンの高さを下げた場合は元

に戻してください。 

(4) 受信データが印刷したいデータであることをディスプレーで確認してください。印刷枚数のカウンターが000である

ことを確認すると便利です。 

(5) プリントボタンを押して印刷を開始してください。 

印刷が完了すると、プラテンが排出され「ポーン」音が鳴ります。 

印刷を中断したい場合は、ストップボタンを押してください。その場で印刷が中断されます。その後、プラテンボタ

ンでプラテンを排出してください。 

＜ご注意＞ 

 プリントボタンを押すと、自動ヘッドクリーニングが始まることがあります。これは、24枚ごと（デフォルト、メ

ニューで間隔を短くすることが可能です。“7-2-5. オートクリーニング設定の変更”を参照してください。）または、

2時間以上印刷していなかった場合に、次の印刷開始時に行なわれます。その後、印刷は自動的に始まります。 

 動いているプラテンに手を触れないでください。 

 プリントボタンが押された時にプラテンが印刷開始位置（最手前）にない場合は、印刷開始位置に自動的に移動し

ます。その場合は、再度プリントボタンを押してください。 

 前面カバーを印刷中に開けないでください。安全のため、電源が自動的にOFFされます。 

 

4-6-3. 同じ印刷データを複数枚印刷する 

“4-6-2. 1枚印刷する”手順に従って印刷した後、そのまま同じデータの印刷を続けることができます。 

(1) プラテンの高さや印刷方向を確認してください。 

(2) プリントボタンを押して印刷を開始してください。ディスプレーに表示されるカウンターで印刷枚数を確認できます。 
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4. アプリケーションから直接印刷する 

4-7. 印刷物のプラテンからの取り外し 
(1) 袖や裾（トレーナーなど）の引っかかりがある場合は、インクに触らないように外します。 

(2) 肩を持ち、少し上方向に印刷媒体を引き抜きます。印刷面が手前に来るように取り出すと、定着時に未定着のインク

でよごれにくくなります。 

＜ご注意＞ 

インクは濡れていますので、手や印刷メディアが触らないようにしてください。手にインクがついた場合は、石鹸を

つけて水洗いしてください。布についてしまったインクはきれいに取れませんので、取り扱いには十分ご注意くださ

い。 

 

4-8. 印刷物のインクを定着 
インクを定着させるためには、温度と時間の管理上、ホットプレスの使用が便利です。インク定着の目安は、180℃（356 °F）
35秒です。白インクを含む印刷物を定着する場合は、表面が滑らかで薄いガラスクロスシートやフッ素樹脂シート（テフロ

ン(R)シート）の使用をお勧めします。またコンベア式オーブンを利用していただくと、１枚当たりの定着時間はホットプレ

スよりも時間がかかりますが、印刷枚数が多い場合には作業効率が改善されます（洗濯堅牢度も多少改善）。定着時間の目安

は、下記のコンベアの長さが2.4ｍの場合で「表面温度＝160℃（320°F）、時間＝3分30秒」です。お手持ちのホットプレス

ならびにコンベア式オーブンの取扱説明書をよく参照してください。また、コンベア式オーブンは庫内温度、および実際の

インク定着結果をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0018N 

＜ご注意＞  

 適切な定着時間はホットプレスやコンベア式オーブン毎に異なる可能性があります。必ず事前に温度やインク定着結果

をご確認ください。 

 定着が不十分だと、洗濯や摩擦による色落ちの可能性があります。 

 十分に換気できる環境でホットプレスやオーブンをお使いください。白インクを用いた場合には、インクの使用量が多

いためオーブンの使用をお勧めします。オーブン定着の表面は自然に、ホットプレス定着の表面はつるつるに仕上がり

ます。 

 定着させた後、印刷の表面が確実に乾いていることを手で触ってご確認ください。 

 ホットプレスやガラスクロスシートやフッ素樹脂シート（テフロン(R)シート）の定着面はきれいにしておいてください。

よごれが印刷面についてしまうことがあります。 

 印刷メディアによっては焦げやすいものもありますので、表面の状態をよくご確認ください。特に前処理剤を塗布した

ものは焦げやすくなります。 

 印刷物は、白色や淡色の塩化ビニール系の合成皮革上でこすると色移りを起こすことがあります。また、カラーインク

のみの印刷面と白インクのみの印刷面を強くこすると、同様に色移りを起こすことがあります。このような場合、家庭

用洗剤やアルコールをやわらかい布か歯ブラシにつけて汚れを落としてください。 

 

 

0.7 m 

0.9 m 
2.4 m 

3’ 30’’ 
in out 
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5. AR3 ファイルの印刷 

5. AR3 ファイルの印刷 
印刷データを AR3フォーマットのファイルに保存すると、印刷時に以下の 2つの手順を選ぶことができます。 

 GT-3 File Viewerから AR3ファイルを印刷します。プリンターに AR3ファイルを送信する前に、詳細な印刷

条件やインク使用量を確認することができます。 

 GT-3は USBメモリーから AR3ファイルを読み出すことができます。PCを使わずにプリンターをスタンドアロ

ンとして動かすことができますし、プリンターを PCから離れて置くことができます。 

 

AR3ファイルを印刷する手順： 

(1) 画像データが完成したら、ファイル出力用プリンタードライバーBrother GT-3 FileOutput を用いて、印

刷データを AR3ファイル形式で保存します。 

“5-1. 印刷データを AR3フォーマットにする”を参照してください。 

(2) AR3ファイルを GT-3 File Viewerかまたは USBメモリーを使って送信します。 

“5-2. USB メモリーに保存された AR3 ファイルの読み出し”または“5-3. GT-3 File Viewer でプリンタ

ーに AR3ファイルを送信”を参照してください。 

(3) Tシャツをプラテンの上に置き、プラテンの高さを調節したのち、印刷します。 

“4-5. T シャツをプラテンに装着”、“4-6. 印刷”、“4-7. 印刷物のプラテンからの取り外し”、“4-8. 印

刷物のインクを定着”を参照してください。 

 

5-1. 印刷データを AR3 フォーマットにする 
GT-3は GT-541および GT-782のプリンタードライバーの印刷データ（*.arp）を印刷することはできません。 

＜ご注意＞ 

AR3ファイルは編集できません。元の画像データも保存しておいてください。 

(1) 画像編集アプリケーションを用いてアートワーク（画像データ）を作成します。“4-2. アプリケーション

の印刷条件の設定”に従い、適正な設定を行なってください。 

(2) ［ファイル］メニューにある［印刷］のメニューを選択してください。 

プリンターを選択するダイアログボックスが表示されます。 

(3) ファイル出力用のプリンタードライバー“Brother GT-3 FileOutput”を選びます。プリンタードライバー

の設定を編集する場合は、［プロパティ］をクリックしてください。プリンタードライバーの基本設定およ

び詳細設定については、“4-3. プリンタードライバーの設定”を参照してください。 
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5. AR3 ファイルの印刷 

(4) しばらくして、下記のダイアログボックスが表示されます。［保存］をクリックしてください。 

＜重要＞ 

アプリケーションや画像サイズ、印刷解像度、PCの状態により、数分かかることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白インクのデータがある場合 

 

(5) ［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する場所を選択し、ファイル

名を入れて AR3ファイル形式で［ 保存 ］をクリックして下さい。 

AR3ファイルが保存されます。 

GT-3 Series 103 



 

 

5. AR3 ファイルの印刷 

5-2. USB メモリーに保存された AR3 ファイルの読み出し 
＜ご注意＞  

 32GB以下で、FAT32でフォーマットされた USBメモリーを使用してください。 

 USBメモリーから読み込めるのは AR3ファイルのみです。 

(1) 操作パネル手前の USBメモリー挿入口に、USBメモリーを挿入します。 

＜ご注意＞  

無理やり USBメモリーを挿入しないでください。破損してデータが読み出せない恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) メニューから［印刷データ読み込み］を選択し、OKボタンを押します。ファイル情報（ジョブネームまた

はジョブコメント、インク使用量、プラテンサイズ）がディスプレーに表示されます。USB メモリー内の

フォルダは［］つきでフォルダ名が表示されます。 

(3) 選択するファイル名を選択し、OKボタンを押します。 

データの読み込みが始まります。プリントボタンの点滅が点灯になり、チャイム音が鳴ったら読み込み完

了です。 

＜ご注意＞  

・USBメモリー内のファイル名が読めない場合、“7-1.こんなときは”を参照してください。 

・プリントボタンが点滅中（データ読み込み中）は USBメモリーに触らないでください。保存データが壊れるこ

とがあります。 

・データサイズによっては、読み込みに最大数分程度かかることがあります。 

(4) 印刷終了後は、USBメモリーを USBメモリー挿入口から抜きます。 

USBメモリー挿入口 
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5. AR3 ファイルの印刷 

5-3. GT-3 File Viewer でプリンターに AR3 ファイルを送信 
(1) AR3 ファイルをダブルクリックして開くか、PC の［すべてのプログラム］＞［Brother GT-3 Tools］から

GT-3 File Viewerを選択し、起動後［ファイル］をクリックし、AR3ファイルを選択して開きます。 

(2) プリンタードライバーの設定に従って、ファイルの印刷条件やプレビュー（レイアウト）が下記のように

表示されます。プリンタードライバーの詳細設定画面で設定した項目は、詳細ボタンを押すと表示されま

す。AR3ファイルに白インクのデータがある場合（“カラー＋白インク”または“白インクのみ”の場合）、

背景が黒または詳細設定で指定した“透明色”で表示されます。白インクのデータがない場合（“カラーイ

ンクのみ”の場合）、背景が白く表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白インクを使う場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カラーインクのみの場合 
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5. AR3 ファイルの印刷 

(3) 白インクデータがある場合は、背景の色を他の色に変更して見え方のシミュレーションを行なうことがで

きます。左下の［変更］ボタンをクリックしてください。［色の設定］ダイアログボックスが表示されます。

［色の作成］ボタンをクリックして、任意の RGB値を入力することができます。 

また［白データ］にチェックを入れると、白データのみが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RGB値を直接入力できます。 

 

 

 

 

（次ページに続く） 
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5. AR3 ファイルの印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茶色(R=128, G=64, B=64)の Tシャツに印刷した場合のシミュレーション 

 

 

(4) 印刷が複数回のプラテンのロード／アンロードで行われる印刷データの場合、表示レイヤーを選ぶことに

よって個別の印刷データを確認することができます。「表示レイヤー」のコンボボックスで、表示したいレ

イヤーを選択してください。「トータル」と表示されたレイヤーは、全てのレイヤーを合成した最終印刷結

果のプレビューを表示します。またその時も［白データ］にチェックを入れると、白データのみが表示さ

れます。 

 

(5) 印刷条件やレイアウトを確認し、［GT プリンターへ送信］をクリックします。この時、PC とプリンターが

USB 2.0ケーブルまたは LANケーブルで接続されていることを確認してください。  

AR3ファイルがプリンターに送信されます。 

 

＜ご注意＞ 

1 台以上の GT-3 のプリンタードライバーが PC にインストールされている場合、下記のようなプリンター選択ダ

イアログが表示されます。 

データを送信する 1台を選択し、［OK］をクリックしてください。PCからデータが送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GT-3 Series 107 



6. メンテナンス 

 

6. メンテナンス 
最適な状態で使用していただくために、定期的なメンテナンスを実行してください。 

 

危険 
 右側面カバーを開ける時は必ず電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、その後 5分間待ってから

右側面カバーを開けてください。コントロールボックスの高電圧部分にふれると、大けがをすること

があります。 

 

注意 
 

前面カバーを開けるときは必ず電源スイッチを切り、その後１分間待ってからカバーを開けてくださ

い。ヘッド上部のヒートシンクにふれると、やけどをすることがあります。 

 
前面カバーを閉めるときは指をはさまないように注意してください。指をはさむとけがをする恐れが

あります。 

 
プラテンを手で動かさないでください。本機に深刻な故障を与える原因になります。 

 
インクカートリッジを分解しないでください。 

 
インク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・廃液などの液体類を飲まないでください。 

下痢・おう吐する可能性があります。 

またインク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・廃液などの液体類が目や皮膚に付かないようにして

ください。 

炎症を起こす可能性があります。目に入ったときはこすらずに、すぐに水で洗い流してください。 

子供の手の届かないところに置いてください。 

 
グリースを扱うときは、保護めがねや保護手袋等を使用し、目や皮膚に付かないようにしてください。 

炎症を起こす原因となります。またグリースを食べないでください。 

下痢・おう吐することがあります。 

子供の手の届かないところに置いてください。 

 
部品交換、オプション部品装着の際は、当社純正部品を使用してください。 

非純正部品を使用して生じた事故・故障に対しては、当社は責任を負いません。 
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6. メンテナンス 

 

6-1. 定期メンテナンス 

この章では、プリンターの維持に必要な日常の作業、消耗品の交換方法とプリンターのメンテナンス方法を説明

します。 

白インクはプリンターに入れたままにしないでください。顔料が沈降して白さのムラが発生したり、プリンター

に深刻なトラブルを引き起こす危険があります。下記のメンテナンスを定期的に行ってください。メンテナンス

のタイミング、内容は以下のとおりです。 
 

メニュー 実施時期 内容 

白インクの入れ替え 
印刷開始前 

(1日 1回) 
顔料が沈降し、白さが不均一になった白インクを廃棄する 

ノズルチェックパターン

を印刷 

印刷開始前 

(1日 1回) 
印刷品質確認 

白チューブクリーニング 週 1回 沈降した顔料でチューブが詰まるのを防ぐ 

 

＜ご注意＞ 

上記メニューを実行する際には、廃インクタンク内の廃液量を確認してください。 

6-1-1. 白インクの入れ替えおよび吐出の確認（印刷開始前、１日１回） 

(1) 白インクのカートリッジを 1 本ずつ攪拌して、内部の白インク顔料を均一にします。カートリッジを手前

に引き抜き、上下をひっくり返して長手方向の両端を両手にしっかり持ち、内部のインクが十分攪拌され

るように左右に 30秒～1分振ってください。（“6-2-6. インクカートリッジの交換”を参照してください。） 

(2) メニューで［白インクの入れ替え］を選び、OKボタンを押します。入れ替える白インクを選択します（通

常は［すべての白］、1本ずつ行う時は W1～W4を選択）。白インクが順次導入されます。 

(3) ノズルチェックパターンを印刷して印刷品質を確認してください。また、前処理済みの布帛に白さチェッ

クパターンを印刷して、白インクの入れ替えで十分な白さが確保されたかどうかを確認してください。 

＜ご注意＞ 
 不吐出の状態が続くと、ヘッドノズル内でインクが固化して、プリントヘッド交換が必要となります。 
 

(例)カラー側：  

もし白い筋が見えたり（矢印 1） 線が途切れていたら（矢印 2）その色のプリントヘッド（下記写真の場合はマ

ゼンタ）に不吐出の問題があります。該当するプリントヘッドの問題を解決してください。（“7-2-2. ヘッドクリ

ーニング”を参照） 

 

 

1 

2 
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6. メンテナンス 

 

6-1-2. 白インク撹拌 （ファームウェア ver. 3.00 以上） 

毎日定期的に印刷し、かつプリンターを使わない時間が 18時間未満である場合、白インクを廃棄することなく白

さを保つことができます。キャリッジを動かしてチューブ内の白インクを撹拌するメニュー［白インク撹拌］を

実行してください。以下の表で［白インクの入れ替え］でチューブ内のインクを廃棄すべきかどうかを確認して

ください。印刷前には白さを確認してください。  

 

(1) 白インクのカートリッジを 1 本ずつ攪拌して、内部の白インク顔料を均一にします。上記“6-1-1. 白インクの

入れ替えおよび吐出の確認（印刷開始前、１日１回）”の(1)または“6-2-6. インクカートリッジの交換”を参照

してください。  
(2) メニューで［白インク撹拌］を選び、OK ボタンを押します。キャリッジが約 5 分動きます。これは 1200dpi

の 14x16 プラテン全面でカラーのみのデータを印刷するよりやや長い程度の時間です。  
(3) 実行後ノズルチェックパターンを印刷して印刷品質を確認してください。また、前処理済みの布帛に白さチ

ェックパターンを印刷して、白インクの入れ替えで十分な白さが確保されたかどうかを確認してください。 
 

6-1-3. 白チューブクリーニング：（週 1 回） 
チューブ内およびヘッド内に沈降した白インク顔料を洗い流します。GT-381は 4ヘッド同時、GT-361は 2ヘッド

同時の時、チューブ内の白インクをインクカートリッジに回収してから洗浄します。時間はかかりますが廃棄コ

ストを抑えることができます。1 本ずつ行う場合は、インク回収を行うことができません。ディスプレーの指示

に従ってメンテナンスカートリッジを挿入してください。 

＜ご注意＞ 

GT-3 を 2 週間以上使わない場合、長期保管のために白チューブクリーニングを実行してください。この場合は、

チューブクリーニング後に白インクカートリッジではなく、キャッピングカートリッジ（オプション）を挿入し

てください。“6-1-5. 長期保管時に必要なメンテナンス”を参照してください。 

＜ご注意＞ 

ファームウェアのバージョンが 2.10 以上であることを確認してください。 

白/カラーチューブクリーニング時には、プリントヘッド内部の目詰まりリスクを回避するため、清潔なボトルと

新しい充填剤をご使用ください。以下にボトル内の洗浄方法を記載します。定期的に実行してください。 
 
 古い充填剤(1)がボトル内に残っている場合は、中身を廃棄します。 

白インク撹拌 
15 時間後 

白インク撹拌 

16 時間後 

白インク入れ替え 

41時間後 

目安として、A4 サイズの印刷を毎日

12-16 枚印刷してください。チューブ

内の白インクがほぼ入れ替わります。 

白チューブ 

クリーニング 

印刷 

GT-3 Series 110 



6. メンテナンス 

 

 ボトル内に新しい充填剤をおよそ 25ml 注入します(一番下の目盛の半分を目安に)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

4725M 
 
 ボトルを図のように傾けて 3 回ほど回転させ、底面、側面の内側を充填剤が流れるように洗浄します。 

 
＜ご注意＞ 
ボトルを振ると充填剤が泡立って、きれいに流すことができません。ゆっくりボトルの壁面を充填剤がなで

るようにすすいでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4726M 
 

 ボトルの上部も図のように傾け、前記 3 と同様に 3 回ほど回転させて、上面と側面の内側を洗浄します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4727M 
 ボトル内の充填剤を廃棄します。 
 ボトル内に白/カラーチューブクリーニングで使用するための充填剤を注入します。このとき、埃やごみが入

らないように手早く作業してください。 
 
＜ご注意＞ 
• 1 つのプリントヘッドの洗浄につき、およそ 250ml の充填剤が必要です。 
• ボトルのキャップは軽く締めてください。 

     
 下記の手順に従って、白/カラーチューブクリーニングを実行します。 
 白/カラーチューブクリーニング後は、埃やゴミが入りにくいように上から清潔な袋（ポリエチレン製）を被

せておくことをお勧めします。 

(1) 
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すべての白を同時に実行 

主な流れは以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

   

   ＜ご注意＞ 

• 個別にチューブクリーニングを実行する場合は、最初の白インク回収が行われません。 
• 2 週間以上の長期保管の場合は、白インクカートリッジを挿入する代わりにキャッピングカートリッジを

挿入してください。 
(1) ボトルに充填剤を入れてください。1 ヘッド洗浄につき、ボトルに少なくとも 250 ml 以上の充填剤が入

っていることを確認してください。 
(2) 廃インクタンク内の廃液量を確認してください。（廃インクタンクの廃液量が半分以下） 
(3) プリンターが［スタンバイ］か［印刷できます］であることを確認してください。 
(4) メニューから［メンテナンス］＞［白チューブクリーニング］を選択して OK ボタンを押します。 
(5) ［すべての白］を選択すると、白インク回収が始まり、カウントダウンが表示されます。しばらくそのま

までお待ちください（所要時間：4 分）。 
(6) インク回収が終了すると、ディスプレーに［メンテナンスカートリッジをセットしてください］が表示さ

れます。W1 の白インクカートリッジを抜き、イラストのように、W1 にメンテナンスカートリッジを白

インクカートリッジの変わりに挿入して OK ボタンを押します。この時、ボトルの底までチューブを挿入

してください。 
＜ご注意＞この時、ボトルの底までチューブを挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0192Y 

メンテナンス 

カートリッジ装着 

 

 

 

チューブ洗浄 

 

 

 

すべての白： 

白インク回収 

 

 

 

白インクカートリッジ挿入または

キャッピングカートリッジ挿入 

GT-381：4 回（W1～W4）、GT-361：2 回（W1、W2）繰り返し 

充填剤導入 

［すべての白］チューブクリーニング（ファームウェア 2.10 以上）  
 

フィルター 

カートリッジ装着 
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(7) 次に［エア導入キャップを閉めます］が表示されます。エア導入キャップが閉じていることを確認して OK
ボタンを押してください。ポンプが回り始め、充填剤が導入されます。 

 
 
 
 
 
 
 
(8) 約 30 秒後にピピッ、ピピッと音がしたら、ディスプレーに［エア導入キャップを開けます］が表示されま

す。エア導入キャップを開けて OK ボタンを押してください。エア（泡）がチューブ内に入って、残った

白インクを洗い流します。1 ヘッドを洗浄するのに約 10 分かかります。 

 

 

 

 

 

 

 
 ピピッ、ピピッと音がして、ディスプレーに［フィルターカートリッジを入れて OK を押してください］が

表示されます。W1 のメンテナンスカートリッジを抜き、W1 に白用フィルターカートリッジを挿入して、

OK ボタンを押してください。エアがチューブ内に入って、残った泡を排出します。 
 ピピッ、ピピッと音がして、ディスプレーに［メンテナンスカートリッジをセットしてください］が表示さ

れます。W1 のフィルターカートリッジを抜き、メンテナンスカートリッジを挿入して OK ボタンを押しま

す。この時、ボトルの底までチューブを挿入してください。 
 ディスプレーに［エア導入キャップを閉じます］が表示されます。エア導入キャップを閉じて、OK ボタン

を押してください。充填剤が再度導入されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 終了すると、ディスプレーに W2 の操作指示が表示されます。W1 のメンテナンスカートリッジを抜いて、

次の白ヘッド W2 にメンテナンスカートリッジをセットし、W1 には十分攪拌した白インクをセットして OK
ボタンを押してください。W1 のチューブクリーニングはこれで完了です。上記のステップを繰り返して他

の白チューブクリーニングを実行します。 
 
＜ご注意＞ 
2 週間以上の長期保管の時は、白インクカートリッジの代わりにキャッピングカートリッジ W（オプション*）
を挿入してください。（“6-1-5.長期保管時に必要なメンテナンス”を参照）（部品コードは“1-3-5.必要な消耗

品とオプション部品”を参照） 
 

洗浄後の白インク導入 

(1) 上記(9)の充填剤が導入されている状態から続けて、白インクを導入します。白インクカートリッジが挿入

されている状態で、メニューから［メンテナンス］＞［洗浄後白インク導入］を選択してください。 
(2) ［すべての白］またはヘッドを個別に選択して OK ボタンを押します。白インクが順次導入されます。 

＜ご注意＞ 
白のイニシャルクリーニングは、充填剤の導入から実行します。白チューブクリーニング後はチューブ内

に充填剤が導入されていますので、イニシャルクリーニングではなく上記のメニューを実行してください。 

0193Y 

0194Y 

0193Y 
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白チューブクリーニングを個別に実行 

(1) ボトルに充填剤を入れてください。1 ヘッド洗浄につき、ボトルに少なくとも 250 ml 以上の充填剤が入

っていることを確認して下さい。 
(2) 廃インクタンク内の廃液量を確認してください。（廃インクタンクの廃液量が半分以下） 
(3) プリンターが［スタンバイ］か［印刷できます］であることを確認してください。 
(4) メニューから［メンテナンス］＞［白チューブクリーニング］を選択して OK ボタンを押します。 
(5) ［白 1（あるいは白 2～白 4）］を選択すると、画面に［メンテナンスカートリッジをセットしてください］、

［エア導入キャップを閉めます］が表示されます。白インクカートリッジを抜き、前ページを参照して、

メンテナンスカートリッジを挿入してください。この時、ボトルの底までチューブを挿入してください。

エア導入キャップが閉じていることを確認してください。 
＜ご注意＞ 
白インク回収はすべての白の時のみ実行されます。 

 
(6) ［すべての白を選択した場合］の(7)～(11)に従って、白 1 のチューブを洗浄し、充填剤を導入してください。 
(7)  終了すると、ヘッドの選択画面に戻ります。前頁の“洗浄後の白インク導入”の手順に従って、十分攪拌し

た白インクを導入してください。他のチューブを洗浄する場合は、上記(5)から(7)までを繰り返し実行します。 
 

6-1-4. 廃インクの処理 
追加で使用するタンクは市販のポリエチレン製のものをお使いください。特にイニシャルクリーニングや白イン

クのチューブクリーニング等のメンテナンスを実行する際には、必ず事前に廃インクタンクの余裕を確認してく

ださい。また、大きいタンクは非常に重くなります。取扱いにご注意ください。 

(1) 新しい廃インクタンクを用意します。 

(2) 廃インクがこぼれないように廃インクチューブを抜き、新しい廃インクタンクに差し込みます。 

＜ご注意＞ 

廃液の流路が確保されていること、またチューブが折れていないことを確認してください。 

(3) いっぱいになった廃インクタンクを取り出して、フタを閉めます。 

(4) 新しい廃インクタンクを所定の位置に設置します。 

＜ご注意＞ 

残余廃棄物ならびに廃インクは、水系廃液として法令に従い適正に処理してください。 不明な場合は、購入先に

ご相談のうえ処理してください。 
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6-1-5. 長期保管時に必要なメンテナンス 
「A.白のデータを印刷せずカラー専用で使用する場合」と「B.プリンターを使わない場合」で必要なメンテナン

スが異なります。 
プリンターを使わない場合は下記の手順に従って保管前の準備をして、必ず 2 週間毎の定期メンテナンスを行っ

てください。再び稼働させるときは、「C. 保管後の再起動」の手順に従ってください。 
 

 保管前の準備 日々のメンテナンス 定期メンテナンス 

A.白のデータ

を印刷しない

で、カラー専用

で使う場合 

カラー側：無 

 

白側：無 

カラー側：無 

 

白側：ノズルチェッ

クパターン

を印刷 

カラー側：無 

 

白側：週 1回の白チューブクリー

ニング  

B.プリンター

を使わない場

合 

カラー側：キャップやワイパーを

掃除して、メンテナン

スユニットにウォッシ

ュ液を封入 

 

白側：チューブ洗浄を行い、チュ

ーブ内に充填剤が封入され

た状態でキャッピングカー

トリッジ※1を挿入 

 カラー側：2週間毎に再度、ヘッ

ドキャップを掃除し

て、メンテナンスユニ

ットにウォッシュ液

を封入 

 

白側：2週間毎に各チューブに充

填剤を再充填して、チュー

ブ内に充填剤が封入され

た状態でキャッピングカ

ートリッジ※1を挿入 

 

＜ご注意＞ 

・［GT-341 モード］は白プリントヘッドが装着されていない場合のモードです。プリントヘッドが装着されてい

る状態で［GT-341 モード］にすると、プリントヘッドを保護する為の動作が無くなり、プリントヘッドのノ

ズル詰まりなどの故障の原因となります。 
・白用キャッピングカートリッジ（※1 オプション、GT-381 で 4 個、GT-361 で 2 個）挿入時は、プリンターを

動作させないでください。プリントヘッドの故障の原因となります。 
・A、B、どちらの場合でも、白インクのトラブルを防ぐために 2 週間毎のメンテナンスを行ってください。 
・ウォッシュ液はインク汚れの掃除に必要不可欠です。常に手元にあるようにしてください。 

 
 
 
A. 白のデータを印刷しないで、カラー専用で使う場合 

 

日々のメンテナンス 

白側のノズルチェックパターンを印刷してください。 
 
定期メンテナンス 

週 1 回 白チューブクリーニング を実施してください。 
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B.プリンターを使わない場合 

 

保管前の準備 

1. まず、白側のチューブクリーニングを実行します。［すべての白］を選択してください。詳細な手順は、“6-1-3. 
白チューブクリーニング：（週 1 回）”をご覧ください。チューブクリーニング終了後、チューブ内に充填剤

が封入された状態で、キャッピングカートリッジ（オプション）を挿入しておきます。 

2. 次に、メンテナンス周りの掃除を行います。メニューから［メンテナンス］＞［ノズル掃除］を選択して

OK ボタンを押します。プラテンが動いて、キャップが下がります。ディスプレーの指示に従って、電源を

OFF し、前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてください。 

3. “6-2-1. ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除”を参照し、白およびカラーのプリントヘッ

ド周りをきれいにしてください。ワイパークリーナーが汚れている場合は新しいものに交換してください。 

4. 次に、メンテナンスユニット内部のインクが固まるのを防ぐために、カラー側のキャップの中にウォッシュ

液を 7～8 滴垂らしておきます。 

＜ご注意＞ キャップの周りにウォッシュ液をこぼさないようにしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0080Y 
5.  ストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じて、電源を入れます。 
6.  初期化が完了したら、電源を OFF にしてプリンターを保管します。 
 

2週間毎の定期メンテナンス 

必ず 2週間毎に以下の定期メンテナンスを行い、白側のチューブに常に新鮮な充填剤が封入された状態にしてく

ださい。 

 

白側：  

1. ボトルに充填剤を入れ、廃インクタンク内の廃液量を確認してください。 

2. メンテナンスカートリッジを挿入して、エア導入キャップを閉じた状態で、メニューから［メンテナンス］

＞［洗浄後白インク導入］で、白インクの代わりに充填剤の導入を行います。 

3. 導入が終わったら、再びキャッピングカートリッジを挿入します。 

すべての白プリントヘッドおよびチューブ内に常に新鮮な充填剤が封入された状態にしてください。 

 

＜ご注意＞ 白インクチューブが白濁している場合はチューブ洗浄をやり直してください。 

カラー側： 

保管前の準備 4～6に従って、キャップの中にインク凝集防止にウォッシュ液を垂らしてください。 

 

再度白のデータを印刷する場合 

再度白のデータを印刷する場合は、後述の”C. 保管後の再起動”を参考に、白インクを導入してください。 
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C. 保管後の再起動 

(1) 白インク側のキャッピングカートリッジあるいは充填剤と混合してしまった白インクカートリッジから、通

常の白インクカートリッジに入れ換えて、プリンターを起動します。充填剤が十分チューブ内に封入されて

いる場合は、キャッピングカートリッジを白インクカートリッジに交換して“6-1-3. 白チューブクリーニン

グ：（週 1 回）”の手順に従って、白インクを導入してください。チューブ内に空気が入ってしまっている場

合は、キャッピングカートリッジを白インクカートリッジに交換して［メンテナンス］＞［イニシャルクリ

ーニング］でまず充填剤を導入してから白インクを導入します。どちらの場合も、ディスプレーの指示に従

ってください。 

(2) 白インクが導入されたら、白・カラー側共ノズルチェックパターンを印刷してください。もし印刷品質が悪

い場合（特にカラー側）は、“7-2-6. ヘッドノズルの掃除”に従いノズル面（プリントヘッドの表面）を掃

除してください。 

＜参考＞ 

2週間以上使わなかったあとのカラー側のオートクリーニングはパワフルクリーニングと同等です。 
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6-2. 清掃と消耗品の交換 
部品、場所 内容 実施時期 

ヘッドキャップ 
ワイパーブレード 

プリンター内部 
清掃 毎週およびワイパークリーナー交換時 

ワイパークリーナー 
フラッシングスポンジ 交換 ワイパークリーナー交換メッセージが出たとき。 

フラッシングスポンジ交換メッセージが出たとき。 

フラッシング受け 
溜まったインクは

廃棄 同上 

ローラーフェルト 
ファンフィルター 交換 

プラテン A～B ローラーフェルト交換メッ

セージが出たとき。 

プラテン C 以下 ワイパークリーナー交換の

メッセージが出たとき。 

フラッシング受けフェルト 全体に廃液が染みわたって吸収力がない場合 

 

6-2-1. ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除 
印刷品質を保つために、毎週ヘッドキャップとワイパーブレードを掃除し、定期的にワイパークリーナーを交換

してください。メンテナンスが不十分な場合、印刷中に廃インクで印刷物が汚れたり不吐出により画質が悪化す

ることがあります。 

(1) メニューから上ボタン、下ボタンを操作して［メンテナンス］を選び、OKボタンを押してください。 

(2) ［メンテ部品の交換］を選び、OKボタンを押してください。プラテンが奥に収納され、ワイパーブレード

が移動します。画面の指示に従って電源を OFFしてください。 

(3)  前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0046Y 

(4) 汚れたワイパークリーナーを廃棄できるように、予めポリ袋をひっくり返して右手にかぶせます。右手で

ワイパークリーナーの右端の持ち手をつまんで右側に数ミリ動かして爪を外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0058Y 

GT-3 Series 118 



6. メンテナンス 

 

(5) 次にワイパークリーナーの左側の爪の引っかかりが外れるように、ワイパークリーナーを左側に数ミリ動

かします。この時、ワイパークリーナーからインクが垂れやすいので、なるべく水平を保ち、ゆっくり行

ってください。 

＜ご注意＞ 
ワイパークリーナーを傾けないでください。廃インクがあふれて手や服につく恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0059Y 

 

 

(6) 左手で、右手にかぶせたポリ袋をワイパークリーナーに素早くかぶせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0060Y 

(7) ポリ袋からインクが垂れないよう注意しながら、プリンターからワイパークリーナーを取り出し、地域の

条例に従って正しく廃却してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0061Y 

＜ご注意＞  
タイミングベルト等をインクで汚さないように、十分気をつけてください。 
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(8) 交換するワイパークリーナーを用意します。クリーンスティック、ウォッシュ液、手袋（フルメンテナン

スキット*）をご用意ください。（* …コード No.は、“1-3-5. 必要な消耗品とオプション部品”を参照し

てください。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0062Y_re-Br2 

(9) 手袋をはめて、クリーンスティック（緑色の平柄のもの）の両面をウォッシュ液で湿らせます。 

＜ご注意＞ 

掃除する際にはウォッシュ液のみをクリーンスティックにつけてください。他の液体（水など）はプリントヘッ

ドを損傷する恐れがありますので使わないでください。 
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(10) クリーンスティックの片面でワイパーブレードの前面を掃除してください。 

(11) クリーンスティックのもう一方の面で、ワイパーブレードの裏側も掃除してください。 

カラーと白は一緒に使わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
0063Y 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0064Y 

(12) 他のキャップ用のクリーンスティックもウォッシュ液をつけ、ヘッドキャップまわりと外側のインクや埃

を掃除してください。クリーンスティックのきれいな 1面をヘッドキャップ 1色の掃除にお使いください。 

＜ご注意＞ 

乾いたクリーンスティックで掃除しないでください。インクや埃をきれいに掃除することが出来ませんし、

プリントヘッドを損傷する恐れがあります。クリーンスティックの汚れがひどい場合は、一旦汚れをやわ

らかい布でふき取り、新たにウォッシュ液をつけてください。 

 

 

 

 

 

 
0065Y 

 

(13) 上記(4)から(6)の逆の手順で、プリンターにワイパークリーナーを装着してください。 

＜ご注意＞ 
 ワイパークリーナー装着時に、タイミングベルトに大きな力が加わらないように気をつけてください。 

 電源を再投入した時にエラーが起こらなければ、ワイパークリーナーの交換は成功です。ワイパーがス

ムーズに動かず異音がしたり、［ワイパークリーナーなし（白／カラー）］などのエラーが表示されたと

きは、ワイパークリーナー正しくセットされていません。電源を OFF して挿入し直して、正しくセッ

トされているかどうか確認してください。 
 

 

 

 

 

 
 

0066Y 
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6-2-2. プリンター内部の掃除 
(1) 消耗品交換、清掃した際、プリンター内部の汚れ状態を確認してください。障害物センサーのフラップの

前後の汚れ、プラテン周辺などの埃や汚れをやわらかい布で水拭きしてください。インクがこびりついて

取れにくい場合は、ウォッシュ液をお使いください。 

＜ご注意＞ 
障害物センサーのフラップの前後が汚れていると Tシャツのロード時に表面を汚す恐れがあります。 

(2) Tシャツトレイの埃を水拭きしてください。 

(3) インクミストで稼動部分（キャリッジローラーが動く面など）が汚れている場合は、やわらかくて清潔な、

ケバのない布に少量のアルコールをつけて、汚れを拭いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) キャリッジガイドシャフトが汚れていたら、やわらかくて清潔な、ケバのない布に少量のアルコールをつ

けて、キャリッジガイドシャフトの汚れを拭いてください。きれいになったら、布にブラザー指定のグリ

スをつけてキャリッジガイドシャフトの表面にグリスがまんべんなく行き渡るようにします。その後 CRス

ピードの調節を行います。詳細な手順は“7-2-9. CRスピードの調節”をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 前面カバーのストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じて、電源を入れてく

ださい。 

(6) 電源が入ったら、ノーマルクリーニングを実施して、ノズルチェックパターンで吐出を確認します。 
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6-2-3. フラッシング受けスポンジとフラッシング受けフェルトの交換 
(1) まずフラッシング受けをプリンターから取り外します。右側を少し持ち上げ 右上へ引き抜きます。 

(2) フラッシング受け内のフラッシング受けスポンジを取り出し、フラッシング受け内部に溜まっているイン

クを捨ててください。新しいフラッシング受けスポンジ（上）をセットし、フラッシング受けを元通りに

プリンターに装着します。フラッシング受けフェルトは汚れがひどい場合は交換してください。 

＜ご注意＞ 
 フラッシング受けの縁にインクや埃が溜まっていると、印刷中にプリントヘッドがその表面を触ること

で吐出不良が起こる恐れがあります。 
 廃棄物は地域の条例に従って正しく廃却してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0067Y 

スポンジ 

フェルト 

フラッシング受け 
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6-2-4. ファンフィルターの交換 
(1) 両手に手袋をはめて、タイミングベルトの手前より左手をいれ、フィルターカバーに手を掛けてください。 

(2) 左手でフィルターカバーのロック(1)を持ち上げ、フィルターカバーをファンと反対方向に回転させ手前に

ひきながらガイド穴を突起より外し、フィルターカバーを取り出してください。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0068Y 

＜ご注意＞ 

フィルターカバーをタイミングベルトに引っかけないよう注意してください。 

(3) フィルターカバーにはめ込まれているファンフィルターの端を摘み、フィルターカバーよりファンフィル

ターを取り外してください。 

取り外したファンフィルターはポリ袋にいれて廃棄してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0069Y 

フィルターカバー 

ファンフィルター 

(1) 
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(4)   交換するファンフィルターをフィルターカバーの形状に合わせ、きめの粗い方を外側に、目の細かい方を

ファンに向くようにはめ込んでください。その後ファンフィルターのまわりを少し手で押し込んでくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0070Y 

 

＜ご注意＞ 

ファンフィルターにはきめの粗い面と細かい面とがあります。粗い面がプラテン側、細かい面がファン側

です。確認してください。 

(5) タイミングベルトの手前よりフィルターカバーを入れ、突起にフィルターカバーのガイド穴を入れ 

ファン側に回転させロックが掛かるまでフィルターカバーをファン側に押し込んでください。 

＜ご注意＞ 

フィルターカバーをプラテン方向にひっぱり、外れない事を確認してください。 

きめの粗い側 

きめの細かい側 
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6-2-5. ローラーフェルトの交換 
(1) 締めねじを 2ヶ所とも外し、フェルト支えを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0071Y 

(2) 古いフェルトを引き剥がします。 

(3) 新しいフェルトを取付面に擦り付けます。フェルト支えが変形しないように注意してください。 

(4) フェルト支えの端面 A をキャリッジ端面 B に当てて位置決めし、締ねじを締め付けます。ねじが緩まない

ようコイン等を使用して確実に締め付けてください。フェルト支えが傾いていないことを確認してくださ

い。 

＜ご注意＞ 

キャリッジローラーが動く面がインクミストで汚れている場合は、やわらかくて清潔な、ケバのない布に

少量のアルコールをつけて、汚れを拭いてください。 

フェルト 

フェルト支え 

フェルト 
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6-2-6. インクカートリッジの交換 
インクの残量が少なくなるとディスプレーのインク残量の表示が点滅を始めます。新しいインクカートリッジ（オ

プション*）を用意し、［インク切れ ＊＊＊＊（色）］が表示されたら交換します。 （*･･･コード No.は“1-3-5. 

必要な消耗品とオプション部品”を参照してください。） 

＜ご注意＞ 
 インクカートリッジは“1-3-5. 必要な消耗品とオプション部品”にある正規品を使ってください。 
 手や印刷メディアがインクに触れないようにしてください。手にインクがついた場合は、石鹸をつけて水洗

いしてください。布についてしまったインクはきれいに取れませんので、取り扱いには十分ご注意ください。  
 印刷中やヘッドクリーニング中などの動作中にインクカートリッジを交換しないでください。プリンターの

故障の原因になります。 
 インクカートリッジを分解しないでください。 

 印刷品質を保つために、毎週およびワイパークリーナー交換時にヘッドキャップとワイパーブレードを掃除

し、ワイパークリーナー、ファンフィルター、ローラーフェルト（4個）、フラッシング受けスポンジ（上）

およびフラッシング受けフェルト（下）を合わせて交換します。もし、ディスプレーに警告が表示された場

合は、手持ちの交換部品で新しいものに交換してください。メンテナンスが不十分な場合、印刷物が汚れた

り不吐出による画質の悪化が発生します。詳細な交換手順は、“6-2-1. ワイパークリーナーの交換とキャッ

プ＆ワイパーの掃除”、“6-2-3.フラッシング受けスポンジとフラッシング受けフェルトの交換”、“6-2-4.フ

ァンフィルターの交換”、“6-2-5.ローラーフェルトの交換”、“6-2-7.エンコーダーストリップの掃除”をご

覧ください。 

 印刷品質を保つために、インクカートリッジには少量のインクが残ります。これは、プリンターの保護なら

びに印刷品質を保つために必要です。ご了承ください。 
 

(1) 新しいインクカートリッジを開封してください。  

＜ご注意＞ 
白インクの成分（顔料）は沈殿します。新品の白インクを開封した時は、カートリッジの上下をひっくり返

して両端を両手でしっかり持ち、内部のインクが十分攪拌されるように左右に 1～2分振ってください。必ず

一本ずつ行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0054Y 
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(2) 使い切ったインクカートリッジをプリンターから抜きます。取手に指をかけて、カートリッジを手前に引き

抜いてください。 

＜ご注意＞ 

使い終わったインクカートリッジは新品に交換する直前まで挿入しておいてください。インクカートリッジ

なしでプリンターを放置するとインク漏れやその他故障の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0055Y 

 

(3) 新しいインクカートリッジの方向、インクの色を確認し、左図のようにカートリッジの下面角を台に乗せ、

水平に奥まで挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0056Y.0057Y 
＜ご注意＞ 
インクカートリッジの色を確認してください。間違った色を挿入してしまうと、画質が悪化し、プリントヘ

ッドへの悪影響の恐れがあります。万一、間違った色のインクカートリッジを挿入してしまった場合、お買

い上げの販売店へご連絡ください。 

(4) 交換したインクが白インク、シアンインク、マゼンタインクの場合、キャップやワイパーを掃除し、カート

ンに同梱されているワイパークリーナーを合わせて交換してください。詳細は、6-2-1.以下をご覧ください。

この定期メンテナンスはプリンターの調子を保つ上で大変重要です。 

 

＜ご注意＞ 
 必要以上にインクカートリッジを抜き差ししないでください。 
 インクカートリッジは地域の条例に従って正しく廃却してください。 

取手 
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6-2-7. エンコーダーストリップの掃除 

印刷中にエンコーダーストリップの読み取りエラーが発生したら、エンコーダーストリップにミストや埃がつい

て読み取りに失敗しています。エンコーダーストリップを掃除してください。 

(1) 同梱のエンコーダークリーナーと純度 95％以上のエタノールを用意します。 

(2)  メニューから上ボタンまたは下ボタンを操作して［メンテナンス］を選び、OK ボタンを押してください。 

(3)  上ボタンまたは下ボタンを操作して［エンコーダーストリップの掃除］を選んで、OKボタンを押してくだ

さい。プラテンが奥へ移動し、ヘッドのキャップが下がります。画面の指示に従って電源を OFF してくだ

さい。 

(4)  両手を使って、前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてくださ

い。 

(5) 手でキャリッジを右端までゆっくり移動させてください。 

＜ご注意＞ 

プリントヘッドのノズル面やキャリッジ下面に付着したインクがプラテン等に垂れる場合があります。 

(6) 下図にある 3ヶ所のツマミネジをコインなどで緩めてください。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
0937D 

 
(7) 両手でエンコーダーカバーＦを持ち、手前に引きながら斜め上方に持ち上げ、エンコーダーカバーＦを本

体より外してください。 

＜ご注意＞ 

キャリッジガイドシャフトに傷をつけないよう、またチューブ、ソレノイドのハーネス、キャリッジモー

ターのハーネスに引っ掛けないよう十分注意してください。また外したエンコーダーカバーＦは水平な場

所に仮置きしてください。 

エンコーダーカバーＦ 

 

ツマミネジ 
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(8) エンコーダークリーナーのフェルトにエタノールを染みこませます。エタノールが全体に行き渡るように 

2ml程度浸み込ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0073Y 

＜ご注意＞ 

必ず純度 95％以上のエタノールを使用してください。 

(9) エンコーダークリーナーの図 A部を指で押し、フェルトとフェルトの間に隙間を設けてください。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

0074Y 

(10) フェルトとフェルトの間の隙間にエンコーダーストリップを平行になるように、またエンコーダーカバー

の内側面にフェルト下部が接触するようにエンコーダークリーナーをセットしてください。指を離すとフ

ェルトがエンコーダーストリップに密着します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0075Y 

(11) エンコーダーストリップの左端より右側に掃除可能な範囲までエンコーダークリーナーを 2～3 往復させ

て掃除を行なってください。再びエンコーダークリーナーの図 A 部を指で押し、エンコーダークリーナー

をエンコーダーストリップより一旦取り外してください。 

＜ご注意＞ 

エンコーダークリーナーはできるだけ水平に保って往復させてください。 

エタノール 

エンコーダーストリップ 

エンコーダーカバー内側面 
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(12) 手でキャリッジを左端までゆっくり移動させてください。 

＜ご注意＞ 

プリントヘッドのノズル面やキャリッジ下面に付着したインクがプラテン等に垂れる場合があります。ご

注意ください。 

(13) 手順(10)，(11)に従い、エンコーダーストリップの右端より左側に手順(12)で掃除ができなかった部分ま

でエンコーダークリーナーを 2～3往復させて手順(12)に従って掃除を行なってください。 

(14) 掃除が完了したら、再びエンコーダークリーナーの図①部を指で押し、エンコーダークリーナーをエンコ

ーダーストリップより取り外してください 

(15) 再度、手でキャリッジを右端までゆっくり移動させてください。 

＜ご注意＞ 

プリントヘッドのノズル面やキャリッジ下面に付着したインクがプラテン等に垂れる場合があります。ご

注意ください。 

(16) 両手でエンコーダーカバーＦを持ち、手順(7)と逆の手順でエンコーダーカバーFを斜め上方より 

チューブに注意して、本体切り欠き穴に差込ながら、ツマミネジのネジ部にエンコーダーカバーＦのＵ溝

（3 ヶ所）を合わせ、エンコーダーカバーＦを水平に戻しながら奥まで押し込んでください。また本体の

突起がエンコーダーカバーＦの穴および長穴と嵌合していることを確認してください。 

(17) 3ヶ所のツマミネジをしっかり締めてください。 

＜ご注意＞ 

エンコーダーカバーＦを手前に少し引っ張り手前に外れてこない事を確認してください。 

(18) 前面カバーのストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてください。指を挟

まないようにご注意ください。前面カバーを閉じたら、電源を入れてください。電源を再投入した時にエ

ラーが起こらなければ、エンコーダーストリップの掃除は成功です。 

 

6-2-8. プラテンシートの交換 
プラテンシートは使っているうちに汚れます。T シャツを汚さないように、適宜新しいプラテンシートに交換し

てください。 

＜参考＞ 

PC の［すべてのプログラム］にある［Brother GT-3 Tools］の［Useful Tools］に、グリッドの印刷データがあ

ります。必要に応じてプラテンサイズにあったグリッドを印刷してください。（“3-3-9. Useful Tools の開き方”を
参照してください。） 
 

(1) プラテンを排出するために、プラテンボタンを押してください。 

(2) プラテンシートと両面テープをプラテンからゆっくりと剥がしてください。もしプラテンシートが固着し

ている場合は、プラテンをプリンターから取り外してから作業してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0077Y 
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(3) プラテンの表面を薄めた洗剤に浸した柔らかい布などで掃除してください。その後、乾いたやわらかい布

で拭いてください。汚れがひどいときは、プラテンをプリンターから取り外してから掃除してください。 

(4) プラテンの表面が完全に乾いてから、プラテンの上に新しいプラテンシートを貼り付けます。 

プラテンシート裏側の剥離紙にスリットがありますので、小さい方の剥離紙の一部を剥がします。接着面

がプラテンに付かないように気をつけながら、プラテンシートの位置決めをして、プラテンの奥側へ貼り

付けます。その後、残りの剥離紙を少しずつ剥がしながら貼ってください。 

＜ご注意＞ 

・プラテンシートはまっすぐ、しわを作らないようにプラテンに貼り付けてください。 
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7. トラブルシューティング 
 

注意 
 本機の前には十分な空間を取り、物を置かないでください。プラテンがぶつかって破損したり、プラ

テンと物の間に手をはさみ、けがの原因となります。 

 動作中はプラテンから手を離してください。プラテンや T シャツトレイと各カバーとの間に手をはさ

み、けがの原因となります。 

 プラテンを手で動かさないでください。本機に深刻な故障を与える原因になります。 

 

通電中は各カバー内に手を入れないでください。可動部に手がふれてけがの原因となります。 

 前面カバーを開けるときは必ず電源スイッチを切り、その後１分間待ってからカバーを開けてくださ

い。ヘッド上部のヒートシンクにふれると、やけどをすることがあります。 

 
前面カバーを閉めるときは指をはさまないように注意してください。指をはさむとけがをする恐れが

あります。 

 インクカートリッジを分解しないでください。 

 インク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・廃液などの液体類を飲まないでください。 

下痢・おう吐する可能性があります。 

またインク・充填剤・ウォッシュ液・前処理剤・廃液などの液体類が目や皮膚に付かないようにして

ください。 

炎症を起こす可能性があります。目に入ったときはこすらずに、すぐに水で洗い流してください。 

子供の手の届かないところに置いてください。 
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7-1. こんなときは 
下記のテーブルを参照してトラブルを解決してください。 

現象 原因 解決策 

PCから印刷データが送信できない 異なるプリンターを選んでいる 印刷メニューでプリンター名を確

認してください。 

USBが接続されていない USB 2.0ケーブルを接続してくださ

い。 

PCや OSが仕様外 “1-3-3. ソフトウェア環境”で PC

動作環境を確認してください。  

仕様外の USB 2.0ケーブルを使って

いる 

仕様に合う USB 2.0 ケーブルを使

用してください。“1-3-4. その他の

必要条件”を参照してください。 

GT-3と PCの間にノイズが発生して

いる 

USB 2.0 ケーブルを一旦抜き、5秒

後に再度接続してください。もし問

題が解決されなければ、GT-3を一

旦電源 OFFにし、5 秒後に再起動し

てください。  

PCが正常に動作しない PCを再起動してください。他の USB

ポート口に接続してください。 

他のUSBデバイスがPCにつながって

いる  

他の USBデバイスを取り外し、PC

を再起動したのち、GT-3 の動作確

認をしてください。  

USBケーブルが不調  別の、あるいは短い USBケーブルを

ご使用ください。 

プリントボタンを押しても印刷が

開始されない 

エラーが表示されている エラーの原因を取り除き、再度行な

ってください。 

［印刷できます］状態でない、ある

いはメニューに入っている 

処理が終了するまでお待ちくださ

い。 

自動ヘッドクリーニング中 ヘッドクリーニングが終わるまで

お待ちください。 

室温が使用条件に合っていない 室温を調整してください。“1-3-1. 

動作環境”を参照してください。 

プリンターがデータを受信していな

い、または受信中（プリントボタン

が点灯状態ではない） 

印刷データの受信が完了するまで

印刷できません。しばらくお待ちく

ださい。 

プリントヘッドが高温になりメッセ

ージ“*ヘッド温度上昇”が表示され

る 

FFCが正しく装着されず、プリント

ヘッド温度が上昇している可能性

があります。電源 OFF し、FFC接続

を確認し、温度が下がるまでお待ち

ください。 

GT-3の電源が入らない 電源がつながっていない 電源コードの接続を確認してくだ

さい。 

前面カバーが開いているまたはしっ

かり閉じていない 

前面カバーを正しく閉じてくださ

い。 

GT-3起動直後にエラーが発生 エラーが発生している “7-4. エラーメッセージ”でエラ

ー内容を確認し、GT-3を再起動し

てください。エラーが解消されない

場合は、お買い上げの販売店にご連

絡ください。 
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現象 原因 解決策 

GT-3起動直後にエラーが発生 

USBメモリー内の印刷データ（AR3

ファイル）が読めない 

USBメモリーが挿入されていない

か、正しく挿入されていない 

USBメモリーを確実に挿入してく

ださい。 

ARPファイルである GT-3は GT-541/GT-782の印刷デー

タを印刷できません。印刷データを

作り直してください。 

USBメモリーの条件に合わない 32GB以下で、FAT32 でフォーマット

されたものをご使用ください 

USBメモリーの不良 PC等で動作を確認してください。 

片方向印刷・双方向印刷できない プリンタードライバーの設定とプリ

ンターの設定が合わない 

プリンターの設定が優先されます。

プリンタードライバーの値が有効

なのは、プリンターの設定が［Auto］

の場合のみです。 
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7-2. 印刷品質問題を解決する 
下記のテーブルを参照してトラブルを解決してください。 

 現象  原因 解決策 

印刷が薄い 画像編集アプリケーションの設定

が不適切、画像が CMYKモードであ

る 

“4-2. アプリケーションの印刷条

件の設定”をご覧いただき、画像を

編集してください。 

印刷条件が不適切、画像データが淡

い（彩度不足） 

“4-3. プリンタードライバーの設

定”をご覧いただき、“画質改善”

で適切な彩度やコントラストを調

整してください。解像度を 1200 x 

1200 dpiで印刷して使用するインク

量を増やしてください。 

インクカートリッジ内のインクが

ない 

“6-2-6. インクカートリッジの交

換”を参照してください。 

印刷物に横筋（隙間）が見える ノズルに不吐出がある 

ノズルチェックパターン（Nozzle 

Check Pattern、“7-2-3.ノズルチェ

ックパターンで印刷品質を確認”）

で不吐出を確認する 

直らなければ、プリントヘッドの掃

除 

ヘッドクリーニングボタンを押す

かメニューの“Head Cleaning”を

実行してください。（“7-2-1. 印刷

品質問題を解決するための手順”を

参照して下さい。）改善しない場合

は、“7-2-2. ヘッドクリーニング”

を行なってください。 

目立ちやすい色である 複合パス印刷にしてください。

“4-3-9. カラーの複合パス印刷”

を参照してください。 

吸水性の高い印刷メディアへ印刷

している 

片方向印刷にしてください。

“7-2-4. 印刷方向の変更”を参照

してください。上記複合パス印刷も

組み合わせてください。 

プラテンの高さが低すぎる 高さセンサーと印刷面とのギャッ

プは 2 mmになるようにプラテンの

高さを調節します。“4-5. Tシャツ

をプラテンに装着”を参照してくだ

さい。プラテン低下セットをお使い

の場合は、元に戻すか、底上げして

ください。 

吐出タイミングが合っていない 吐出タイミング調節をやり直して

ください。ヘッドを交換したり、プ

ラテンを交換したりして、設定値が

合っていない可能性があります。

“7-2-8.プリントヘッド交換後の

調整”を参照してください。 

にじみがある インク量が多すぎる 

綿 100%でない、または薄手の印刷メ

ディアに印刷 

インク量を調整してください。

“4-3-10.カラーインク量の調整”

を参照してください。 

印刷データがないところにインク

がつく（インク染み、横筋など） 

ワイパークリーナーやヘッドキャ

ップからあふれた廃インクでプリ

ントヘッド周りが汚れている 

ノズル面に糸くずがついている 

ヘッド回りを掃除しワイパークイ

ーナーを交換してください。

“6-2-1.ワイパークリーナーの交

換とキャップ＆ワイパーの掃除”を

参照してください。 
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 現象  原因 解決策 

画像の端がぼやけていたり、文字

や直線が二重になったり、粒状感

がひどい。 

プラテンの高さが低すぎる 高さセンサーと印刷面とのギャッ

プは 2 mmになるようにプラテンの

高さを調節します。“4-5. Tシャツ

をプラテンに装着”を参照してくだ

さい。プラテン低下セットをお使い

の場合は、元に戻すか、底上げして

ください。 

Tシャツがインクで汚れてしまった プリントヘッドが Tシャツに擦って

いる 

表面を平らにし、必要ならプラテン

の高さを調節します。“4-5. Tシャ

ツをプラテンに装着”を参照してく

ださい。 

フラッシング受けスポンジが汚れ

ている 

新しいものに交換してください。 

“6-2-3. フラッシング受けスポン

ジとフラッシング受けフエルトの

交換”を参照してください。 
障害物センサーが汚れている 障害物センサーの両面をきれいに

してください。“6-2-2. プリンター

内部の掃除”を参照してください。 

プラテン布が汚れている “6-2-8. プラテンシートの交換”

を参照してください。 

薄い色がだんだん印刷できなくな

った 

比較的高温で非常に乾燥しており、

ノズル面が乾燥しがち 

“7-2-10.フラッシング頻度の設

定”および“7-2-11.フラッシング

吐出量の調節”を参照してくださ

い。 

白がムラになる 前処理剤の塗布にムラがある 均一に塗布してください。“4-6-1. 

前処理剤の塗布”を参照してくださ

い。 

前処理剤の定着後に水分が付着 前処理剤を定着した後に水分がつ

かないようにしてください。

“4-6-1. 前処理剤の塗布”を参照

してください。 

白さが足りない 前処理剤の塗布量が不十分 

 

“4-6-1. 前処理剤の塗布”を参照

してください。 

前処理剤の定着が不十分、ホットプ

レスの温度が低い、圧力が低い 

ホットプレスの実温度を確認して

ください。定着時の圧力を上げてく

ださい。“4-6-1. 前処理剤の塗布”

を参照してください。 

ノズルに不吐出がある 

ノズルチェックパターン（Nozzle 

Check Pattern、“7-2-3.ノズルチェ

ックパターンで印刷品質を確認”）

で不吐出を確認する 

直らなければ、プリントヘッドの掃

除 

ヘッドクリーニングボタンを押す

かメニューの“Head Cleaning”を

実行してください。（“7-2-1. 印刷

品質問題を解決するための手順”を

参照して下さい。）改善しない場合

は、“7-2-2. ヘッドクリーニング”

を行なってください。 

白インクの入れ替えをしていない

白インクの攪拌が不十分 

“6-1-1. 白インクの入れ替えおよ

び吐出の確認（印刷開始前、１日１

回）”を参照してください。 
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7-2-1. 印刷品質問題を解決するための手順 
以下のステップに従って（ステップ 1から 6）問題を解決してください。 

以下の説明はカラーインク側のプリントヘッドを用いて行いますが、白インク側の場合も同様です。 

 

ステップ 1 : インクカートリッジの残量を確認し、ノーマルクリーニングを実行 

通常はヘッドクリーニングで印刷品質問題は解決します。テストパターンの中のノズルチェックパターン（“7-2-3.

ノズルチェックパターンで印刷品質を確認”参照）でどの色に不吐出があるか確認し、1色であればその色だけ、

2 色以上であればヘッドクリーニングボタンで 4 色（“7-2-2. ヘッドクリーニング”参照）のヘッドクリーニン

グを行い、再度ノズルチェックパターンで改善されたかどうか確認します。これを数回繰り返します。解決しな

い場合は次のステップへ。 

 

＜ご注意＞ 

 本機の動作環境を守ってください。湿度が低い場合は加湿器を用いてください。湿度 45%を下回らないよう

にすると、インクの乾燥を防ぐことができます。 

 プリンターは 24枚印刷するごとに自動的にヘッドクリーニングを行います。しかし、環境によってはさら

に頻繁にヘッドクリーニングを行ったほうがよい場合もあります。“7-2-5. オートクリーニング設定の変

更”を参照してください。 

 

 

ステップ 2 : ワイパークリーナーの交換、ヘッド周りの掃除 

ワイパークリーナーはワイパーブレードに付着した廃インクを吸い取ります。ワイパークリーナーの吸引力が落

ちると、汚れたワイパーブレードがプリントヘッドの表面（ノズル）を汚し、これが不吐出やプリントヘッドの

故障を招いてしまいますので、毎週定期的にヘッドキャップとワイパーブレードを掃除し、定期的にワイパーク

リーナーを交換してください。ヘッドクリーニングを何度も行うと、ワイパークリーナーの消耗が激しくなりま

す。ヘッドクリーニングを行っても不吐出が改善しない場合は、新しいものに交換してください。 

確認方法： 

（1） “6-2-1. ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除”に従って、メニュー内の[メンテナ

ンス］＞[メンテ部品の交換]を選択します。 

（2） ワイパークリーナーと同時にキャップやワイパーなどの汚れを掃除します。同時にフラッシング受けス

ポンジやフラッシング受けフエルトの汚れが激しい場合、不吐出に影響している可能性がありますので

交換してください。詳細は“6-2-3. フラッシング受けスポンジとフラッシング受けフェルトの交換”を

参照してください。 

（3） プリンター内部の汚れも確認し、必要に応じて掃除してください。詳細は“6-2-2. プリンター内部の掃

除”を参照してください。 

 

＜ご注意＞ 

ワイパークリーナーを傾けないでください。中の廃インクが手や衣類についてしまう恐れがあります。 

 

（4） ワイパークリーナーを確認し、廃インクでいっぱいでしたら新しいものと交換してください。 

もしワイパークリーナーが新しければ、次のステップへ。 
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ステップ 3 : インクチューブ内の「空気の切れ目」を確認し、パワフルクリーニングを実行 

前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げて前面カバーを開け、インクチ

ューブの中に「空気の切れ目」が長さ 5 mm以上あるかどうか確認してください。その時は、ストップレバーを押

してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてから電源を入れてパワフルクリーニングを実行し、インク

の切れ目をなくします。電源を OFFし、再度前面カバーを開けて、空気の切れ目がなくなっているかどうか確認

してください。ひどい場合はイニシャルクリーニングを行ってインクを入れ換えてください。 

 

＜ご注意＞ 

白側に充填剤を導入する必要はありません。メンテナンスカートリッジを挿入する代わりに、白インクカートリ

ッジのままでイニシャルクリーニングを行い、約 10秒後にストップボタンを押して処理を中断してください。 

 

 

ステップ 4 :  不吐出の状況を確認する 

(1) ノズルチェックパターンで吐出を確認します。（“7-2-3. ノズルチェックパターンで印刷品質を確認”を参

照） 

(2) 不吐出がいつも同じノズル位置の場合、ステップ 5 へ進んでください。不吐出位置が移動する場合は、ノ

ズル内部に空気の気泡が入っている可能性があります。パワフルクリーニングを実行し、改善をノズルチ

ェックパターンで確認してください（“7-2-2. ヘッドクリーニング”を参照）。 

＜参考＞ 

時間に余裕がある場合は、気泡を落ち着かせるためにプリンターを 15-20 分程度放置すると改善する

ことがあります。 

 

一方、ノーマルクリーニング後にノズルチェックパターンを印刷すると不吐出がないのに、大きい印刷デ

ータを印刷すると不吐出が増加する場合は、ステップ 6へ進んでください。 

 

 

ステップ 5 : プリントヘッドのノズルを掃除 

(1) プリントヘッドの表面のノズルをノズルクリーニングキットで掃除します。（“7-2-6. ヘッドノズルの掃

除” を参照）クリーンアプリケーターは新しいものをお使いください。 

(2) ノズルを掃除した後は、空気を巻き込んでいますので、パワフルクリーニングを行ってください。その後

ノズルチェックパターンで吐出を確認します。 

＜ご注意＞ 

ノズルを掃除した後は、ノーマルクリーニングではノズル内の空気を流すことができません。必ずパワフ

ルクリーニングを行なってください。  

これでも問題が解決しない場合は、ステップ 6へ移ります。 

 

 

ステップ 6 : お買い上げの販売店へご連絡ください  

不吐出が発生した時の状況をお伝えください。お客様ご自身がプリントヘッド交換をする場合は、“7-2-7. プリ

ントヘッドの交換”を参照してください。 
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7-2-2. ヘッドクリーニング 
プリンターは 24 枚印刷するごとに、あるいは 2 時間以上の放置後の印刷開始時に、オートクリーニングを行い

ます。（頻度を上げるには、“7-2-5. オートクリーニング設定の変更”を参照。）オートクリーニングでは不十分で、

印刷品質が保てない場合（不吐出、バンディングなど）は、手動で必要なヘッドクリーニングを行ってください。 
 

ヘッドクリーニングボタンを押す 

(1) プリンターが［スタンバイ］か［印刷できます］モードであることを確認してください。 

(2) ヘッドクリーニングボタンを押してください。 

(3) [上ボタン]または[下ボタン]で、“すべてのカラー”、“すべての白”、“すべてのヘッド”lのいずれかを選

んで OKボタンを押してください。メッセージ［ヘッドクリーニング中です］が表示され、選択したプリン

トヘッドのノーマルヘッドクリーニングが実行されます。中断するにはキャンセルボタンを押してくださ

い。 

終了すると、再度［スタンバイ］か［印刷できます］がディスプレーに表示されます。 

 

ノーマル（Normal）/ パワフル（Powerful）クリーニング 

(1) プリンターが［スタンバイ］か［印刷できます］モードであることを確認してください。 

(2) メニューから［ヘッドクリーニング］を選択し、OKボタンを押します。 

(3) 通常の不吐出の場合、[上ボタン]または[下ボタン]で、［ノーマルクリーニング］か［パワフルクリーニン

グ］を選んで OK ボタンを押します。これらの種類は“7-2-1. 印刷品質問題を解決するための手順”の各

ステップで使い分けてください。長期間放置後や、白チューブクリーニング後、あるいはチューブの中に

空気がたくさん入ってしまった場合は、チューブ内のインクを入れ替えるために［メンテナンス］の中に

あるイニシャルクリーニング（初期導入）が必要です。［メンテナンス］＞［イニシャルクリーニング］を

実行してください。 
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(4) [上ボタン]または[下ボタン]で該当するヘッドを選び、OK ボタンを押してください。2 色以上の不吐出が

あった場合は、カラー側あるいは白側を同時にヘッドクリーニングすることをお勧めします。 

メッセージ［ヘッドクリーニング中です］が表示され、ヘッドクリーニングが実行されます。 

終了するとヘッド選択メニューに戻ります。終了する時は、ストップボタンを押してください。 

＜ご注意＞ 

イニシャルクリーニングを実行する際には、必ず事前に廃インクタンクの余裕を確認してください。廃イ

ンクの取扱については、“6-1-4. 廃インクの処理”を参照してください。 

 

7-2-3. ノズルチェックパターンで印刷品質を確認 
ノズルチェックパターンを印刷するとどのプリントヘッド、どの色で問題が発生しているかがわかります。印刷

に白い横筋が見える場合、色が薄い場合（特に白）に実行してください。 

＜ご注意＞ 

 プラテン軸受けとプラテン位置決め板をプラテン低下セットに交換している場合は、かさ上げするか、片方

向印刷するか、または標準のものに戻してください。 

 白側の吐出を確認するには、黒い紙または透明な板などに印刷してください。 

(1) プラテン 14x16を取り付けてください。（“4-4. プラテンの着脱”参照） 

(2) プラテンの高さを“A”の位置にしてください。（“4-5. Tシャツをプラテンに装着”参照） 
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7. トラブルシューティング 

 

(3) A4かレターサイズの紙をプラテンの右端の角に合わせて（A4だとプラテンシートあたりを端に合わせて）

写真のように置いてください。紙が浮き上がりそうな時は、テープで隅を固定してください。また、紙で

なくても、Tシャツでもできます。 
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(4) メニューから[上ボタン]または[下ボタン]で［テスト印刷］を選択し、OKボタンを押してください。 

(5) 上ボタンまたは下ボタンを操作して、［ノズルチェック カラー］または［ノズルチェック 白］を選び、OK

ボタンを押してください。 
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(6) OKボタンを押してノズルチェックパターンを印刷します。 

(7) 印刷された結果を見て、問題を判定します。 

 

カラー側： 

もし白い筋が見えたり（矢印 1） 線が途切れていたら（矢印 2）その色のプリントヘッド（下記写真の場合

はマゼンタ）に不吐出の問題があります。該当するプリントヘッドの問題を解決してください。（“7-2-2. ヘ

ッドクリーニング”を参照） 

（次ページに続く）

1 

A4かレターサイズの紙 

2 
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7. トラブルシューティング 

 

白側： 

カラー同様、下記写真の矢印部分（W1で 1ヶ所、W2で 2ヶ所）で不吐出が発生しています。該当するプリン

トヘッドの問題を解決してください。（“7-2-2. ヘッドクリーニング”を参照） 

 

 

＜参考＞ 

白インクは複数あるのでインク量が多く、カラーインクほど 1 ヘッドあたりの不吐出の悪影響が大きくあり

ません。下記の左（紙）のような不吐出がある状態でも、右（前処理塗布済みの布帛）のように、問題なく

印刷できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

各ヘッドに 1-2ヶ所の不吐出がある（左）が、実際の印刷（右）では目立ちにくい 

以下のような場合には必ずヘッドクリーニングを実行してください。 

   

 

 

上下に連続して不吐出があり、 

帯状に「抜け」がある場合 

隣同士のヘッドが同じノズル位置で

不吐出がある場合 

GT-3 Series 142 



7. トラブルシューティング 

 

7-2-4. 印刷方向の変更 
袖や縁を避けるためにプリントヘッドと印刷メディアのギャップを広めに開けなければならない場合、印刷結果

がぼやけたり粒状感が出てしまいます。また吸水性の高いものに印刷する場合、細かい白筋が発生してしまいま

す。このような場合は、片方向印刷を選んでください。印刷時間はかかりますが、画質はある程度保つことがで

きます。印刷メディアの一番高い位置と障害物センサーとのギャップ（隙間）が 2 mm程度になるようにプラテン

の高さを調整してください。 

また、印刷データを作る時に片方向印刷することが分かっている場合はプリンタードライバーの詳細設定メニュ

ーから指定することができます。プリンターの設定が［自動］である時に有効です。詳細は“4-3. プリンタード

ライバーの設定”および“4-3-14.片方向印刷の指定”を参照してください。 

(1) メニューから[上ボタン]または[下ボタン]で［印刷方向設定］を選択し、OKボタンを押してください。 

(2) [上ボタン]または[下ボタン]で常に片方向印刷にしたい場合［常に片方向］を、常に双方向印刷にしたい

場合は［常に双方向］選択します。次に設定を修正するまで、この値が保持されます。  
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＜参考＞ 

 片方向印刷の場合は、アイコンが表示されます。 

 印刷方向のデフォルト値は［自動］で、プリンタードライバーの指定が有効です。 

 設定はプリンター側が優先されますプリンタードライバーで片方向印刷が指定されていても、プリンター側

の設定が［常に双方向］であれば、双方向印刷です。 

 

7-2-5. オートクリーニング設定の変更 
GT-3 は 24 枚の印刷ごとに自動的にヘッドクリーニングを行います。しかし、環境によっては、さらに頻繁に自

動ヘッドクリーニングを行う必要があることもあります。このような状況では、自動ヘッドクリーニングの頻度

を上げるように設定を変更してください。 

(1) メニューから[上ボタン]または[下ボタン]で［プリンター設定］を選択し、OK ボタンを押してください。 

(2) [上ボタン]または[下ボタン]で［オートクリーニング設定］を選択し、OKボタンを押してください。 

以下のように表示されます。 
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(3) [上ボタン]または[下ボタン]で、頻度を 1から 24の間で変更し、OKボタンを押してください。 

オートクリーニングの頻度が上記で設定された値に変わります。 

＜ご注意＞ 

ヘッドクリーニングの回数が増えると、ワイパークリーナーの交換時期も早まります。 
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7. トラブルシューティング 

 

7-2-6. ヘッドノズルの掃除 
ノズルクリーニングキットを用いてプリントヘッドのノズル（インク吐出部分、写真の赤枠内に示す）を掃除し

てください。 

＜ご注意＞ 

プリントヘッドのノズルは繊細でかつ高価です、掃除の際には、取り扱いに十分ご注意ください。ノズルの掃除

は、“7-2-1. 印刷品質問題を解決するための手順”のステップで必要なときのみ行なってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) プリンターが［スタンバイ］か［印刷できます］モードであることを確認してください。 

(2) メニューから［メンテナンス］を選択し、OKボタンを押します。 

(3) [上ボタン]または[下ボタン]で［ノズル掃除］を選択し、OKボタンを押してください。 

プラテン、キャリッジとワイパーブレードが移動します。ディスプレーに以下のように表示されます。 
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(4) プリンターの電源を OFFしてください。 

(5) 前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてください。 

(6) ノズルクリーニングキットを開けてください。手袋をはめ、クリーンアプリケーター（丸型）にたっぷり

ウォッシュ液をつけてください。 
 

＜ご注意＞ 

 ノズルクリーニングキットは白・カラー共通です。 

 メンテクリーニングキットのクリーンスティック（緑色の柄の平型）ではなく、ノズルクリーニングキ

ット同梱のもの（丸型）をお使いください。 

 掃除する際にはウォッシュ液のみをクリーンアプリケーターにつけてください。他の液体（水など）は

プリントヘッドを損傷する恐れがありますので使わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たっぷり含ませる 
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(7) ノズルプレートを、ウォッシュ液をつけたクリーンアプリケーターでクリーニングします。ノズルプレー

トの表面についているインクや固まりが取り除かれ、ノズルプレートがきれいになるまで優しく表面をな

でるように掃除してください。途中、やわらかくて清潔なケバのない布でクリーンアプリケーターについ

た汚れをぬぐいとり、またウォッシュ液をつけて掃除します。1 色のヘッドに 1 本のクリーンアプリケー

ターをお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

GT-381の W3および W4のノズルは、プラテンで隠れて見えにくい状態です。キャリッジを手で押してノズ

ルが見える位置までキャリッジを左に移動させてから掃除してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

作業中に、障害物センサーに触らないように気をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) キャップの周囲など、プリントヘッド周りが汚れていたら、掃除をしてください。通常のクリーンスティ

ック（緑色の柄の平型）のものでも、今使った丸型のクリーンアプリケーターでも構いません。（“6-2-1.

ワイパークリーナーの交換とキャップ＆ワイパーの掃除”を参照）。また、フラッシング受けの縁や障害物

センサーのフラップの前後がインクや埃で汚れていたら、やわらかい布で水拭きしてください 

(9) ストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてください。 

(10) 電源を入れてください。初期化でキャリッジがメンテナンスユニット上に移動します。 

障害物センサー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W3、W4 のヘッド 
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(11) すべてのヘッドのパワフルクリーニングを行って、気泡やウォッシュ液を洗い流します。その後ノズルチェ

ックパターンを印刷して不吐出を確認してください（“7-2-3. ノズルチェックパターンで印刷品質を確認”

を参照）。その後は必要なノズルクリーニングを行い、印刷品質を回復してください 

 

7-2-7. プリントヘッドの交換 
下記の手順でヘッドを交換します。詳細はお買い上げの販売店にご連絡ください。 

＜重要＞ 

・プリントヘッドは大変壊れやすいです。取扱に十分ご注意ください。 

・メンテナンスユニット上でプリントヘッドを着脱しないでください。 

ワイパークリーナー(2)とプリントヘッドが干渉し、プリントヘッドが破損する恐れがあります。 

メニュー操作に従うか、またはキャリッジをフラッシング受け(1)の上に手動で移動させてから着脱してくださ

い。 

* メンテナンスユニット上で作業しなければならない場合は、必ず先にワイパークリーナー(2)を外し、 

キャップ(3)が一番下にある状態で行なってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の手順でプリントヘッドを交換します。 

 

 

カラー側の交換  

(1) 電源をOFFし、前面カバーを持ち上げてストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてください。 
(2) 新しいヘッドを箱から取り出します。基板類に触らないように同梱の手袋をはめてフィッティングやカバー

を外してください。ヘッド上のチューブについているフィッティングは交換作業中に使用します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フィッティング 

キャリッジ

はここへ 

0028N 
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(3) チューブコネクター(1)（ヘッド上部の白い部品）を 90 度回転させ（左図）、垂直に引き上げてチューブをヘ

ッドから外し（右図）、(2)で外したフィッティング(2)をチューブにはめてください。チューブを抜く時に無

理やり引っ張るとチューブとヘッドとの接合部が折れる可能性があります。少しずつ回転させるように、真

上に引き抜いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) ストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてください。 
(5) プリンターの電源を入れます。 
(6) メニューの［ヘッドクリーニング］から［パワフルクリーニング］を選び、交換するプリントヘッド内のイ

ンクを排出します。 
3 回繰り返して実行します。 
 
＜ご注意＞ 
外したヘッドを輸送する場合は、ヘッド内のインクが漏れて周りを汚さないように梱包してください。 
 

(7) メニューの［メンテナンス］から［ヘッド交換］を選択し、OK ボタンを押します。 

(8) キャリッジがフラッシング受けの上に移動します。ディスプレーの表示に従って、電源を OFF してください。 
(9) 前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてください。   
(10) 手袋を外し、本体の金属部分（本体カバーなど）に触れて静電気を逃してください。静電気防止用のリスト

ストラップがあれば装着してください。 
(11) キャリッジ基板の上にある樹脂カバーを外します。白いケーブルのハーネスを抜いて（左図）、左右端にある

爪[4 個]を外してください（右図）。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チューブコネクター 

フィッティング 
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(12) キャリッジ基板下側の、ねじについているシリコンチューブを外し（左図）、カバーの穴をねじから外して（右

図）、樹脂カバーを外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13) 交換するプリントヘッドのフラットケーブルの両端にある黒いコネクタタブを手前にずらし、フラットケー

ブルを取り外してください。（以下例：ブラック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(14) プリントヘッドを固定しているレバーを外します。手前に動かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レバー 
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(15) プリントヘッドのノブをキャリッジ内側へ押し（左図）、ノブをつまんで、全体を上方に引き上げるようにし

て本体から取り外します（右図）。この時、ノズルが破損する可能性がありますので、プリントヘッド下面が

他の部品に接触しないようにご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16) 新しいプリントヘッドを本体に取り付けます。ヘッド奥にあるＶ字溝を位置決めピンに合わせます（右図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(17) プリントヘッド(6)のノブをつまんで（左図）、手前左側の位置決めピン(5)の内側に当たるように下へ押して、

カチッと板ばね(7)で固定されるように上から押します。（右図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノズル面 

 

V字溝 

 

位置決めピン 

 

右から左へ滑り込ませるようにノブ

で押さえます。 

位置決めピン 

 

板バネ 

位置決めピン 

板バネ 

プリントヘッド 
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(18) レバーを回転させてプリントヘッドを固定します。 

(19) 保護フィルムを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(20) 3.でチューブにつけたフィッティングを外し、チューブとプリントヘッドを接続してチューブコネクターを 
90 度回転させて固定します。 

(21) 手袋を外し、フラットケーブルをキャリッジ基板に接続します。端子面（銀色の側）が上向きになるように

手で持ち（左図）、まっすぐコネクタに挿入して左右のタブ部分を押し込んで（右図）固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重要＞ 

フラットケーブルが斜めにならないように注意してください。プリントヘッドへの電流が不安定になり、ヘッド

高温のエラーが発生したり、不吐出の発生、または破損することがあります。また、何度もやり直すと金属部分

が破損することがあります。 

 

(22) キャリッジ基板に樹脂カバーを取り付けます。内側にカールするようにキャリッジ基板に乗せて（左図）、基

板右手前にあるコンデンサー（黒い大きな部品）を樹脂カバーの穴に通します（右図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(23) 樹脂カバーの奥側の折り目がキャリッジ基板下の金属板をつつみ込むようにセットしてください。 
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(24) 樹脂カバーの前側左右の穴にねじを通して（左図）、(12)で外したシリコンチューブをはめてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(25) 12.で外した 4 つの爪をはめて（左図）、最後にハーネスを接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(26) ストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてください。 
(27) プリンターの電源を入れます。 
(28) メニューから［メンテナンス］＞［イニシャルクリーニング］を選び、インクを導入します。  
(29) 作業中に他のプリントヘッドの表面が乾燥していますので、すべてのヘッドのノーマルクリーニングを実行

します。 
(30) ノズルチェックパターンを印刷して、交換したプリントヘッドが正常に動いたかどうか確認してください。

（“7-2-3. ノズルチェックパターンで印刷品質を確認”を参照)  
(31) 確実に吐出することを確認したら、今度はスタンダードチェックパターン（Standard Check Pattern）を印

刷し、プリントヘッドのアライメント（位置）を確認します。 

 

＜ご注意＞ 

プリントヘッドのアライメントが正確でないと、プリンターは「版ずれ」を起こし、正しく印刷することが

できません。 

下記の例は、シアンのプリントヘッドが手前にずれている例です。 16.の手順（確実にプリントヘッドを奥

の位置決めピンに当てているか）を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(32) 印刷品質が確認できれば、次の手順、“7-2-8. プリントヘッド交換後の調整”へ進み、ヘッド交換を完了させ

ます。印刷品質に問題がある場合は、トラブルシューティングを行ってください。 

 

 

シリコンチューブ 

シアンが上にあるため、マゼンタと 

イエローが下がっているように見える。 



7. トラブルシューティング 

 

白側の交換  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0083Y 

 

(1) 電源を OFF し、前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてくださ

い。 
(2) 新しいヘッドを箱から取り出します。基板類に触らないように同梱の手袋をはめてフィッティングやカバー

を外してください。ヘッド上のチューブについているフィッティング(A)は交換作業中に使用します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) チューブコネクター（ヘッド上部の白い部品）を 90度回転させ（左図）、垂直に引き上げてチューブをヘッ

ドから外し（右図）、(2)で外したフィッティングをチューブにはめてください。チューブを抜く時に無理や

り引っ張るとチューブとヘッドとの接合部が折れる可能性があります。少しずつ回転させるように、真上に

引き抜いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) ストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてください。  
(5) プリンターの電源を入れます。 
(6) メニューの［ヘッドクリーニング］から［パワフルクリーニング］を選び、交換するプリントヘッド内のイ

ンクを排出します。 
3 回繰り返して実行します。 
 
＜ご注意＞ 
外したヘッドを輸送する場合は、ヘッド内のインクが漏れて周りを汚さないように梱包してください。 

＜重要＞ 

白側のプリントヘッドはキャリッジの

後ろ側にあります。左図のように、キャ

リッジの左側面から確認しながら作業

してください。プリントヘッドの取り外

しおよび装着時にはノズル面が何かに

ぶつかって破損しないよう、十分ご注意

ください。 

フィッティング 

チューブコネクター 
フィッティング 
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(7) メニューの［メンテナンス］から［ヘッド交換］を選択し、OK ボタンを押します。 
(8) キャリッジがフラッシング受けの上に移動します。ディスプレーの表示に従って電源をOFFしてください。 
(9) 前面カバーを持ち上げて、ストッパーでロックされるまでカバーを上に押し上げてください。 
(10) 手袋を外し、本体の金属部分（本体カバーなど）に触れて静電気を逃してください。静電気防止用のリスト

ストラップがあれば装着してください。 
(11) カラー側の交換の 11.から 12.までを参考に、樹脂カバーを取り外してください。  
(12) 交換するプリントヘッドのフラットケーブルの両端にある黒いタブ部分を手前（本体奥側）に引っ張って外

し、フラットケーブルを取り外してください。（以下例：W2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(13) プリントヘッドを固定しているレバー(3)を外します。矢印の方向（本体奥側）に動かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(14) プリントヘッドのノブをキャリッジ内側へ押し（左図）、ノブをつまんで、全体を上方に引き上げるように

して本体から取り外します（右図）。この時、ノズルが破損する可能性がありますので、プリントヘッド下

面が他の部品に接触しないようにご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(15) 新しいプリントヘッドを本体に取り付けます。片手で新しいプリントヘッドを持ち（左図）、もう片方の手

でチューブを押さえながら（中図）、プリントヘッドを固定する位置に移動させます（右図）。 
プリントヘッドの固定方法は、カラー側の 16.17.18.を参考にしてください。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご注意＞ 

上図のように、プリントヘッドの上部からチューブをくぐらせるように移動させてください。左斜め前から

ヘッドを後ろ向きに傾斜させて移動すると、キャリッジに固定しやすくなります。ノズル面の破損にご注意

ください。チューブを折らないように注意してください。 

レバー 
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(16) 下図のようにヘッドが固定できたら、レバーを回転させてプリントヘッドを固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(17) カラー側の交換 19.から 25.までを参照し、保護フィルムを外し、フラットケーブルを接続してキャリッジ基

板の樹脂カバーをセットします。 

 

＜重要＞ 

フラットケーブルが斜めにならないように注意してください。プリントヘッドへの電流が不安定になり、ヘ

ッド高温のエラーが発生したり、不吐出の発生、または破損することがあります。また、何度もやり直すと

金属部分が破損することがあります。 

 

(18) ストップレバーを押してロックを外し、両手を使って前面カバーを閉じてください。 

(19) プリンターの電源を入れます。 

(20) メニューから［メンテナンス］＞［洗浄後白インク導入］を選び、インクを導入します。  

(21) 作業中に他のプリントヘッドの表面が乾燥していますので、すべてのヘッドのノーマルクリーニングを実行

します。 

(22) ノズルチェックパターンを印刷して、交換したプリントヘッドが正常に動いたかどうか確認してください。

（詳細は“7-2-3. ノズルチェックパターンで印刷品質を確認”を参照)  
(23) 確実に吐出することを確認したら、今度はスタンダードチェックパターンを印刷し、プリントヘッドのアラ

イメント（位置）を確認します。プリントヘッドの位置がずれていると、カラー印刷の下に白インクがはみ

出してしまいます。確実に 4 個（GT-381)あるいは 2 個（GT-361)の位置が揃っていることを確認してくだ

さい。カラー側の確認の仕方を参照し、どこか画像が太く印刷されているところがないか、確認してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(24) 印刷品質が確認できれば、次の手順、“7-2-8. プリントヘッド交換後の調整”へ進み、ヘッド交換を完了させ

ます。印刷品質に問題がある場合は、トラブルシューティングを行ってください。 
 

 

白ヘッドの場合、位置がずれると右の文

字が太くなる。（サンプルはカラー） 
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7-2-8. プリントヘッド交換後の調整 
プリントヘッドの吐出タイミングを調整します。プリントヘッド交換後だけでなく、プラテンシートを交換した

り、プラテンを交換した時に画像がはっきりしない（二重写り、粒状感）場合などに調整してください。 

(1) プリンターが PCに USB 2.0ケーブルで接続されていることを確認してください。 

(2) A4 またはレターサイズの紙を数枚（黒紙あるいは透明な板と白い紙）と、紙を固定するテープと濃色の T

シャツをご用意ください。 

(3) ［Brother GT-3 Tools］の中のメンテナンスツール［GT-3 Maintenance］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) メンテナンスのメイン画面で［吐出タイミングの調整］を選択後、［次へ］をクリックして画面のダイアロ

グの指示に従って実行してください。終了後、今度は［白とカラーの位置合わせ］を同様に選択して実行

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 調整が完了すると、上記メンテナンスのメイン画面に戻ります。［閉じる］ボタンで終了してください。 
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7-2-9. CR スピードの調節 
プリンター内部のキャリッジシャフトを掃除した場合、またはサービス担当より求められた場合に、実行してく

ださい。掃除の仕方については、“6-2-2. プリンター内部の掃除”を参照してください。 

 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 

(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［CRスピード調節］を選び、［OKボタ

ン］を押してください。下記のメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

0025Y 

 

(3) キャリッジの動作が終了して、ポーン音がするまでお待ちください。 

 

7-2-10. フラッシング頻度の設定 
フラッシングは印刷品質を保つために必要です。初期設定は湿度 45％環境を基準としています。湿度が 45％未満

の環境で印刷する場合、乾燥により印刷品質が乱れることがあります。加湿器で周辺の湿度を上げることをお勧

めしますが、印刷中のフラッシング頻度（フラッシングから次のフラッシングまでの間隔）を増やすことで、印

刷品質を向上できることがあります。逆に湿度の高い場所ではフラッシング頻度を減らすことができます。ただ

し，印刷による確認が必要です。 

 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 

(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［フラッシング間隔の設定］を選び、

［OKボタン］を押してください。 

 

 

 

 

 

 

0018Y 

 

 

(3) 通常は［40 スキャン毎（標準）］です。湿度が低いときは［20 スキャン毎］，湿度が高いときは［52 スキ

ャン毎］を［上ボタン］または［下ボタン］を操作して選択します。変更後、テスト印刷をして問題のな

いことを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

0019Y 

 

＜ご注意＞ 

印刷開始時に印刷が乱れるときは、フラッシング吐出量の調節で、フラッシングを増やしてください。 

印刷途中で印刷が乱れるときは、フラッシング頻度を増やしてください。 

GT-3 Series 156 



7. トラブルシューティング 

 

7-2-11. フラッシング吐出量の調節 
フラッシングは印刷品質を保つために必要です。初期設定は湿度 45％環境を基準としています。湿度が 45％未満

の環境で印刷する場合、乾燥により印刷品質が乱れることがあります。加湿器で周辺の湿度を上げることをお勧

めしますが、印刷前のフラッシング吐出量を増やすことで、印刷品質を向上できることがあります。逆に湿度の

高い場所ではフラッシング吐出量を減らすことができます。ただし，印刷による確認が必要です。 

 

(1) プリンターの操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 

(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［フラッシング量の設定］を選び、［OK

ボタン］を押してください。 

 

 

 

 

 

 

0020Y 

 

(3) 通常は［標準］です。［上ボタン］または［下ボタン］を操作して湿度が低いときは［多め］，湿度が高い

ときは［少なめ］を選択し、［OK ボタン］を押してください。変更後はテスト印刷をして問題のないこと

を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

0021Y 

 

＜ご注意＞ 

印刷開始時に印刷が乱れるときは、フラッシング吐出量の調節で、フラッシングを増やしてください。 

印刷途中で印刷が乱れるときは、フラッシング頻度を増やしてください。 
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7-2-12. 白インク入れ替え設定 
［白インクの入れ替え］は白インクの白さを保つために必要です。その際に必要な白インクの廃棄量は、プリン

ターの使用状況によって変わります。 

目安として、GT-3を毎日ご使用いただくことでチューブ内の白インクが常時入れ替わっており通常の［白インク

の入れ替え］後の印刷で白さが十分に出ている場合、廃棄量を標準値 100%よりも減らすことができます。逆に、

［白インクの入れ替え］後に白さが不十分な場合、その後ヘッドクリーニングを繰り返すよりも 1回の入れ替え

量（廃棄量）を増加させたほうがトータルコストを減らすことができます。 

 

(1) プリンターの左側の操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 

(2) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［プリンター設定］＞［白インク入れ替え設定］を選び、［OK

ボタン］を押してください。 

 

 

 

 

 

 

0022Y 

 

(3) 標準は 100％です。50％～120％の間で設定できます。［上ボタン］または［下ボタン］を操作して量を調

整し、［OK ボタン］を押してください。変更後は数日間プリンターを運用して問題のないことを確認して

ください。 

 

 

 

 

 

 

0023Y 

 

＜ご注意＞ 

プリンターの状況が変わった場合、2-3日（週末）放置後は設定を 100%またはそれ以上に戻してください。 
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7-2-13. ログファイルの取得 
プリンターに不具合があった場合、サービス担当からログファイルの取得を求められることがあります。USB メ

モリーを使って、プリンターのログデータをファイルに保存してください。プリンターを自動的に識別するファ

イル名（拡張子.zlgまたは.log）ができます。 

 

(1) USBメモリーを USBメモリー挿入口に差し込んでください。 

(2) プリンターの左側の操作パネル上の［OKボタン］を押してメニューに入ってください。 

(3) ［上ボタン］または［下ボタン］を操作して、［メンテナンス］＞［ログファイル取得］を選び、［OKボタ

ン］を押してください。 

 

 

 

 

 

 

0024Y 

 

(4) プリントボタンが点滅している間、ログデータを書き込んでいます。プリントボタンの点滅が終了し、終

了のポーン音が鳴るまでしばらくお待ちください。 

(5) USBメモリーに保存されたログファイルを取り出し、サービスに送付してください。 

 

＜ご注意＞ 
プリントボタンが点滅している間は、絶対に USBメモリーをプリンターから抜かないでください。USBメモリー

が破損し、内部のデータが読めなくなる可能性があります。 
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7-3. アプリケーショントラブルの解決 
“4. アプリケーションから直接印刷する”の各アプリケーションのページもご覧ください。 

現象 原因 解決策 

Adobe Illustrator 10 で印刷

データが 90 度回転してしま

った  

プリントセットア

ップまたはドキュ

メントセットアッ

プが不適切 

Adobe Illustrator 10 の場合、下記の手順に従って印刷デ

ータを作り直してください： 

(1) ［ファイル］＞［プリントセットアップ］を開きます。 

(2) GT-3を選び、［OK］を押します。 

(3) ［ファイル］＞［ドキュメントセットアップ］を開き

ます。 

(4) ［プリントのセットアップを使う］をクリックします。 

(5) “用紙の方向”,“幅”と“高さ”を確認し、正しくな

ければプラテンサイズに調節して［OK］を押します。

印刷データが確認できるようにファイル出力用のプリ

ンタードライバーをお勧めします。 

Adobe Illustrator CS で印刷

データが 90 度回転してしま

った 

プリントセットア

ップまたはドキュ

メントセットアッ

プが不適切 

Adobe Illustrator CSの場合, 用紙が横置きで作った画像

が正しく印刷されないことがあります。下記の手順に従っ

て、印刷データを作り直してください： 

(1) ［ファイル］＞［プリント］を開きます。 

(2) 用紙サイズが “プリンタードライバーで定義”である

ことを確認します。 

(3) 用紙の方向を縦にします。 

(4) プラテンサイズを変更しない場合は(8)へ、変更する場

合は“プリンター．．．”をクリックし、警告画面で“続

行”をクリックすると印刷画面が表示されます。 

(5) “詳細設定”をクリックします。 

(6) プラテンサイズをプリンタードライバー画面から変更

し［OK］をクリックします。 

(7) プリント画面の［プリント］をクリックします。 

(8) 印刷データ確認のためファイル出力用のプリンタード

ライバーでプレビューを確認し、印刷を実行します。 

プラテンサイズが 10×12 に

なってしまうことがある（印

刷データが小さいとき）  

―― 

プラテンサイズを確認してから印刷データをプリンターに

送ってください。ファイル出力用のプリンタードライバー

がお勧めです。 

Adobe Illustrator で思った

位置に印刷されない、または

データがエラーになる 

―― 

“4-2-4. Adobe Illustrator”を参照してください。 

Photoshop にはいくつかの設

定画面があるが、事前に

Windows の印刷設定（コント

ロールパネル）で設定した値

がアプリケーションの値と合

わないことがある 

―― 

アプリケーションの印刷ダイアログで設定した値が有効で

す。 

できあがった印刷データ

(.ar3)がとても大きい ―― 

1200dpi×1200dpiの画像になると、600dpi×600dpiよりも

印刷データは 4 倍になります。印刷サイズをご確認くださ

い。 

CorelDRAW 11 や 12 で、歪曲

したアウトラインを多用した

画像の印刷が欠けてしまう 

―― 

CorelDRAWを X3(13)以上にアップグレードしてください。 
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7-4. エラーメッセージ 
GT-3のエラーメッセージ一覧です。解決策が「＊」マークのものは、エラーコードとメッセージを控えてお買い

上げの販売店へご連絡ください。 

 

エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

1000 （アイコン点滅 K） ブラックインクの残り少 新しいブラックインクを用意してください。 

1001 （アイコン点滅 M） マゼンタインクの残り少 新しいマゼンタインクを用意してください。  

1002 （アイコン点滅 C） シアンインクの残り少 新しいシアンインクを用意してください。 

1003 （アイコン点滅 Y） イエローインクの残り少 新しいイエローインクを用意してください。 

1004 （アイコン点滅 W1） 白 W1 インクの残り少 

新しい白インクを用意してください。 
1005 （アイコン点滅 W1） 白 W2 インクの残り少 

1006 （アイコン点滅 W3） 白 W3 インクの残り少 

1007 （アイコン点滅 W4） 白 W4 インクの残り少 

1030 K ヘッド温度上昇 ブラックヘッド注意温度 

温度が下がるまでお待ちください。プリントヘッド
のフラットケーブルが正しく接続（挿入）されてい
るか確認してください。問題が解決しない場合は、
お買い上げの販売店へご連絡ください。 

1031 M ヘッド温度上昇 マゼンタヘッド注意温度 

1032 C ヘッド温度上昇 シアンヘッド注意温度 

1033 Y ヘッド温度上昇 イエローヘッド注意温度 

1034 W1 ヘッド温度上昇 W1 ヘッド注意温度 

1035 W2 ヘッド温度上昇 W2 ヘッド注意温度 

1036 W3 ヘッド温度上昇 W3 ヘッド注意温度 

1037 W4 ヘッド温度上昇 W4 ヘッド注意温度 

1051 CR モーターの交換時期 キャリッジモーターの交換時
期  ＊ 

1060 気温が低すぎます 気温が印刷保証範囲よりも低
い  部屋の温度を上げてください。 

1061 気温が高すぎます 気温が印刷保証範囲よりも高
い 部屋の温度を下げてください。 

1070 バッテリーの交換時期 メイン基板上のバッテリーの
交換時期 ＊ 

1080 RTCがセットされていませ
ん 内部時計が未設定 ＊ 

1100 ポンプチューブの交換時期 ポンプチューブの交換時期 ＊ 

1111 チューブ洗浄してください 
W1 

W1 のチューブクリーニングが
必要な状態 W1 のチューブクリーニングを実行してください。 

1112 チューブ洗浄してください 
W2 

W2 のチューブクリーニングが
必要な状態 W2 のチューブクリーニングを実行してください。 

1113 チューブ洗浄してください 
W3 

W3 のチューブクリーニングが
必要な状態 W3 のチューブクリーニングを実行してください。 

1114 チューブ洗浄してください 
W4 

W4 のチューブクリーニングが
必要な状態 W4 のチューブクリーニングを実行してください。 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

1200 メンテ部品を交換してくだ
さい 

メンテ部品の交換・掃除が必要 “6-2. 清掃と消耗品の交換”を参照して、メンテ部
品の交換・掃除をしてください。 

1201 メンテ部品を交換してくだ
さい 

1210 ファンが故障しました 排気ファンの異常 ＊ 

2000 カートリッジなしブラック ブラックインクがない ブラックインクカートリッジを挿入してください。 

2001 カートリッジなしマゼンタ マゼンタインクがない マゼンタインクカートリッジを挿入してください。 

2002 カートリッジなしシアン シアンインクがない シアンインクカートリッジを挿入してください。 

2003 カートリッジなしイエロー イエローインクがない イエローインクカートリッジを挿入してください。 

2004 カートリッジなし白 1 白 W1 インクがない 

白インクカートリッジを挿入してください。 
2005 カートリッジなし白 2 白 W2 インクがない 

2006 カートリッジなし白 2 白 W3 インクがない 

2007 カートリッジなし白 4 白 W4 インクがない 

2020 インク切れブラック ブラックインクが空 新しいブラックインクに交換してください。 

2021 インク切れマゼンタ マゼンタインクが空 新しいマゼンタインクに交換してください。 

2022 インク切れシアン シアンインクが空 新しいシアンインクに交換してください。 

2023 インク切れイエロー イエローインクが空 新しいイエローインクに交換してください。 

2024 インク切れ白 1 白 W1 インクが空 

新しい白インクに交換してください。 
2025 インク切れ白 2 白 W2 インクが空 

2026 インク切れ白 3 白 W3 インクが空 

2027 インク切れ白 4 白 W4 インクが空 

2041 ワイパークリーナーなし
（カラー） 

カラー側ワイパークリーナー
がない 

カラー側ワイパークリーナーを正しく挿入してくだ
さい。 

2042 
ワイパークリーナーなし
（白） 

白側ワイパークリーナーがな
い 

白側ワイパークリーナーを正しく挿入してくださ
い。 

2050 気温が低すぎます 気温が動作保証範囲よりも低
い 部屋の温度を上げてください。 

2051 気温が高すぎます 気温が動作保証範囲よりも高
い 部屋の温度を下げてください。 

2070 プラテン上に障害物あり 
プラテン高さセンサーがプラ
テン、印刷メディアの上に障害
物を検知した 

プラテンの上の障害物を除き、表面を平らにして OK
ボタンでエラー解除してください。 

2100 USBメモリーがありません USB メモリーが挿入されてい

ない 

USB メモリーを再挿入してください。 
解決しない場合は、USB メモリーのフォーマットや
種類を確認してください。 
“7-1. こんなときは”を参照してください。 

2101 空き容量が不足しています USB メモリーに書き込む際に、
空き容量が足りない 

PCでUSBメモリーの空き容量を確認してください。
空き容量が十分あるUSBメモリーを挿入してくださ
い。 

2102 
USB メモリーアクセス 
エラー 

サポート外の USB メモリーが
挿入されている 
もしくは USB メモリーの故障 

USB メモリーのフォーマットや種類を確認してくだ
さい。“7-1. こんなときは”を参照してください。 

2105 ファイルがありません USB メモリーに有効なファイ
ルが存在しない 

USB メモリーを PC に接続して確認してください。
保存されている AR3 ファイルがあれば、ダブルクリ
ックしてファイルビューアで中身を確認してくださ
い。“7-1. こんなときは”を参照してください。 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

3000 PC との通信エラー PC からのデータ受信が中断し
た 

PC と GT-3 の接続を確認し、印刷データを再送して
ください。うまくいかない場合は、PC ならびに GT-3
を再起動してください。 
「データ受信中にケーブルが抜かれた場合」や、「デ
ータ受信中にWindows上でキャンセル操作が行われ
た場合」にも発生します。 

3001 PC との通信エラー PC へのデータ送信が中断した 

PC と GT-3 の接続を確認し、PC ツールでの操作を
最初からやり直してください。うまくいかない場合
は、PC ならびに GT-3 を再起動してください。 
「データ送信中にケーブルが抜かれた場合」や、「デ
ータ送信中に Windows 上で PC ツールを終了させた
場合」などにも発生することがあります。 

3002 PC データエラー GT-3 がサポートしていないデ
ータを受信した 

PC と GT-3 の接続を確認し、印刷データを再送して
ください。うまくいかない場合は、PC ならびに GT-3
を再起動してください。 

3003 PC データエラー 
プリンタードライバーとファ
ームウェアのバージョンが不
一致 

プリンタードライバーが新しいのに本体ファームウ
ェアが古いバージョンの可能性があります。アップ
デートのし忘れがないか確認してください。 

3004 

PC データエラー PC と GT-3 との間の USB 通信
エラー 

送信しようとしている AR3ファイルやプログラムデ
ータに間違いがないか、ご確認ください。 
PC と GT-3 の接続を確認し、作業をやりなおしてく
ださい。解決しない場合は、PC ならびに GT-3 を再
起動してください。 
これらのエラーは GT-3 の使用環境により誤作動し
た場合に発生することがあります。エラーが出なく
なれば使えます。 

3005 

3010 

3013 

3014 

3100 未対応データ(白あり) 白インクを使用する印刷デー
タが、GT-341 へ送られた 

プリンタードライバーの設定画面で、Machine Mode
が“GT-341”になっていることを確認してください。 
GT-341 では、白インクを含んだ印刷データを受信で
きません。 

3101 未対応データ(381 モード) 白 4 ヘッド分の印刷データが、
GT-361 へ送られた 

プリンタードライバーの設定画面で、Machine Mode
が“GT-361”になっていることを確認してください。 
GT-361 で GT-381 用の印刷データを受信できませ
ん。 

3407 空の印刷データです 

PC から白紙ページの印刷デー
タを受信した 
印刷実行時にアプリケーショ
ンで印刷範囲として絵柄の真
っ白の部分を選択し、これを
GT-3 へ送信した、用紙サイズ
よりも大きな画像を作成し、そ
の一部分を GT-3 で印刷しよう
とした、等 

AR3 ファイルを GT-3 File Viewer で確認してくださ
い。  
例えば、Photoshop の［プリントプレビュー］機能
等で、アプリケーションの印刷範囲や用紙サイズを
確認してください。 

3408 
未対応データ 
(容量オーバー) 

印刷データの容量が大きすぎ
る ＊ 

3410 

PC データエラー PC と GT-3 との間の USB 通信
エラー 

送信しようとしている AR3ファイルやプログラムデ
ータに間違いがないか、ご確認ください。 
PC と GT-3 の接続を確認し、作業をやりなおしてく
ださい。解決しない場合は、PC ならびに GT-3 を再
起動してください。 
これらのエラーは GT-3 の使用環境により誤作動し
た場合に発生することがあります。エラーが出なく
なれば使えます。 

3411 

3412 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

4100 

USB メモリーアクセス 
エラー 

ファイルが開けない 

USB メモリーの内容をご確認ください。  
USB メモリーを再挿入して、操作をやり直してみて
ください。 
解決しない場合は、GT-3 を再起動して、操作をやり
直してみてください。 
“7-1. こんなときは”を参照してください。 

4101 ファイルが作成できない 

4102 ファイルがクローズできない 

4103 ファイル検索に失敗した 

4104 ファイルの読み込みに失敗し
た 

4105 ファイル書込みに失敗した 

4106 ファイルのデータが異常 

4107 ファイルのサイズが異常 

4108 ファイルサイズの取得に失敗
した 

4109 
ファイルがありません 

ファイル検索に失敗した USB メモリーの内容をご確認ください。 
“7-1. こんなときは”を参照してください。 4110 ファイルが見つからない 

4200 

メッセージデータエラー 液晶表示用の言語データに異
常を検出した 

ファームウェアのアップデートを中断した後にこの
エラーが表示された場合は、アップデート作業を初
めからやり直してください。 
解決しない場合は、お買い上げの販売店へご連絡く
ださい。 

4201 

4202 

4300 

フォントデータエラー 液晶表示用のフォントデータ
に異常を検出した 4301 

4302 

4400 

テスト印刷データエラー 
テスト印刷メニュー用の印刷
データに異常を検出した 4401 

4402 

4500 エラーが発生しました 
ネットワークインターフェー 
スの起動ができなかった。 

OKボタンを押して復帰します。 

ネットワークの設定およびネットワーク管理者にご
確認ください。メカ的なトラブルの場合は、お買い
上げの販売店へご連絡ください。 

4501 エラーが発生しました 
IP アドレスまたはサブネット 
マスク値の異常を検出した 

OKボタンを押して復帰します。メンテナンスツール
で正しい IPアドレス、サブネットマスク値を設定し
なおしてください。 

4502 エラーが発生しました 
ネットワークインターフェー 
スの設定ができなかった 

OKボタンを押して復帰します。 

ネットワークの設定およびネットワーク管理者にご
確認ください。メカ的なトラブルの場合は、お買い
上げの販売店へご連絡ください。 

4503 エラーが発生しました 
ディフォルトゲートウェイの 
の異常を検出した 

OKボタンを押して復帰します。メンテナンスツール
で正しいディフォルトゲートウェイのアドレスを設
定しなおしてください。 

5001 

エラーが発生しました ファームウェア内部の通信 
エラー ＊ 

5002 

5020 

5021 

5090 
エラーが発生しました 

キャップが開かなかった ＊ 

5091 キャップが閉じなかった ＊ 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

5092 
エラーが発生しました 

ワイパーが動かない(往路) ＊ 

5093 ワイパーが動かない(帰路) ＊ 

5094 

エラーが発生しました 

プラテンがロードできない ＊ 

5095 プラテンアンロードできない ＊ 

5096 プラテンの送りができない ＊ 

5101 エラーが発生しました 印刷データの印刷領域情報が
異常 ＊ 

5102 エラーが発生しました 印刷データの展開エラー ＊ 

5200 

エラーが発生しました メイン基板とメンテナンスユ
ニットとの通信エラー 

GT-3の付近に強いノイズの発生源が無いか確認して
ください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5201 

5230 

5231 

5232 

5233 

5260 
メンテ PCB バージョンエ
ラー 

メンテナンス PCB 用ファーム
ウェアのバージョンが合わな
い 

ファームウェアのアップデートを中断した後にこの
エラーが表示された場合は、アップデート作業を初
めからやり直してください。 
解決しない場合は、お買い上げの販売店へご連絡く
ださい。 

5300 

エラーが発生しました メンテナンスユニット制御に
伴う内部エラー ＊ 5301 

5302 

5311 

エラーが発生しました 

W1 インク残量センサー異常 

GT-3の付近に強いノイズの発生源が無いか確認して
ください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5312 W2 インク残量センサー異常 

5313 W3 インク残量センサー異常 

5314 W4 インク残量センサー異常 

5315 K インク残量センサー異常 

5316 M インク残量センサー異常 

5317 C インク残量センサー異常 

5318 Y インク残量センサー異常 

5401 

エラーが発生しました メイン基板とメンテナンスユ
ニットとの通信エラー 

GT-3の付近に強いノイズの発生源が無いか確認して
ください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5402 

5403 

5404 

5405 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

5406 

エラーが発生しました メイン基板とメンテナンスユ
ニットとの通信エラー 

GT-3の付近に強いノイズの発生源が無いか確認して
ください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5411 

5412 

5413 

5414 

5421 
エラーが発生しました メンテナンスユニットのポン

プが正常動作できていない 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5422 

5431 

エラーが発生しました メンテナンスユニットのキャ
ップが正常動作できていない 

ワイパークリーナーやワイパーブレードが正しく装
着できているか、キャップ付近に障害物がないか、
確認してください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5432 

5433 

5434 

5435 

5441 

エラーが発生しました メンテナンスユニットのワイ
パーが正常動作できていない 

ワイパークリーナーやワイパーブレードが正しく装
着できているか、ワイパー付近に障害物がないか、
確認してください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5442 

5443 

5451 

エラーが発生しました 
ファームウェアのアップデー
トに伴う、メンテナンスユニッ
トの内部エラー 

GT-3の付近に強いノイズの発生源が無いか確認して
ください。 
GT-3を再起動してファームウェアのアップデートを
やり直してください。 
問題が解決しない場合は、お買い上げの販売店へご
連絡ください。 

5452 

5453 

5454 

エラーが発生しました 

ファームウェアのアップデー
トに伴う、メイン基板とメンテ
ナンスユニットとの通信エラ
ー 

5455 

5456 

5457 

5458 エラーが発生しました 
ファームウェアのアップデー
トに伴う、メンテナンスユニッ
トの内部エラー 

5471 

エラーが発生しました 
メンテナンスユニットとイン
クセンサー基板との通信 
エラー 

GT-3の付近に強いノイズの発生源が無いか確認して
ください。 
GT-3 を再起動しても問題が解決しない場合は、お買
い上げの販売店へご連絡ください。 

5472 

5473 

5474 

5475 

5476 

5477 

5478 

5491 エラーが発生しました メンテナンスユニットの内部
エラー ＊ 

6004 クリアランスセンサー異常 クリアランスセンサーの取り
付け異常 ＊ 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

6010 

エラーが発生しました 

メイン基板の EEPROM 書込み
に失敗した 

＊ 6011 
メイン基板の FLASH ROM 消
去に失敗した 

6012 
メイン基板の FLASH ROM 書
込みに失敗した 

6020 エラーが発生しました リアルタイムクロック異常 ＊ 

6021 バッテリー切れ リアルタイムクロックバッテ
リー切れ ＊ 

6031 

パネルボタン異常 

プラテンボタン異常 

操作パネルの上に何か乗っていないか確認してくだ
さい。  
お買い上げの販売店へご連絡ください。 

6032 プリントボタン異常 

6033 ストップボタン異常 

6034 戻りボタン異常 

6035 OK ボタン異常 

6036 下ボタン異常 

6037 上ボタン異常 

6038 ヘッドクリーニングボタン異
常 

6040 エラーが発生しました ヘッドメモリー未検出 ＊ 

6100 
エラーが発生しました 
キャリッジを調整してくだ
さい 

キャリッジ動作テストに異常
がある(速度エラー) 

“6-2-7. エンコーダーストリップの掃除”“6-2-2. プ
リンター内部の掃除”を参照して掃除ください。問
題解決しなければ、お買い上げの販売店へご連絡く
ださい。 

6101 エラーが発生しました キャリッジの移動が完了しな
い キャリッジに何か引っかかっていないか確認してく

ださい。“6-2-7. エンコーダーストリップの掃除”、
“6-2-2. プリンター内部の掃除”を参照して 
掃除をしてください。 

6102 エラーが発生しました 
キャリッジを調整してくだ
さい 

キャリッジの停止位置に異常
がある 

6103 

6104 エラーが発生しました 
キャリッジの印刷時 CR タイム
アウト ＊ 

6105 エラーが発生しました 
キャリッジのフラッシング時
CR タイムアウト ＊ 

6106 
エラーが発生しました キャリッジの原点復帰時、原点

センサーの異常 ＊ 
6107 

6108 エラーが発生しました キャリッジの原点復帰が異常
終了した ＊ 

6109 

エラーが発生しました キャリッジ速度の調整異常 ＊ 

6110 

6111 

6112 

6113 

6114 エラーが発生しました キャリッジ速度の異常低下 ＊ 
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エラー  

コード 
メッセージ 説明 解決策 

6120 

エラーが発生しました 

ブラックヘッド温度異常 

＊ 

6121 マゼンタヘッド温度異常 

6122 シアンヘッド温度異常 

6123 イエローヘッド温度異常 

6124 白 W1 ヘッド温度異常 

6125 白 W2 ヘッド温度異常 

6126 白 W3 ヘッド温度異常 

6127 白 W4 ヘッド温度異常 

6134 エラーが発生しました ヘッド電圧異常 ＊ 

6154 エラーが発生しました ヘッド温度検出回路異常 ＊ 

6160 エラーが発生しました 環境温度センサー異常 ＊ 

7000 エラーが発生しました システムコールエラー ＊ 

7013 エラーが発生しました 一般プログラムエラー ＊ 

7014 
PC データエラー 

印刷データバッファが空かな
くて受信できない 印刷データは、GT-3 が印刷をしていないときに送信

してください。 
7015 

印刷が終わらないので次の印
刷データを受信できない 

7125 エラーが発生しました 
プログラム内部エラー 
（移動エラー：近すぎで移動で
きない） 

＊ 

上記以外のエラーコードが表示された場合や、解決策に従っても症状が改善されない場合には、お買上げの販売

店へご相談ください。 
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8. 仕様 

8. 仕様 
8-1. 装置 

外形寸法 1370(幅)×1045(奥行き)×660(高さ)mm 

本体質量(プラテンを含む) 約 111kg 

最大印刷エリア 355.6 mm×406.4 mm  

プリント解像度 1200dpi×1200dpi、600dpi×600dpi 

電源 単相 100～240V 

電源周波数 50/60Hz 

消費電流 0.4A(実効値) 

稼働音 70dB以下 

使用環境 動作保証範囲： 温度：10～35℃ 

湿度：45～85％(結露なきこと) 

 印刷保証範囲： 温度：18～30℃ 

湿度：45～85％(結露なきこと) 

 保管時： 温度： 0～40℃ 

湿度：20～85％(結露なきこと) 

 

8-2. ソフトウェア 
対応 OS 最新の Windows XP (32bit) 

Windows Vista、Windows7、Windows8 (32bit/64bit) 

インターフェース USB2.0、USBメモリー 

最低動作環境 256MB RAM(推奨 512MB以上) 

128MB以上の空き容量(推奨 256MB以上) 

1GHz CPU 

高度な画像編集のための 

推奨アプリケーション 

Adobe Photoshop, Adobe Photoshop Elements, 

Adobe Illustrator, CorelDRAW, Paint Shop Photo Pro 
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